
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号

道
路
交
通
法
施
行
規
則

道
路
交
通
法
及
び
道
路
交
通
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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）
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（
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）

第
四
章
　
工
作
物
等
の
保
管
等
（
第
十
三
条―

第
十
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条
）

第
五
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運
転
免
許
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び
運
転
免
許
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験
（
第
十
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の
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第
三
十
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の
四
の
四
）

第
六
章
　
自
動
車
教
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所
（
第
三
十
一
条
の
五―

第
三
十
七
条
）

第
七
章
　
国
際
運
転
免
許
証
及
び
外
国
運
転
免
許
証
並
び
に
国
外
運
転
免
許
証
（
第
三
十
七
条
の
二―

第
三
十
七
条
の
十
）

第
八
章
　
講
習
（
第
三
十
八
条―

第
三
十
八
条
の
四
の
五
）

第
八
章
の
二
　
雑
則
（
第
三
十
八
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の
四
の
六―

第
三
十
九
条
の
十
）

第
九
章
　
告
知
書
等
の
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等
（
第
四
十
条―

第
四
十
五
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
歩
行
補
助
車
等
の
基
準
）

第
一
条
　
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
及
び
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ハ
　
高
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ハ
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。

ニ
　
歩
行
補
助
車
等
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者
が
当
該
車
か
ら
離
れ
た
場
合
に
は
、
原
動
機
が
停
止
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
一
号
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
車
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
特
定
の
経
路
を
通
行
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
特
定
の
方
法
に
よ
り
通
行
さ
せ
る
乳
母
車
（
通
行
さ
せ
る
者
が
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。
）
で
、
当
該
方
法
が
他
の
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
に
つ
き
そ
の
通
行
の
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
（
そ
の
通
行
の
場
所
が
同
一
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
属
す
る
二
以
上
の
警
察
署
長
の
管
轄
に
わ
た
る
と
き
は
、
そ

の
い
ず
れ
か
の
警
察
署
長
）
の
確
認
を
受
け
た
も
の

二
　
令
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
車

３
　
令
第
一
条
第
二
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
及
び
幅
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
　
長
さ
　
百
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
　
幅
　
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

４
　
令
第
一
条
第
二
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
普
通
自
転
車
の
乗
車
装
置
（
幼
児
用
座
席
を
除
く
。
）
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
車
そ
の
他
の
車
で
あ
つ
て
、
通
行
さ
せ
る
者
が
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
般
原
動
機
付
自
転
車
の
総
排
気
量
等
の
大
き
さ
）

第
一
条
の
二
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
大
き
さ
は
、
二
輪
の
も
の
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
三
輪
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
〇
五
〇
リ
ッ
ト
ル
、
定
格
出
力
に
つ
い

て
は
〇
・
六
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
〇
二
〇
リ
ッ
ト
ル
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
〇
・
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
す
る
。
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（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
大
き
さ
等
）

第
一
条
の
二
の
二
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
及
び
幅
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
定
格
出
力
が
〇
・
六
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ハ
　
構
造
上
出
す
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
速
度
を
複
数
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
走
行
中
に
当
該
最
高
の
速
度
の
設
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ニ
　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
を
要
し
な
い
機
構
（
以
下
「
Ａ
Ｔ
機
構
」
と
い
う
。
）
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
六
十
六
条
の
十
七
に
規
定
す
る
最
高
速
度
表
示
灯
（
第
五
条
の
六
の
二
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
最
高
速
度
表
示
灯
」
と
い
う
。
）
が
備
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

（
原
動
機
を
用
い
る
軽
車
両
）

第
一
条
の
二
の
三
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
及
び
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ハ
　
高
さ
　
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
歩
き
な
が
ら
運
転
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
運
転
者
が
当
該
車
か
ら
離
れ
た
場
合
に
は
、
原
動
機
が
停
止
す
る
こ
と
。

（
人
の
力
を
補
う
た
め
原
動
機
を
用
い
る
自
転
車
の
基
準
）

第
一
条
の
三
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
人
の
力
を
補
う
た
め
に
用
い
る
原
動
機
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
電
動
機
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
人
の
力
に
対
す
る
原
動
機
を
用
い
て
人
の
力
を
補
う
力
の
比
率
が
、
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
速
度
の
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
（
１
）
又
は
（
２
）
に
定
め
る
数
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
速
度
　
二
（
三
輪
又
は
四
輪
の
自
転
車
で
あ
つ
て

け
ん牽

引
さ
れ
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
リ
ヤ
カ
ー
を

け
ん牽

引
す
る
も
の
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
）

（２）
　
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の
速
度
　
走
行
速
度
を
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
で
表
し
た
数
値
か
ら
十
を
減
じ
て
得
た
数
値
を
七
で
除
し
た
も
の
を
二
か
ら
減
じ
た
数
値
（
三
輪
又
は
四
輪
の

自
転
車
で
あ
つ
て

け
ん牽

引
さ
れ
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
リ
ヤ
カ
ー
を

け
ん牽

引
す
る
も
の
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
走
行
速
度
を
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
で
表
し
た
数
値
か
ら
十
を
減
じ
て
得
た
数
値
を
三
分

の
十
四
で
除
し
た
も
の
を
三
か
ら
減
じ
た
数
値
）

ハ
　
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
の
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
原
動
機
を
用
い
て
人
の
力
を
補
う
力
が
加
わ
ら
な
い
こ
と
。

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
原
動
機
に
つ
い
て
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
も
の
に
改
造
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
　
原
動
機
を
用
い
て
人
の
力
を
補
う
機
能
が
円
滑
に
働
き
、
か
つ
、
当
該
機
能
が
働
く
こ
と
に
よ
り
安
全
な
運
転
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（
移
動
用
小
型
車
の
基
準
）

第
一
条
の
四
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
及
び
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ハ
　
高
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
ヘ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
を
除
い
た
部
分
の
高
さ
）

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ハ
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。
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（
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
の
基
準
）

第
一
条
の
五
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
四
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
及
び
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ハ
　
高
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
ヘ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
を
除
い
た
部
分
の
高
さ
）

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ハ
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。

ニ
　
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
と
外
観
を
通
じ
て
明
確
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
一
号
の
規
定
は
、
身
体
の
状
態
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
車
体
の
大
き
さ
の
基
準
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
用
の
車
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
で
、
そ
の
大
き
さ
の
身
体
障
害
者
用
の
車

を
用
い
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
こ
と
に
つ
き
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
基
準
）

第
一
条
の
六
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
五
の
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
車
体
の
大
き
さ
及
び
構
造
に
係
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
及
び
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ハ
　
高
さ
　
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
セ
ン
サ
ー
、
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
通
行
時
の
周
囲
の
状
況
を
検
知
す
る
た
め
の
装
置
及
び
ヘ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
を
除
い
た
部
分
の
高
さ
）

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
原
動
機
と
し
て
、
電
動
機
を
用
い
る
こ
と
。

ロ
　
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

ハ
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。

（
非
常
停
止
装
置
の
基
準
）

第
一
条
の
七
　
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
五
の
非
常
停
止
装
置
に
係
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
押
し
ボ
タ
ン
（
車
体
の
前
方
及
び
後
方
か
ら
容
易
に
操
作
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
の
操
作
に
よ
り
作
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
押
し
ボ
タ
ン
と
そ
の
周
囲
の
部
分
と
の
色
の
明
度
、
色
相
又
は
彩
度
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
当
該
押
し
ボ
タ
ン
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
作
動
時
に
直
ち
に
原
動
機
を
停
止
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
押
し
て
歩
い
て
い
る
者
を
歩
行
者
と
す
る
車
両
の
大
き
さ
等
）

第
一
条
の
八
　
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
三
輪
以
上
の
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
又
は
次
に

掲
げ
る
長
さ
及
び
幅
を
超
え
な
い
四
輪
以
上
の
自
転
車
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
長
さ
　
百
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
　
幅
　
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
自
動
車
の
種
類
）

第
二
条
　
法
第
三
条
に
規
定
す
る
自
動
車
の
区
分
の
基
準
と
な
る
車
体
の
大
き
さ
及
び
構
造
並
び
に
原
動
機
の
大
き
さ
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
車
体
の
大
き
さ
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

自
動
車
の

種
類

車
体
の
大
き
さ
等

大
型
自
動

車

大
型
特
殊
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
、
車
両
総
重
量
が
一
一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
、
最
大
積
載
量
が
六
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の

又
は
乗
車
定
員
が
三
〇
人
以
上
の
も
の

中
型
自
動

車

大
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
、
車
両
総
重
量
が
七
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
一
一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
、
最
大
積

載
量
が
四
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
六
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
又
は
乗
車
定
員
が
一
一
人
以
上
二
九
人
以
下
の
も
の

準
中
型
自

動
車

大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
、
車
両
総
重
量
が
三
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
七
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も

の
又
は
最
大
積
載
量
が
二
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
四
、
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の

普
通
自
動

車

車
体
の
大
き
さ
等
が
、
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
車
体
の
大
き
さ
等
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
自
動
車
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大
型
特
殊

自
動
車

カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
自
動
車
（
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
ロ
ー
ド
・
ロ
ー
ラ
、
タ
イ
ヤ
・
ロ
ー
ラ
、
ロ
ー
ド
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
、
タ
イ
ヤ
・
ド
ー
ザ
、
グ
レ
ー
ダ
、
ス
ク
レ
ー
パ
、
シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー

ダ
、
ダ
ン
パ
、
モ
ー
タ
・
ス
イ
ー
パ
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
ホ
イ
ー
ル
・
ク
レ
ー
ン
、
ス
ト
ラ
ド
ル
・
キ
ャ
リ
ヤ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ハ
ン
マ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
、
フ
ォ
ー
ク
・
ロ

ー
ダ
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
、
タ
ー
レ
ッ
ト
式
構
内
運
搬
車
、
自
動
車
の
車
台
が
屈
折
し
て
操
向
す
る
構
造
の
自
動
車
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
特
殊
な
構
造
を
有
す
る
自
動
車
（
こ
の
表
の
小

型
特
殊
自
動
車
の
項
に
お
い
て
「
特
殊
自
動
車
」
と
い
う
。
）
で
、
小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
も
の

大
型
自
動

二
輪
車

総
排
気
量
が
〇
・
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
又
は
定
格
出
力
が
二
〇
・
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
原
動
機
を
有
す
る
二
輪
の
自
動
車
（
側
車
付
き
の
も
の
を
含
む
。
）
で
、
大
型
特
殊
自
動
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
以

外
の
も
の

普
通
自
動

二
輪
車

二
輪
の
自
動
車
（
側
車
付
き
の
も
の
を
含
む
。
）
で
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
以
外
の
も
の

小
型
特
殊

自
動
車

特
殊
自
動
車
で
、
車
体
の
大
き
さ
が
下
欄
に
該
当
す
る
も

の
の
う
ち
、
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の

車
体
の
大
き
さ

長
さ

幅

高
さ

四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
ヘ
ッ
ド
ガ
ー
ド
、
安
全
キ
ャ
ブ
、

安
全
フ
レ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
装
置
が
備
え
ら

れ
て
い
る
自
動
車
で
、
当
該
装
置
を
除
い
た
部
分
の
高
さ

が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
・

八
〇
メ
ー
ト
ル
）
以
下

備
考
　
車
体
の
構
造
上
そ
の
運
転
に
係
る
走
行
の
特
性
が
二
輪
の
自
動
車
の
運
転
に
係
る
走
行
の
特
性
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
三
輪
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
二
輪
の
自
動
車
と
み
な
し
て
、
こ
の
表
を

適
用
す
る
。

（
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
路
の
部
分
等
に
横
断
歩
道
等
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る
道
路
標
識
の
設
置
）

第
二
条
の
二
　
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
標
識
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
道
路
標
識
は
、
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
の
部
分
に
横
断
歩
道
又
は
自
転
車
横
断
帯
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
横
断
歩
道
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
横
断
歩
道
等
の
左
右
の
側
端
上

の
当
該
道
路
の
路
端
に
近
接
し
た
位
置
に
、
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
の
部
分
に
横
断
歩
道
等
を
設
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
横
断
歩
道
等
の
左
右
の
側
端
を
当
該
車
道
に
接
す
る
歩
道
上
に
延
長
し
た
線
上

の
当
該
歩
道
の
車
道
寄
り
の
路
端
に
近
接
し
た
位
置
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
道
路
標
識
の
設
置
に
は
、
柱
を
用
い
、
か
つ
、
そ
の
柱
の
接
地
部
分
が
、
前
号
の
位
置
に
あ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三
　
道
路
標
識
の
標
示
板
は
、
当
該
横
断
歩
道
等
の
左
右
の
側
端
又
は
そ
の
延
長
線
に
沿
い
、
か
つ
、
そ
の
表
面
が
当
該
横
断
歩
道
等
の
外
方
に
向
く
こ
と
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
交
差
点
に
お
け
る
左
折
の
表
示
）

第
三
条
　
令
第
二
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
表
示
は
、
別
記
様
式
第
一
の
標
示
を
、
左
折
し
よ
う
と
す
る
車
両
が
そ
の
前
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
、
信
号
機
の
背
面
板
の
下
部

（
信
号
機
に
背
面
板
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
信
号
機
の
灯
器
の
下
方
）
又
は
道
路
の
左
側
の
路
端
に
近
接
し
た
当
該
道
路
上
の
位
置
（
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
あ
つ
て
は
、
車
道
の
左
側
部
分
に
接
す

る
歩
道
の
車
道
寄
り
の
路
端
に
近
接
し
た
当
該
歩
道
上
の
位
置
）
に
設
け
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
信
号
の
表
示
）

第
三
条
の
二
　
令
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
表
示
は
、
別
記
様
式
第
一
の
二
の
標
示
を
、
当
該
信
号
機
の
信
号
に
対
面
す
る
歩
行
者
、
車
両
又
は
路
面
電
車
が
そ
の
前
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
、
信
号
機
の
灯
器

に
接
し
て
設
け
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
令
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
表
示
は
、
別
記
様
式
第
一
の
二
の
二
の
標
示
を
、
当
該
信
号
機
の
信
号
に
対
面
す
る
歩
行
者
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
及
び
自
転
車
が
そ
の
前
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
、

信
号
機
の
灯
器
に
接
し
て
設
け
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
信
号
機
の
構
造
等
）

第
四
条
　
信
号
機
の
構
造
及
び
灯
器
の
高
さ
の
基
準
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
青
色
の
灯
火
の
矢
印
及
び
黄
色
の
灯
火
の
矢
印
の
種
類
及
び
形
状
は
、
別
表
第
一
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
信
号
機
の
灯
器
の
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
灯
火
は
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
に
お
い
て
は
二
百
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
道
路
に
お
い
て
は
百
五
十
メ
ー
ト
ル
前
方
か
ら
識
別
で
き
る
光
度
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
灯
火
の
光
の
発
散
角
度
は
、
左
方
、
右
方
及
び
下
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
五
度
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
太
陽
の
光
線
そ
の
他
周
囲
の
光
線
に
よ
つ
て
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
な
い
こ
と
。

（
通
行
禁
止
道
路
通
行
許
可
証
の
様
式
等
）

第
五
条
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
二
通
を
当
該
車
両
の
通
行
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
道
路
又
は
そ
の
部
分
（
以
下
「
通
行
禁
止
道
路
」
と
い
う
。
）
の
存
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
一
項
の
申
請
書
及
び
法
第
八
条
第
三
項
の
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
盲
導
犬
の
用
具
）

第
五
条
の
二
　
令
第
八
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
用
具
は
、
白
色
又
は
黄
色
の
別
図
の
形
状
の
も
の
と
す
る
。
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（
移
動
用
小
型
車
又
は
遠
隔
操
作
型
小
型
車
に
付
け
る
標
識
の
様
式
）

第
五
条
の
三
　
法
第
十
四
条
の
四
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
移
動
用
小
型
車
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
一
の
三
の
二
の
と
お
り
と
し
、
遠
隔
操
作
型
小
型
車
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
一
の
三
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
遠
隔
操
作
に
よ
る
通
行
の
届
出
）

第
五
条
の
四
　
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
道
路
に
お
け
る
遠
隔
操
作
に
よ
る
通
行
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
四
の
届
出
書
を
提
出
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
遠
隔
操
作
型
小
型
車
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
大
き
さ

二
　
原
動
機
の
種
類

三
　
構
造
上
出
す
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
速
度

３
　
法
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
を
す
る
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
民
票
の
写
し
（
以
下
「
住
民
票
の
写
し
」
と
い
う
。
）

二
　
届
出
を
す
る
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
（
自
然
人
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
、
外
務
省
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
又
は
権
限
の
あ
る
機
関
が
発
行
す
る
身
分
を
証
明
す
る
書
類
（
以
下

「
旅
券
等
」
と
い
う
。
）
の
写
し

三
　
届
出
を
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書

四
　
遠
隔
操
作
型
小
型
車
が
遠
隔
操
作
に
よ
り
安
全
に
通
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
審
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般

財
団
法
人
で
あ
つ
て
審
査
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
も
の
が
実
施
す
る
審
査
に
合
格
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
届
出
に
係
る
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
構
造
及
び
性
能
を
示
す
書
面

五
　
遠
隔
操
作
型
小
型
車
を
遠
隔
操
作
に
よ
り
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
所
の
付
近
の
見
取
図

（
届
出
番
号
等
の
表
示
）

第
五
条
の
五
　
法
第
十
五
条
の
四
に
規
定
す
る
届
出
番
号
等
の
表
示
は
、
当
該
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
転
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
の
大
き
さ
等
）

第
五
条
の
六
　
法
第
十
七
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
一
条
の
八
に
掲
げ
る
長
さ
及
び
幅
を
超
え
な
い
四
輪
以
上
の
自
転
車
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
例
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
歩
道
通
行
）

第
五
条
の
六
の
二
　
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
六
十
六
条
の
十
七
第
二
項
及
び
第
三
項
の
基
準
に
適
合
す
る
最
高
速
度
表
示
灯
を
点
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
表

示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
速
度
は
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
と
す
る
。

３
　
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
側
車
を
付
し
て
い
な
い
こ
と
。

二
　
制
動
装
置
が
走
行
中
容
易
に
操
作
で
き
る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

三
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。

（
普
通
自
動
二
輪
車
の
最
高
速
度
を
区
分
す
る
原
動
機
の
大
き
さ
）

第
五
条
の
七
　
令
第
十
二
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
大
き
さ
は
、
総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
一
二
五
リ
ッ
ト
ル
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
一
・
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
す
る
。

（
通
行
区
分
の
特
例
を
認
め
ら
れ
る
自
動
車
）

第
六
条
　
法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
そ
の
車
体
の
全
部
を
白
色
に
塗
つ
た
大
型
自
動
二
輪
車
若
し
く
は
普
通
自
動
二
輪
車
又
は
そ
の
車
体
の
全
部

若
し
く
は
上
半
分
を
白
色
に
塗
つ
た
普
通
自
動
車
と
す
る
。

（
道
路
維
持
作
業
用
自
動
車
の
塗
色
）

第
六
条
の
二
　
令
第
十
四
条
の
二
第
二
号
の
道
路
の
管
理
者
が
道
路
の
損
傷
箇
所
等
を
発
見
す
る
た
め
使
用
す
る
自
動
車
は
、
車
体
の
両
側
面
及
び
後
面
の
幅
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
か
つ
水
平
の
部
分
を
白
色
に
、
車
体
の
そ

の
他
の
部
分
を
黄
色
に
、
そ
れ
ぞ
れ
塗
色
し
た
も
の
と
す
る
。

（
消
防
用
車
両
の
灯
火
の
要
件
）

第
六
条
の
三
　
令
第
十
四
条
の
四
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
赤
色
の
灯
火
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
確
認
で
き
る
光
度
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
停
車
又
は
駐
車
に
関
係
の
あ
る
者
に
よ
る
合
意
）

第
六
条
の
三
の
二
　
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
合
意
は
、
旅
客
の
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
乗
合
自
動
車
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
停
車
又
は
駐
車
を
す
る
一
又
は
二
以
上
の
乗
合
自
動
車

の
停
留
所
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
若
し
く
は
路
面
電
車
の
停
留
場
ご
と
に
、
書
面
に
よ
り
、
停
車
又
は
駐
車
を
す
る
旅
客
の
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
書
面
に
は
、
当
該
旅
客
の
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車
に
よ
る
当
該
停
留
所
又
は
停
留
場
に
お
け
る
停
車
又
は
駐
車
が
道
路
又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
支
障
が
な
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
事
項
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
停
車
又
は
駐
車
に
関
係
の
あ
る
者
）

第
六
条
の
三
の
三
　
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
乗
合
自
動
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
又
は
路
面
電
車
を
使
用
す
る
者
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二
　
公
安
委
員
会

三
　
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）

四
　
地
方
運
輸
局
長

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
当
該
停
車
又
は
駐
車
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
公
安
委
員
会
が
認
め
る
者

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
様
式
等
）

第
六
条
の
三
の
四
　
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
届
出
及
び
同
条
第
二
項
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
五
の
申
請
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）

二
　
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
（
普
通
自
動
車
の
も
の
に
限
る
。
）

三
　
令
第
十
四
条
の
五
に
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
妊
娠
の
事
実
又
は
出
産
の
日
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

３
　
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
六
の
と
お
り
と
す
る
。

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
六
条
の
三
の
五
　
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
七
の
届
出
書
に
当
該
高
齢
運
転
者
等
標
章
及
び
当
該
変
更

が
生
じ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
再
交
付
の
申
請
）

第
六
条
の
三
の
六
　
法
第
四
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
再
交
付
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
の
三
の
八
の
再
交
付
申
請
書
及
び
当
該
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
返
納
）

第
六
条
の
三
の
七
　
法
第
四
十
五
条
の
二
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
は
、
高
齢
運
転
者
等
標
章
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
こ
と
と
す
る
。

（
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
の
機
能
）

第
六
条
の
四
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
に
係
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
機
能
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
両
を
感
知
し
た
時
か
ら
当
該
車
両
が
引
き
続
き
駐
車
し
て
い
る
時
間
を
自
動
的
に
測
定
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
規
定
す
る
時
間
又
は
当
該
車
両
が
駐
車
を
終
了
す
べ
き
時
刻
を
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
車
両
が
法
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
警
報
す
る
こ
と
。

（
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
様
式
等
）

第
六
条
の
五
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
発
給
を
受
け
た
年
月
日

二
　
駐
車
を
終
了
す
べ
き
時
刻

２
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
の
機
能
）

第
六
条
の
六
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
に
係
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
機
能
は
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
に
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
発
給
を
受
け
た
時
刻
及
び
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
自
動
的
に
印
字
し
、
直
ち
に
こ
れ
を
発
給
す
る
機
能
と
す
る
。

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
）

第
六
条
の
七
　
法
第
四
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
は
、
時
間
制
限
駐
車
区
間
が
在
る
こ
と
を
表
示
板
を
用
い
て
示
す
場
合
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
一
の
五
の
表
示
板
を
設
け
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
を
設
置
す
る
と
き
は
、
当
該
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
に
近
接
し
た
場
所
に
、
当
該
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
を
設
置
す
る

時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
い
て
駐
車
し
よ
う
と
す
る
車
両
が
そ
の
前
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
、
別
記
様
式
第
一
の
六
の
表
示
板
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
の
管
理
等
の
委
託
）

第
六
条
の
八
　
法
第
四
十
九
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
同
条
第
一
項
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
若
し
く
は
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
の
管
理
に
関
す
る
事
務
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る

事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
法
人
と
す
る
。

（
受
領
書
の
様
式
）

第
七
条
　
令
第
十
四
条
の
八
（
令
第
十
七
条
（
令
第
二
十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
並
び
に
第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
の
三
（
令
第
二
十
七
条
の
七
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
並
び
に
第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
二
十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
保
管
し
た
車
両
の
返
還
に

係
る
受
領
書
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
二
の
と
お
り
と
し
、
保
管
し
た
積
載
物
の
返
還
に
係
る
受
領
書
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
二
の
二
の
と
お
り
と
し
、
保
管
し
た
損
壊
物
等
の
返
還
に
係
る
受
領
書
に
あ
つ
て
は
、
損
壊
物
等
が
、

車
両
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
二
の
三
、
車
両
の
積
載
物
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
二
の
四
、
そ
の
他
の
損
壊
物
等
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
二
の
五
の
と
お
り
と
す
る
。
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（
保
管
車
両
一
覧
簿
等
の
様
式
）

第
七
条
の
二
　
令
第
十
六
条
第
二
号
（
令
第
十
七
条
、
第
二
十
六
条
の
四
の
三
及
び
第
二
十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
保
管
車
両
一
覧
簿
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
三
の
と
お
り

と
し
、
保
管
積
載
物
一
覧
簿
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
三
の
二
の
と
お
り
と
し
、
保
管
損
壊
物
等
一
覧
簿
に
あ
つ
て
は
、
損
壊
物
等
が
、
車
両
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
三
の
三
、
車
両
の
積
載
物
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
三

の
四
、
そ
の
他
の
損
壊
物
等
で
あ
る
と
き
は
別
記
様
式
第
三
の
五
の
と
お
り
と
す
る
。

（
警
察
署
長
に
よ
る
公
表
）

第
七
条
の
二
の
二
　
法
第
五
十
一
条
第
十
項
（
同
条
第
二
十
二
項
並
び
に
法
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
（
法
第
七
十
五
条
の
二
十
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
七
十
五
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
法
第
五
十
一
条
第
六
項
（
法
第
七
十
五
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
の
使
用
者
若
し
く
は
所
有
者
、
法
第
五
十
一
条
第
二
十
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
積
載
物
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
若
し
く
は
法
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
後
段
（
法
第
七
十
五
条
の
二
十
三
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
損
壊
物
等
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
損
壊
物
等
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
が
判
明
す
る
ま
で
の
間
又
は
法
第
五
十
一
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
日
か
ら
起
算
し

て
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
掲
示
事
項
等
）

第
七
条
の
三
　
令
第
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
（
令
第
十
七
条
、
第
二
十
六
条
の
四
の
三
及
び
第
二
十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
を
担
当
す
る
職
員
の
職
及
び
氏
名

二
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
の
日
時
及
び
場
所

三
　
契
約
条
項
の
概
要

四
　
そ
の
他
警
察
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２
　
令
第
十
六
条
の
四
第
四
項
（
令
第
十
七
条
、
第
二
十
六
条
の
四
の
三
及
び
第
二
十
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
又
は
当
該
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
を
担
当
す
る
職
員
の
職
及
び
氏
名

二
　
契
約
条
項
の
概
要

三
　
そ
の
他
警
察
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
車
両
移
動
保
管
関
係
事
務
の
委
託
）

第
七
条
の
四
　
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
と
警
察
署
長
が
認
め
る
法
人
と
す
る
。

（
標
章
の
取
付
け
）

第
七
条
の
五
　
法
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
章
の
取
付
け
は
、
別
記
様
式
第
三
の
六
の
標
章
を
そ
の
記
載
事
項
を
見
や
す
い
方
法
で
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
弁
明
通
知
書
の
記
載
事
項
）

第
七
条
の
六
　
法
第
五
十
一
条
の
四
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
す
る
書
面
（
以
下
「
弁
明
通
知
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
弁
明
通
知
書
の
番
号
及
び
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
仮
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
放
置
違
反
金
に

相
当
す
る
金
額
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
示
納
付
命
令
書
の
様
式
）

第
七
条
の
七
　
令
第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
三
の
七
の
と
お
り
と
す
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
七
条
の
八
　
法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
七
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
法
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
（
次
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
」
と
い

う
。
）
を
受
け
た
こ
と
。

二
　
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
。

第
七
条
の
九
　
法
第
五
十
一
条
の
六
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

報
告
す
る
場
合

事
項

一
　
納
付
命
令
を
し
た
と
き
。

一
　
納
付
命
令
の
年
月
日

二
　
納
付
命
令
に
係
る
標
章
が
取
り
付
け
ら
れ
た
年
月
日

三
　
納
付
命
令
に
係
る
弁
明
通
知
書
の
番
号

二
　
法
第
五
十
一
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
し
た
と
き
。

一
　
督
促
の
年
月
日

二
　
督
促
に
係
る
納
付
命
令
に
係
る
弁
明
通
知
書
の
番
号

三
　
法
第
五
十
一
条
の
四
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
と
き
。

一
　
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
年
月
日

二
　
取
り
消
さ
れ
た
納
付
命
令
に
係
る
弁
明
通
知
書
の
番
号

四
　
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
。

一
　
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
の
年
月
日

二
　
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
に
よ
り
車
両
を
運
転
し
、
又
は
運
転
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
期
間

五
　
前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
。

一
　
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
に
違
反
し
た
年
月
日
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二
　
違
反
に
係
る
放
置
関
係
使
用
制
限
命
令
の
年
月
日

（
国
土
交
通
大
臣
等
へ
の
通
知
）

第
七
条
の
十
　
法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
前
段
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
督
促
を
し
た
旨

二
　
督
促
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
督
促
に
係
る
納
付
命
令
の
原
因
と
な
つ
た
車
両
の
番
号
標
の
番
号

四
　
督
促
の
年
月
日

五
　
督
促
に
係
る
納
付
命
令
に
係
る
弁
明
通
知
書
の
番
号

２
　
法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
督
促
に
係
る
納
付
命
令
を
取
り
消
し
た
旨

二
　
取
り
消
さ
れ
た
納
付
命
令
に
係
る
弁
明
通
知
書
の
番
号

（
普
通
自
動
車
の
乗
車
人
員
又
は
積
載
重
量
を
区
分
す
る
原
動
機
の
大
き
さ
）

第
七
条
の
十
一
　
令
第
二
十
二
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
大
き
さ
は
、
総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
〇
五
〇
リ
ツ
ト
ル
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
〇
・
六
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
と
す
る
。

（
特
定
普
通
自
動
車
等
）

第
七
条
の
十
二
　
令
第
二
十
二
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
普
通
自
動
車
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
の
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
農
業
用
薬
剤
散
布
車
で
あ
る
普
通
自
動
車

二
　
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
の
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
で
あ
る
大
型
特
殊
自
動
車

三
　
車
体
の
大
き
さ
が
長
さ
四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
大
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

作
業
用
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
特
定
普
通
自
動
車
等
に
係
る
積
載
物
の
重
量
の
制
限
）

第
七
条
の
十
三
　
令
第
二
十
二
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
重
量
は
、
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
千
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
積
載
装
置
を
備
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
千
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
す
る
。

（
積
載
の
高
さ
等
に
つ
い
て
特
別
の
制
限
を
受
け
る
普
通
自
動
車
）

第
七
条
の
十
四
　
令
第
二
十
二
条
第
三
号
ハ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
車
体
の
大
き
さ
が
長
さ
三
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動

機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
総
排
気
量
が
〇
・
六
六
〇
リ
ツ
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

第
二
章
　
積
載
の
制
限
外
許
可
等

（
制
限
外
許
可
証
の
様
式
等
）

第
八
条
　
車
両
の
運
転
者
は
、
法
第
五
十
六
条
又
は
第
五
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
二
通
を
出
発
地
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
及
び
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
通
行
指
示
書
の
様
式
）

第
八
条
の
二
　
法
第
五
十
八
条
の
三
第
二
項
の
通
行
指
示
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
再
発
防
止
命
令
の
方
法
）

第
八
条
の
三
　
法
第
五
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
別
記
様
式
第
四
の
三
の
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
け
ん牽

引
の
用
具
の
構
造
及
び
装
置
）

第
八
条
の
四
　
令
第
二
十
五
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
堅
ろ
う
で
運
行
に
十
分
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　

け
ん牽

引
す
る
自
動
車
及
び

け
ん牽

引
さ
れ
る
自
動
車
に
確
実
に
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
走
行
中
、
振
動
、
衝
撃
等
に
よ
り

け
ん牽

引
す
る
自
動
車
又
は

け
ん牽

引
さ
れ
る
自
動
車
と
分
離
し
な
い
よ
う
な
適
当
な
安
全
装
置
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
け
ん牽

引
の
許
可
証
の
様
式
等
）

第
八
条
の
五
　
自
動
車
の
運
転
者
は
、
法
第
五
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
二
通
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
及
び
法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
と
お
り
と
す
る
。

（
運
行
記
録
計
に
よ
る
記
録
の
保
存
）

第
九
条
　
法
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
運
行
記
録
計
に
よ
る
記
録
の
保
存
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
記
録
が
行
な
わ
れ
た
年
月
日

二
　
記
録
に
係
る
自
動
車
の
登
録
番
号

三
　
記
録
に
係
る
運
転
者
の
氏
名

四
　
記
録
に
係
る
主
た
る
運
転
区
間
又
は
運
転
区
域
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（
作
動
状
態
記
録
装
置
に
よ
る
記
録
の
保
存
）

第
九
条
の
二
　
法
第
六
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
作
動
状
態
記
録
装
置
に
よ
る
記
録
は
、
当
該
作
動
状
態
記
録
装
置
に
お
い
て
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第

六
百
十
九
号
）
別
添
百
二
十
三
「
作
動
状
態
記
録
装
置
の
技
術
基
準
」
三
．
三
．
一
．
に
規
定
す
る
期
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
の
二
　
自
転
車
に
関
す
る
基
準

（
普
通
自
転
車
の
大
き
さ
等
）

第
九
条
の
二
の
二
　
法
第
六
十
三
条
の
三
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
車
体
の
大
き
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
長
さ
及
び
幅
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
　
長
さ
　
百
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ロ
　
幅
　
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
　
車
体
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
四
輪
以
下
の
自
転
車
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
側
車
を
付
し
て
い
な
い
こ
と
。

ハ
　
一
の
運
転
者
席
以
外
の
乗
車
装
置
（
幼
児
用
座
席
を
除
く
。
）
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
。

ニ
　
制
動
装
置
が
走
行
中
容
易
に
操
作
で
き
る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

ホ
　
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
鋭
利
な
突
出
部
が
な
い
こ
と
。

（
普
通
自
転
車
に
よ
り
安
全
に
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
に
支
障
を
生
ず
る
程
度
の
身
体
の
障
害
）

第
九
条
の
二
の
三
　
令
第
二
十
六
条
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
身
体
の
障
害
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
別
表
に
掲
げ
る
障
害
と
す
る
。

（
制
動
装
置
）

第
九
条
の
三
　
法
第
六
十
三
条
の
九
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
車
輪
及
び
後
車
輪
を
制
動
す
る
こ
と
。

二
　
乾
燥
し
た
平
た
ん
な
舗
装
路
面
に
お
い
て
、
制
動
初
速
度
が
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
の
と
き
、
制
動
装
置
の
操
作
を
開
始
し
た
場
所
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距
離
で
円
滑
に
自
転
車
を
停
止
さ
せ
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

（
反
射
器
材
）

第
九
条
の
四
　
法
第
六
十
三
条
の
九
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
転
車
に
備
え
付
け
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
夜
間
、
後
方
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
三
十
二
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
す
る
前
照
灯
（
第
九
条
の
十
七
に
お
い
て
「
前
照
灯
」
と
い
う
。
）
で
照

射
し
た
と
き
に
、
そ
の
反
射
光
を
照
射
位
置
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
反
射
光
の
色
は
、

と
う橙

色
又
は
赤
色
で
あ
る
こ
と
。

第
二
章
の
三
　
自
動
車
等
の
運
転
者
の
遵
守
事
項

（
消
音
器
の
備
付
け
に
係
る
規
定
の
適
用
が
な
い
自
動
車
等
）

第
九
条
の
四
の
二
　
法
第
七
十
一
条
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
は
、
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
以
外
の
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
と
す
る
。

（
消
音
器
の
機
能
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
改
造
等
）

第
九
条
の
四
の
三
　
法
第
七
十
一
条
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
改
造
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
消
音
器
を
切
断
す
る
こ
と
。

二
　
消
音
器
の
騒
音
低
減
機
構
を
除
去
す
る
こ
と
。

三
　
消
音
器
に
排
気
口
以
外
の
開
口
部
を
設
け
る
こ
と
。

（
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

第
九
条
の
五
　
法
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
左
右
、
上
下
の
視
野
が
十
分
と
れ
る
こ
と
。

二
　
風
圧
に
よ
り
ひ
さ
し
が
垂
れ
て
視
野
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

三
　
著
し
く
聴
力
を
損
ね
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
衝
撃
吸
収
性
が
あ
り
、
か
つ
、
帽
体
が
耐
貫
通
性
を
有
す
る
こ
と
。

五
　
衝
撃
に
よ
り
容
易
に
脱
げ
な
い
よ
う
に
固
定
で
き
る
あ
ご
ひ
も
を
有
す
る
こ
と
。

六
　
重
量
が
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

七
　
人
体
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
構
造
で
な
い
こ
と
。

（
初
心
運
転
者
標
識
等
の
表
示
）

第
九
条
の
六
　
法
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
標
識
は
、
地
上
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
に
前
方
又
は
後
方
か
ら
見
や
す
い

よ
う
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
初
心
運
転
者
標
識
等
の
様
式
）

第
九
条
の
七
　
法
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
一
条
の
五
第
三
項
及
び
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
法
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

４
　
法
第
七
十
一
条
の
六
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
聴
覚
障
害
の
基
準
）

第
九
条
の
七
の
二
　
令
第
二
十
六
条
の
四
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
十
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
章
の
四
　
安
全
運
転
管
理
者
等

（
安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任
を
必
要
と
す
る
自
動
車
の
台
数
）

第
九
条
の
八
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
台
数
は
、
乗
車
定
員
が
十
一
人
以
上
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
一
台
、
そ
の
他
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
五
台
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
台
数
は
、
二
十
台
と
す
る
。

３
　
前
二
項
及
び
第
九
条
の
十
一
の
台
数
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
大
型
自
動
二
輪
車
一
台
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
一
台
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
台
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
運
転
管
理
者
等
の
要
件
）

第
九
条
の
九
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
十
歳
（
副
安
全
運
転
管
理
者
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
歳
）
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
二
年
（
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
公
安
委
員
会
が
行
う
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
又
は
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
こ
れ
ら
の
者
と
同

等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
定
し
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
解
任
さ
れ
、
解
任
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ
　
法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十
七
条
の
二
、
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
（
第
一
項
第
七
号
及
び
第
九
号
を
除
く
。
）
、
法
第
百
十
七
条
の
三
の
二
、
法
第
百
十
八
条
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
法
第
百
十
九
条
第
二
項
第

四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
法
第
百
十
九
条
の
二
の
四
第
二
項
の
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

２
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
一
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
、
自
動
車
の
運
転
の
経
験
の
期
間
が
三
年
以
上
の
者
又
は
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認

定
し
た
者
で
、
前
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
安
全
運
転
管
理
者
の
業
務
）

第
九
条
の
十
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
運
転
者
の
適
性
、
技
能
及
び
知
識
並
び
に
法
及
び
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
法
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
の
運
転
者
に
よ
る
遵
守
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
最
高
速
度
違
反
行
為
、
法
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
過
積
載
を
し
て
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為
、
法
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
過
労
運
転
及
び
法
第
七
十
五

条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
の
防
止
そ
の
他
安
全
な
運
転
の
確
保
に
留
意
し
て
、
自
動
車
の
運
行
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

三
　
運
転
者
が
長
距
離
の
運
転
又
は
夜
間
の
運
転
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
疲
労
等
に
よ
り
安
全
な
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
交
替
す
る
た
め
の
運
転
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

四
　
異
常
な
気
象
、
天
災
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
安
全
な
運
転
の
確
保
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
運
転
者
に
対
す
る
必
要
な
指
示
そ
の
他
安
全
な
運
転
の
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
運
転
し
よ
う
と
す
る
運
転
者
に
対
し
て
点
呼
を
行
う
等
に
よ
り
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
運
転
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
点
検
の
実
施
及
び
過
労
、

病
気
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
正
常
な
運
転
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
の
有
無
を
確
認
し
、
安
全
な
運
転
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
与
え
る
こ
と
。

六
　
運
転
し
よ
う
と
す
る
運
転
者
及
び
運
転
を
終
了
し
た
運
転
者
に
対
し
、
酒
気
帯
び
の
有
無
に
つ
い
て
、
当
該
運
転
者
の
状
態
を
目
視
等
で
確
認
す
る
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
（
呼
気
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
検
知
す
る

機
器
で
あ
つ
て
、
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
用
い
て
確
認
を
行
う
こ
と
。

七
　
前
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
内
容
を
記
録
し
、
及
び
そ
の
記
録
を
一
年
間
保
存
し
、
並
び
に
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
常
時
有
効
に
保
持
す
る
こ
と
。

八
　
運
転
者
名
、
運
転
の
開
始
及
び
終
了
の
日
時
、
運
転
し
た
距
離
そ
の
他
自
動
車
の
運
転
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
記
録
す
る
日
誌
を
備
え
付
け
、
運
転
を
終
了
し
た
運
転
者
に
記
録
さ
せ
る
こ
と
。

九
　
運
転
者
に
対
し
、
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
、
知
識
そ
の
他
安
全
な
運
転
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
こ
と
（
法
第
七
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と
を
除
く
。
）
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
）

第
九
条
の
十
の
二
　
前
条
第
八
号
に
規
定
す
る
事
項
が
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
日
誌
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
す
る
場
合
に
は
、
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
副
安
全
運
転
管
理
者
の
人
数
）

第
九
条
の
十
一
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
選
任
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
自
動
車
の
台
数
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
人
数
以
上
の
副
安
全
運
転
管
理
者
を
選
任
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

自
動
車
の
台
数

人
数

二
十
台
以
上
四
十
台
未
満

一
人
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四
十
台
以
上

一
人
に
四
十
台
以
上
二
十
台
ま
で
を
超
え
る
ご
と
に
一
人
を
加
算
し
て
得
た
人
数

（
届
出
事
項
等
）

第
九
条
の
十
二
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
五
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所

二
　
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
名
称
及
び
位
置

三
　
安
全
運
転
管
理
者
又
は
副
安
全
運
転
管
理
者
（
以
下
「
安
全
運
転
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
の
選
任
又
は
解
任
の
年
月
日

四
　
安
全
運
転
管
理
者
等
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

五
　
安
全
運
転
管
理
者
等
の
職
務
上
の
地
位

第
九
条
の
十
三
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
選
任
の
届
出
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
自
動
車
の
安
全
な
運
転
の
管
理
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
書
面
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
第
九
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
を
備
え
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
四
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
解
任
の
届
出
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
の
五
　
車
両
の
使
用
の
制
限

（
聴
聞
の
手
続
）

第
九
条
の
十
三
の
二
　
法
第
七
十
五
条
第
五
項
（
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
の
公
示
は
、
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
車
両
の
使
用
制
限
書
の
記
載
事
項
）

第
九
条
の
十
四
　
法
第
七
十
五
条
第
九
項
及
び
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
五
条
第
九
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
七
十
五
条
第
二
項
又
は
法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
条
の
十
六
に
お
い
て
「
命
令
」
と
い
う
。
）
の
年
月
日

二
　
命
令
を
受
け
た
車
両
の
使
用
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所

三
　
命
令
に
係
る
車
両
の
使
用
の
本
拠
の
名
称
及
び
位
置

四
　
命
令
に
係
る
車
両
の
番
号
標
の
番
号

五
　
命
令
に
係
る
車
両
を
運
転
し
、
又
は
運
転
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
そ
の
理
由

（
標
章
の
様
式
）

第
九
条
の
十
五
　
法
第
七
十
五
条
第
九
項
（
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
申
請
の
手
続
）

第
九
条
の
十
六
　
法
第
七
十
五
条
第
十
項
（
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
別
記
様
式
第
五
の
四
の
標
章
除
去
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
（
第
二
号
及
び
第
四

号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
標
章
の
除
去
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
標
章
除
去
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し

二
　
標
章
除
去
申
請
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
（
自
然
人
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等

三
　
標
章
除
去
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書

四
　
申
請
に
係
る
車
両
が
自
動
車
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証

五
　
申
請
に
係
る
車
両
が
自
動
車
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
保
管
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

書
面
の
写
し

六
　
標
章
除
去
申
請
者
が
申
請
に
係
る
車
両
の
使
用
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

七
　
命
令
の
期
間
に
お
け
る
車
両
の
使
用
に
関
し
、
標
章
除
去
申
請
者
と
命
令
を
受
け
た
者
と
の
法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
当
該
期
間
に
お
い
て
命
令
を
受
け
た
者
に
当
該
車
両
を
使
用
さ
せ
な
い
旨
を
誓
約
す
る
標
章
除

去
申
請
者
の
書
面
を
含
む
。
）

第
二
章
の
六
　
停
止
表
示
器
材
の
基
準

（
夜
間
用
停
止
表
示
器
材
）

第
九
条
の
十
七
　
令
第
二
十
七
条
の
六
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
板
状
の
停
止
表
示
器
材
（
次
条
に
お
い
て
「
停
止
表
示
板
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
別
記
様
式
第
五
の
五
に
定
め
る
様
式
の
中
空
の
正
立
正
三
角
形
の
反
射
部
若
し
く
は
蛍
光
反
射
部
を
有
す
る
も
の
又
は
別
記
様
式
第
五
の
六
に
定
め
る
様
式
の
中
空
の
正
立
正
三
角
形
の
反
射
部
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
夜
間
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
前
照
灯
で
照
射
し
た
場
合
に
そ
の
反
射
光
を
照
射
位
置
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
反
射
光
の
色
は
、
赤
色
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
路
面
上
に
垂
直
に
設
置
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
灯
火
式
の
停
止
表
示
器
材
（
次
条
に
お
い
て
「
停
止
表
示
灯
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
路
面
上
に
設
置
し
た
状
態
に
お
い
て
、
長
さ
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
点
滅
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
夜
間
、
路
面
上
に
設
置
し
た
場
合
に
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
点
灯
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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ニ
　
灯
光
の
色
は
、
紫
色
で
あ
る
こ
と
。

（
昼
間
用
停
止
表
示
器
材
）

第
九
条
の
十
八
　
令
第
二
十
七
条
の
六
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
停
止
表
示
板
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
別
記
様
式
第
五
の
五
に
定
め
る
様
式
の
中
空
の
正
立
正
三
角
形
の
蛍
光
反
射
部
を
有
す
る
も
の
又
は
別
記
様
式
第
五
の
六
に
定
め
る
様
式
の
中
空
の
正
立
正
三
角
形
の
蛍
光
部
及
び
非
蛍
光
部
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
昼
間
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
そ
の
蛍
光
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
蛍
光
の
色
に
あ
つ
て
は
赤
色
又
は

と
う橙

色
で
あ
り
、
非
蛍
光
部
の
色
に
あ
つ
て
は
赤
色
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
路
面
上
に
垂
直
に
設
置
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
停
止
表
示
灯
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
路
面
上
に
設
置
し
た
状
態
に
お
い
て
、
長
さ
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
点
滅
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
昼
間
、
路
面
上
に
設
置
し
た
場
合
に
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
点
灯
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
灯
光
の
色
は
、
紫
色
で
あ
る
こ
と
。

第
二
章
の
七
　
特
定
自
動
運
行
の
許
可
等

（
特
定
自
動
運
行
の
許
可
証
の
交
付
等
）

第
九
条
の
十
九
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
七
の
許
可
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
証
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
と
き
は
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
に
別
記
様
式
第
五
の
八
の
再
交
付
申
請
書
及
び
当
該
許
可
証
を

提
出
し
て
許
可
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
証
を
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可
証
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
特
定
自
動
運
行
の
許
可
の
申
請
書
の
様
式
等
）

第
九
条
の
二
十
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
九
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
イ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
車
名
及
び
型
式

二
　
自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両
番
号
及
び
車
台
番
号

三
　
長
さ
、
幅
及
び
高
さ

四
　
自
動
運
行
装
置
に
係
る
使
用
条
件

３
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ロ
（
４
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
特
定
自
動
運
行
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
た
め
の
前
提
と
な
る
気
象
の
状
況

二
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
た
め
の
前
提
と
な
る
道
路
の
構
造
並
び
に
特
定
自
動
運
行
及
び
特
定
自
動
運
行
が
終
了
し
た
場
合
に
講
じ
ら
れ
る
措
置
が
他
の
交
通
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度

４
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ニ
（
６
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
特
定
自
動
運
行
実
施
者
又
は
特
定
自
動
運
行
業
務
従
事
者
が
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
設
備
、
人
員
そ
の
他
の
体
制
及
び
当
該
措
置
の
手
順

二
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
の
具
体
的
方
法

三
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
設
備
、
人
員
そ
の
他
の
体
制
及
び
当
該
措
置
の
手
順

（
特
定
自
動
運
行
の
許
可
の
申
請
書
の
添
付
書
類
等
）

第
九
条
の
二
十
一
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
の
写
し
又
は
同
法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
面

二
　
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し

三
　
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
（
自
然
人
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等
の
写
し

四
　
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
当
該
役
員
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等
の
写
し
）

五
　
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
自
動
運
行
装
置
に
係
る
使
用
条
件
が
記
載
さ
れ
た
書
面

六
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ニ
（
５
）
に
規
定
す
る
設
備
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
又
は
写
真

七
　
法
第
七
十
五
条
の
十
三
第
一
項
第
五
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

２
　
公
安
委
員
会
は
、
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
に
係
る
審
査
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
安

委
員
会
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
特
定
自
動
運
行
計
画
が
法
第
七
十
五
条
の
十
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
者
に
対
し
、
当
該
特
定
自
動
運
行
計
画
に
、
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
意
見
聴
取
）

第
九
条
の
二
十
二
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
経
路
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
の
知
事

二
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
経
路
を
構
成
す
る
道
路
の
管
理
者

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

第
九
条
の
二
十
三
　
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
許
可
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
五
の
十
の
変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
第
九
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
前
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
の
二
十
一
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
書
に
添
付

さ
れ
た
書
類
」
と
、
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
」
と
、
「
記
載
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
特
定
自
動
運
行
実
施
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
定
自
動
運
行
に
係
る
許
可
証
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
別
記
様
式
第
五
の
七

の
許
可
証
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
自
動
運
行
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
九
条
の
二
十
四
　
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
自
動
運
行
計
画
の
変
更
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
九
条
の
二
十
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
特
定
自
動
運
行
計
画
に
係
る
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
台
数
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
場
所
の
連
絡
先
の
変
更

（
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
等
）

第
九
条
の
二
十
五
　
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
三
項
又
は
第
四
項
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
五
の
十
一
の
変
更
届
出
書
及
び
当
該
特
定
自
動
運
行
に
係
る
許
可
証
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
変
更
届
出
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
変
更
に
係
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
　
第
九
条
の
二
十
一
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
当
該
特
定
自
動
運
行
計
画
に
係
る
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
一
覧
表

二
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
　
当
該
変
更
の
事
実
を
証
す
る
書
類

三
　
法
第
七
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
　
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
の
有
無
及
び
個
人
又
は
法
人
の
別
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
九
条
の
二
十
一
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

３
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
十
五
条
の
十
六
第
三
項
又
は
第
四
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
許
可
証
を
書
き
換
え
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
の
公
示
の
方
法
）

第
九
条
の
二
十
六
　
法
第
七
十
五
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
許
可
を
し
た
旨

二
　
特
定
自
動
運
行
実
施
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
特
定
自
動
運
行
の
経
路

四
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
日
及
び
時
間
帯

五
　
第
九
条
の
二
十
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

六
　
許
可
の
年
月
日

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
教
育
）

第
九
条
の
二
十
七
　
法
第
七
十
五
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
自
動
運
行
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
自
動
運
行
業
務
従
事
者
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
教
育
事
項
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
自
動
運
行
実
施
者
、
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
自
動
運
行
装
置
の
製
作
者
そ
の
他
の
当
該
教
育
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
経
験
が
あ
る
者
が
行
う
も
の
と
す
る
。

特
定
自
動
運
行
業
務
従
事
者

の
区
分

教
育
事
項

特
定
自
動
運
行
主
任
者

一
　
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
法
令
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
自
動
運
行
計
画
の
内
容
及
び
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
自
動
運
行
装
置
の
仕
様
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
次
に
掲
げ
る
措
置
を
特
定
自
動
運
行
計
画
に
従
つ
て
実
施
す
る
た
め
の
手
順
及
び
当
該
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
使
用
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

イ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
法
第
七
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
装
置
（
次
条
及
び
第
九
条
の
二
十
九
に
お
い
て
「
遠
隔
監
視
装
置
」
と
い
う
。
）
の
作
動

状
態
の
監
視

ロ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
特
定
自
動
運
行
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
措
置

ハ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

ニ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
定
自
動
運
行
が
終
了
し
た
場
合
の
措
置

ホ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
交
通
事
故
の
現
場
の
最
寄
り
の
消
防
機
関
に
通
報
す
る
措
置
及
び
現
場
措
置
業
務
実
施
者
を
当
該
交
通
事
故
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
措
置
並
び

に
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
へ
の
交
通
事
故
発
生
日
時
等
の
報
告
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ヘ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
三
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
負
傷
者
の
救
護
等
の
措
置
及
び
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
へ
の
交
通
事
故
発
生
日
時
等
の
報
告

ト
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

チ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示

リ
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

四
　
そ
の
他
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

現
場
措
置
業
務
実
施
者

一
　
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
法
令
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
自
動
運
行
計
画
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
自
動
運
行
に
お
い
て
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
（
法
第
七
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
交
通
事
故
が
あ
つ
た
と
き
に
特
定
自
動
運

行
主
任
者
が
法
第
七
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
講
ず
る
措
置
に
従
つ
て
当
該
交
通
事
故
の
現
場
に
向
か
う
手
順
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
特
定
自
動
運
行
計
画
に
従
つ

て
実
施
す
る
た
め
の
手
順
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
そ
の
他
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

特
定
自
動
運
行
業
務
従
事
者

（
特
定
自
動
運
行
主
任
者
及

び
現
場
措
置
業
務
実
施
者
を

除
く
。
）

一
　
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
法
令
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
自
動
運
行
計
画
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
自
動
運
行
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
特
定
自
動
運
行
計
画
に
従
つ
て
実
施
す
る
た
め
の
手
順
及
び
当
該
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
使
用
方
法
に
関
す
る

こ
と
。

四
　
そ
の
他
特
定
自
動
運
行
に
係
る
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

（
特
定
自
動
運
行
主
任
者
の
要
件
）

第
九
条
の
二
十
八
　
法
第
七
十
五
条
の
十
九
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
両
眼
の
視
力
又
は
両
耳
の
聴
力
を
喪
失
し
た
者
で
な
い
こ
と
。

二
　
遠
隔
監
視
装
置
そ
の
他
の
特
定
自
動
運
行
計
画
に
従
つ
て
特
定
自
動
運
行
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
法
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
特
定
自
動
運
行
主
任
者
が
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
上
で
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

（
遠
隔
監
視
装
置
）

第
九
条
の
二
十
九
　
遠
隔
監
視
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
装
置
と
す
る
。

一
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
場
合
（
道
路
に
お
い
て
当
該
特
定
自
動
運
行
が
終
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
装
置
か
ら
送
信
さ
れ
た
当
該
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
周
囲
の

全
方
向
の
道
路
及
び
交
通
の
状
況
並
び
に
当
該
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
車
内
の
状
況
に
係
る
鮮
明
な
映
像
及
び
明
瞭
な
音
声
並
び
に
当
該
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
位
置
情
報
を
常
時
か
つ
即
時
に
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
そ
の
他
の
特
定
自
動
運
行
主
任
者
が
前
号
の
映
像
及
び
位
置
情
報
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
た
め
の
機
器
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
ス
ピ
ー
カ
ー
そ
の
他
の
特
定
自
動
運
行
主
任
者
が
第
一
号
の
音
声
を
聴
覚
に
よ
り
認
識
す
る
た
め
の
機
器
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
無
線
通
話
装
置
そ
の
他
の
特
定
自
動
運
行
主
任
者
が
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
車
内
に
い
る
者
及
び
車
外
に
い
る
者
と
の
間
で
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
通
話
を
す
る
た
め
の
機
器
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
第
一
号
の
映
像
若
し
く
は
音
声
若
し
く
は
位
置
情
報
の
受
信
又
は
前
号
の
音
声
の
送
受
信
を
正
常
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
特
定
自
動
運
行
主
任
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

六
　
第
一
号
の
映
像
及
び
音
声
並
び
に
位
置
情
報
、
第
四
号
の
通
話
の
内
容
並
び
に
前
号
の
通
知
に
係
る
情
報
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。
）
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

（
特
定
自
動
運
行
中
で
あ
る
旨
の
表
示
）

第
九
条
の
三
十
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
「
自
動
運
行
中
」
の
文
字
を
特
定
自
動
運
行
用
自
動
車
の
自
動
運
行
装
置
の
作
動
状
態
と
連
動
し
て
見
や
す
く
表
示
す
る
装
置
を
、
当
該
特
定
自
動
運
行
用
自

動
車
の
前
方
及
び
後
方
か
ら
見
や
す
い
位
置
に
取
り
付
け
、
当
該
装
置
を
作
動
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
自
動
運
行
を
行
う
場
合
に
お
け
る
運
行
記
録
計
の
記
録
の
保
存
）

第
九
条
の
三
十
一
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号
中
「
運
転
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定

自
動
運
行
実
施
者
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
運
転
区
間
又
は
運
転
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
自
動
運
行
の
経
路
」
と
す
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
特
定
自
動
運
行
が
終
了
し
た
場
合
に
お
け
る
表
示
の
た
め
の
装
置
）

第
九
条
の
三
十
二
　
令
第
二
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第
二
十
七
条
の
六
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
記
号
を
表
示
す
る
装
置
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
外
側
の
一
辺
の
長
さ
が
お
お
む
ね
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
内
側
の
一
辺
の
長
さ
が
お
お
む
ね
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
中
空
の
正
立
正
三
角
形
（
外
側
と
内
側
と
が
相
似
形
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
配
置
が
同
心
か
つ
同
方
向
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
に
類
す
る
形
状
の
記
号
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
イ
の
記
号
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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ハ
　
イ
の
記
号
の
色
は
、
赤
色
又
は

と
う橙

色
で
あ
る
こ
と
。

二
　
灯
火
式
の
装
置
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
点
滅
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
点
灯
を
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
灯
光
の
色
は
、
紫
色
で
あ
る
こ
と
。

（
許
可
の
取
消
し
等
に
係
る
通
知
）

第
九
条
の
三
十
三
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
十
五
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
自
動
運
行
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
効
力
を
停
止
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
十
二
の
通
知
書
に
よ
り
当
該
処
分
を
受
け
た

者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
の
取
消
し
の
公
示
の
方
法
）

第
九
条
の
三
十
四
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
許
可
を
取
り
消
し
た
旨

二
　
特
定
自
動
運
行
実
施
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
特
定
自
動
運
行
の
経
路

四
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
日
及
び
時
間
帯

五
　
許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
仮
停
止
に
係
る
通
知
）

第
九
条
の
三
十
五
　
警
察
署
長
は
、
法
第
七
十
五
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
自
動
運
行
の
許
可
の
効
力
の
停
止
（
次
条
に
お
い
て
「
仮
停
止
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
十
三
の
通
知
書
に
よ
り
当

該
処
分
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
九
条
の
三
十
六
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
八
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
仮
停
止
を
し
た
旨

二
　
仮
停
止
に
係
る
許
可
を
受
け
た
特
定
自
動
運
行
実
施
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
仮
停
止
を
受
け
た
許
可
に
係
る
許
可
証
の
番
号

四
　
仮
停
止
の
年
月
日

五
　
仮
停
止
の
理
由

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
九
条
の
三
十
七
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
九
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
処
分
の
別
及
び
理
由

三
　
法
第
七
十
五
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
分
の
内
容

四
　
処
分
の
期
日
及
び
処
分
に
係
る
期
間

（
許
可
証
の
返
納
等
）

第
九
条
の
三
十
八
　
特
定
自
動
運
行
実
施
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
許
可
証
を
そ
の
交
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
自
動
運
行
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
。

二
　
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

三
　
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
許
可
証
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

２
　
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
返
納
が
あ
つ
た
と
き
は
、
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３
　
特
定
自
動
運
行
実
施
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
遅
滞
な
く
、
許
可
証
を
そ
の
交
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
場
合
　
同
居
の
親
族
又
は
法
定
代
理
人

二
　
法
人
が
合
併
以
外
の
事
由
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
　
清
算
人
又
は
破
産
管
財
人

三
　
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
　
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
代
表
者

４
　
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
第
一
号
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
返
納
を
受
け
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
許
可
が
失
効
し
た
旨

二
　
特
定
自
動
運
行
実
施
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
特
定
自
動
運
行
の
経
路

四
　
特
定
自
動
運
行
を
行
う
日
及
び
時
間
帯

15



五
　
許
可
が
失
効
し
た
年
月
日

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
章
　
道
路
使
用
の
許
可

（
道
路
使
用
許
可
証
の
様
式
等
）

第
十
条
　
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
道
路
使
用
の
目
的

三
　
道
路
使
用
の
場
所
又
は
区
間

四
　
道
路
使
用
の
期
間

五
　
道
路
使
用
の
方
法
又
は
形
態

六
　
現
場
責
任
者
の
住
所
及
び
氏
名

２
　
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
法
第
七
十
八
条
第
三
項
の
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
六
の
と
お
り
と
し
、
申
請
書
は
、
二
通
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
道
路
使
用
の
場
所
又
は
区
間
の
付
近
の
見
取
図
そ
の
他
の
第
一
項
各
号
の
事
項
を
補
足
す
る
た
め
に
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
て
定
め
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
当
該
都
道
府
県
の
条
例
（
市
町
村
の
条
例
を
含
む
。
）
に
よ
り
公
安
委
員
会
に
届
出
を
し
、
又
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
届
出
書
又
は
許
可
の
申
請
書
に
第
一
項
に
定
め
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
届
出
書
又
は
許
可
の
申
請
書
を
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
申
請
書
と
み
な
す
。

５
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
当
該
都
道
府
県
の
条
例
（
市
町
村
の
条
例
を
含
む
。
）
に
よ
り
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
書
に
別

記
様
式
第
六
に
定
め
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
所
轄
警
察
署
長
が
許
可
の
旨
及
び
付
す
べ
き
条
件
を
併
せ
て
記
載
し
た
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
許
可
書
を
法
第
七
十
八
条
第
三
項
の
許
可
証
と

み
な
す
。

（
道
路
使
用
許
可
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
一
条
　
法
第
七
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
許
可
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
七
の
届
出
書
及
び
当
該
許
可
証
を
提
出
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
道
路
使
用
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
十
二
条
　
法
第
七
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
八
の
再
交
付
申
請
書
及
び
当
該
許
可
証
を
提
出
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
証
を
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
当
該
許
可
証
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
四
章
　
工
作
物
等
の
保
管
等

（
保
管
工
作
物
等
一
覧
簿
等
の
様
式
）

第
十
三
条
　
令
第
二
十
九
条
第
三
号
（
令
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
の
と
お
り
と
し
、
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
号
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
受
領
書
の
様
式
）

第
十
四
条
　
令
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
（
令
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
の
と
お
り
と
し
、
令
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
号
の
内
閣

府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
掲
示
事
項
）

第
十
五
条
　
令
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
令
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
を
担
当
す
る
職
員
の
職
及
び
氏
名

二
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
の
日
時
及
び
場
所

三
　
契
約
条
項
の
概
要

四
　
そ
の
他
警
察
署
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
五
章
　
運
転
免
許
及
び
運
転
免
許
試
験

（
緊
急
自
動
車
の
運
転
資
格
の
審
査
）

第
十
五
条
の
二
　
令
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
項
、
第
三
十
二
条
の
三
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
型
自
動
車
、
中
型

自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
の
緊
急
用
務
の
た
め
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
練
習
運
転
の
た
め
の
標
識
の
表
示
）

第
十
五
条
の
三
　
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識
は
、
地
上
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
に
前
方
又
は
後
方
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
練
習
運
転
の
た
め
の
標
識
の
様
式
）

第
十
六
条
　
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
免
許
申
請
書
）

第
十
七
条
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
前
項
の
様
式
の
免
許
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
を
添
付
（
第
三
号
、
第
五
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

16



一
　
運
転
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
免
許
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
（
同
法
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る

事
項
（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
（
以
下
「
国
籍
等
」
と
い
う
。
）
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
　
免
許
申
請
者
が
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
避
難
住
民
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
避
難
住
民
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
市
町
村
の
長
が
発
行
す
る
同
法
第
四
条
第
一
項
の
避
難
場
所
を
証
明
す
る
書
類

三
　
免
許
申
請
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等

四
　
免
許
申
請
者
が
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委
員
会
の
仮
運
転
免
許
（
以
下
「
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者

が
現
に
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

五
　
免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
二
条
の
七
第
一
号
又
は
第
三
十
二
条
の
八
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

六
　
免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
二
条
の
七
第
二
号
、
第
三
十
二
の
八
第
二
号
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若
し
く
は
第
十
項
に
規
定
す
る
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
教
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

七
　
免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

八
　
免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
四
条
第
六
項
各
号
又
は
同
条
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

九
　
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
旅
券
そ
の
他
の
書

類
で
当
該
免
許
申
請
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
（
前
各
号
に
掲
げ
る
書
類
で
あ
つ
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
し
又
は
提
示
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
　
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
（
免
許
申
請
者
が
宗
教
上
又
は
医
療
上
の
理
由
に
よ
り
顔
の
輪
郭
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
頭
部
を
布
等
で
覆
う
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
、
正
面
、
上

三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
（
以
下
「
申
請
用
写
真
」
と
い
う
。
）

３
　
免
許
申
請
者
が
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種
類
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
又
は
同
項
第
三
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
八
条
　
免
許
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
申
請
書
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
（
第
六
号
に
定
め
る
免
許
証
及
び
旅
券
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
（
以
下
「
免
許
証
の
更
新
」

と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
で
、
法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
優
良
運
転
者
（
以
下
「
優
良
運
転
者
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
に
規
定
す
る
一
般
運
転
者
（
以
下
「
一
般
運
転
者
」
と
い
う
。
）
と
な

る
も
の
　
や
む
を
得
な
い
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

二
　
か
つ
て
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
が
あ
る
者
で
、
当
該
免
許
及
び
そ
の
次
に
受
け
た
免
許
に
つ
い
て
法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の

表
の
備
考
四
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
優
良
運
転
者
又
は
一
般
運
転
者
と
な
る
も
の
（
当
該
次
の
免
許
を
受
け
た
際
の
免
許
申
請
書
に
前
号
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
た
者
を
除
く
。
）
　
や
む
を

得
な
い
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

三
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
令
第
三
十
四
条
の
五
第
三
号
ロ
に
該
当
す
る
者
　
第
十
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
検
査
合
格
証
明
書

四
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
　
当
該
卒
業
証
明
書
又
は
修
了
証
明
書

五
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
失
効
者
（
以
下
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
免
許
が
法
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
運
転
免
許
試

験
（
以
下
「
免
許
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
も
の
　
や
む
を
得
な
い
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

六
　
令
第
三
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
　
同
項
に
規
定
す
る
外
国
等
の
行
政
庁
等
の
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
、
日
本
語
に
よ
る
当
該
運
転
免
許
証
の
翻
訳
文
（
当
該
運
転
免
許
証
を
発
給
し
た
外
国
等
の
行
政
庁

等
、
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
（
当
該
運
転
免
許
証
を
発
給
し
た
国
に
限
る
。
）
の
領
事
機
関
又
は
令
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
免
許
で
運
転
す
る
こ
と
が

で
き
る
自
動
車
及
び
一
般
原
動
機
付
自
転
車
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
の
種
類
、
当
該
免
許
又
は
当
該
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
及
び

当
該
免
許
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
限
る
。
）
及
び
令
第
三
十
四
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
旅
券
そ
の
他
の
書
類

七
　
令
第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
ハ
、
第
二
号
ハ
、
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
者
（
当
該
免
許
試
験
を
行
つ
た
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委
員
会
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。
）
　
第
二
十
八
条
の

運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書

２
　
免
許
申
請
者
が
特
定
失
効
者
又
は
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者
（
以
下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。
）
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
査
、
講
習
又
は
教
育
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
免
許
申
請
書
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
認
知
機
能
検
査
（
以
下
「
認
知
機
能
検
査
」
と
い
う
。
）
　
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類

二
　
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

三
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
運
転
技
能
検
査
（
以
下
「
運
転
技
能
検
査
」
と
い
う
。
）
　
第
二
十
六
条
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
書
類

四
　
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
結
果
を
証
明
す
る
書
類

五
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
高
齢
者
講
習
」
と
い
う
。
）
　
第
三
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

六
　
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
（
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
又
は
ホ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
第
三
十
八
条
の
二
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
書
類
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七
　
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
（
同
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
課
程
を
終
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

第
十
八
条
の
二
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
申
請
者
が
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
講
習
を
終
了
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
申
請
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
第
三
十
八
条
第
十

八
項
に
規
定
す
る
証
明
書
（
当
該
講
習
を
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

免
許
の
種
類

講
習
の
種
類

証
明
書
の
種
類

大
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大
型
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
の
大
型
車
講
習

大
型
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

中
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
の
中
型
車
講
習

中
型
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

準
中
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
準
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
の
準
中
型
車
講
習

準
中
型
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
の
普
通
車
講
習

普
通
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

大
型
自
動
二
輪
車
免
許
（
以
下
「
大
型
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
五
項
第
一
号
の
大
型
二
輪
車
講
習

大
型
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
（
以
下
「
普
通
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
五
項
第
一
号
の
普
通
二
輪
車
講
習

普
通
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

原
動
機
付
自
転
車
免
許
（
以
下
「
原
付
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
六
項
の
原
付
講
習

原
付
講
習
終
了
証
明
書

大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
大
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
七
項
第
二
号
の
大
型
旅
客
車
講
習

大
型
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書

中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
中
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
七
項
第
二
号
の
中
型
旅
客
車
講
習

中
型
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
普
通
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
第
七
項
第
二
号
の
普
通
旅
客
車
講
習

普
通
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書

第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書

２
　
免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
三
条
の
五
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
、
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
第
四
項
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
免
許
申
請
書
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
質
問
票
の
様
式
）

第
十
八
条
の
二
の
二
　
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
技
能
検
査
）

第
十
八
条
の
二
の
三
　
法
第
八
十
九
条
第
三
項
の
検
査
（
以
下
「
技
能
検
査
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
技
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
受
け
て
い
る
仮
免
許
の
区
分
に
応
じ
、
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又

は
普
通
自
動
車
の
い
ず
れ
か
の
運
転
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
技
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
八
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
に
、
別
記
様
式
第
十
三
の
技
能
検
査
申
請
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
現
に
受
け
て
い
る
仮
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
前
項
の
技
能
検
査
申
請
書
に
は
、
技
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
第
八
十
九
条
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
及
び
申
請
用
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
（
第
二
項
を
除
く
も
の
と
し
、
第
一
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
あ
つ
て
は
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
及
び
普
通
免
許
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
公
安

委
員
会
が
行
う
技
能
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
技
能
試
験
の
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
検
査
に
お
い
て
自
動

車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
を
有
す
る
と
認
め
る
基
準
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
技
能
検
査
を
受
け
た
者
が
自
動
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
を
有
す
る
旨
を
証
す
る
書
面
の
交
付
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
別
記
様
式
第
十
三
の
二
の
検
査
合
格
証
明
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
免
許
の
拒
否
等
に
係
る
通
知
）

第
十
八
条
の
三
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
拒
否
し
若
し
く
は
免
許
を
保
留
し
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
拒
否
し
た
と
き
は
別
記
様
式
第
十
三
の
三
の
通
知
書
に
よ
り
、

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
し
若
し
く
は
免
許
の
効
力
を
停
止
し
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
し
た
と
き
は
別
記
様
式
第
十
三
の
四
の
通
知
書
に
よ
り
当
該
処
分
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

（
免
許
の
保
留
に
係
る
適
性
検
査
の
受
検
等
命
令
）

第
十
八
条
の
四
　
法
第
九
十
条
第
八
項
の
適
性
検
査
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
規
定
す
る
免
許
の
保
留
の
要
件
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
医
師
の
診
断
に
よ
り
、
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
法
第
九
十
条
第
八
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
免
許
を
保
留
さ
れ
た
者
の
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
事
由
に
係
る
主
治
の
医
師
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
し
て
免
許
を
保
留
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
介
護
保
険
法
（
平

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
症
（
以
下
単
に
「
認
知
症
」
と
い
う
。
）
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
医
師
又
は
当
該
事
由
に
係
る
主
治
の
医
師
）
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
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九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
（
同
項
第
一
号
の
二
に
該
当
し
て
免
許
を
保
留
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
診
断
に
係
る
検
査
の
結
果
及
び
認
知
症
に

該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
限
定
解
除
審
査
の
申
請
の
手
続
）

第
十
八
条
の
五
　
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を
限
定
さ
れ
た
者
で
、
そ
の
限
定
の
全
部
又
は
一
部
の
解
除
を
受
け
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の

者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
、
か
つ
、
別
記
様
式
第
十
三
の
五
の
限
定
解
除
審
査
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
に
よ
り
付
与
又
は
変
更
す
る
免
許
の
条
件
等
）

第
十
八
条
の
六
　
法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
条
件
は
、
普
通
免
許
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
車
の
種
類
を
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
限
定
す
る
条
件
と
す
る
。

一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
装
置
（
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
い
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
イ
に
掲
げ
る
装
置
）
の
性
能
に
関
し
、
先
進
安
全
技
術
の
性
能
認
定
実
施
要
領
（
平
成
三
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百

四
十
四
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
施
要
領
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
認
定
が
行
わ
れ
た
普
通
自
動
車

イ
　
実
施
要
領
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置

ロ
　
実
施
要
領
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
障
害
物
検
知
機
能
付
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
又
は
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置

二
　
乗
車
定
員
が
十
人
未
満
の
普
通
自
動
車
で
あ
つ
て
当
該
普
通
自
動
車
に
備
え
る
前
方
障
害
物
と
の
衝
突
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
制
動
装
置
を
作
動
さ
せ
る
装
置
が
道
路
運
送
車
両
法
第
三
章
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

２
　
法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
与
又
は
変
更
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
三
の
六
の
運
転
免
許
条
件
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
を
行
お
う
と
す
る

者
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
の
記
載
事
項
等
）

第
十
九
条
　
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
免
許
を
受
け
た
者
の
本
籍
（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
国
籍
等
）
と
す
る
。

２
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
免
許
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
四
（
仮
免
許
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
十
五
）
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
免
許
証
に
は
、
当
該
免
許
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
（
次
条
に
お
い
て
「
交
付
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及
び
公
印
の
印
影
並
び
に
免
許
を
受
け
た
者
の
写
真
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
略
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
意
味
を
表
す
も
の
と
す
る
。

（
免
許
証
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
）

第
十
九
条
の
二
　
法
第
九
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
記
録
は
、
法
第
九
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
事
項
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
も
の
（
交
付
公
安
委
員
会
の
公
印
の
印
影
を
除
く
。
）
を
免
許
証
に
組
み
込
ん
だ
半
導
体
集
積
回
路
に
記
録
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
の
手
続
）

第
二
十
条
　
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
六
の
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
提
示
（
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
届
出
書
に
同
号
に
定
め
る
書
類
を

添
付
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
住
所
を
変
更
し
た
者
　
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類

二
　
本
籍
（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
国
籍
等
）
又
は
氏
名
を
変
更
し
た
者
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
　
住
民
票
の
写
し

三
　
国
籍
等
又
は
氏
名
を
変
更
し
た
者
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
に
限
る
。
）
　
旅
券
等

（
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
一
条
　
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
と
す
る
。

一
　
法
第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
に
条
件
を
付
さ
れ
、
又
は
こ
れ
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

二
　
免
許
証
の
備
考
欄
に
法
第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
又
は
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
に
係
る
事
項
の
記
載
を
受
け
て
い
る
と
き
。

三
　
免
許
証
に
表
示
さ
れ
て
い
る
写
真
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
相
当
と
認
め
る
と
き
。

２
　
法
第
九
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
七
の
再
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
免
許
証
（
当
該
免
許
証
を
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
）

二
　
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委
員
会
に
仮
免
許
に
係
る
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
現
に
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
た
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

三
　
申
請
用
写
真

（
仮
免
許
に
よ
る
運
転
練
習
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
九
十
六
条
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
運
転
の
練
習
は
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
（
交
通
の
著
し
い
混
雑
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
運
転
の
練
習
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
練
習
項
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
練
習
細
目
に
つ
い
て
、
大
型
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
大
型
自
動

車
、
中
型
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
中
型
自
動
車
、
準
中
型
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
準
中
型
自
動
車
、
普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
普
通
自
動
車
、
大
型
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第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
乗
車
定
員
三
十
人
以
上
の
バ
ス
型
の
大
型
自
動
車
、
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
乗
車
定
員
十
一
人
以
上
二
十
九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ

り
行
う
練
習
と
す
る
。

練
習
項
目

練
習
細
目

運
転
装
置
の
操
作
等

一
　
運
転
姿
勢
を
正
し
く
保
つ
こ
と
。

二
　
乗
降
口
の
ド
ア
を
閉
じ
、
後
写
鏡
を
調
節
す
る
等
安
全
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
道
路
及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
、
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
の
装
置
を
確
実
に
操
作
す
る
こ
と
。

交
通
法
規
に
従
い
、
道
路
及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
た
運
転

一
　
信
号
並
び
に
道
路
標
識
及
び
道
路
標
示
に
よ
る
交
通
規
制
に
従
う
こ
と
。

二
　
歩
行
者
を
保
護
す
る
等
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

三
　
通
行
区
分
等
を
守
る
こ
と
。

四
　
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
、
車
間
距
離
及
び
側
方
間
隔
を
保
つ
こ
と
。

五
　
合
図
の
方
法
を
守
る
こ
と
。

六
　
交
差
点
に
お
け
る
通
行
方
法
を
守
る
こ
と
。

七
　
そ
の
他
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
（
以
下
「
教
則
」
と
い
う
。
）
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
を
守
る
こ
と
。

法
第
八
十
五
条
第
十
一
項
の
旅
客
自
動
車
（
以
下
「
旅
客
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
（
大

型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。
）

一
　
人
の
乗
降
の
た
め
の
停
車
及
び
発
進
を
安
全
に
行
う
こ
と
。

二
　
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
転
回
を
安
全
に
行
う
こ
と
。

（
大
型
免
許
等
に
係
る
受
験
資
格
の
特
例
）

第
二
十
一
条
の
三
　
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
号
ホ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
二
十
四
条
第
五
項
第
二
号
に
定
め
る
成
績
と
し
、
令
第
三
十
四
条
の
二
第
二
号
ニ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
二
十
四
条
第
五
項
第
一

号
に
定
め
る
成
績
と
す
る
。

（
試
験
の
場
所
等
）

第
二
十
二
条
　
免
許
試
験
は
、
公
安
委
員
会
の
管
理
す
る
試
験
場
又
は
公
安
委
員
会
の
指
定
す
る
道
路
若
し
く
は
場
所
に
お
い
て
行
う
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
免
許
試
験
の
実
施
の
円
滑
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
免
許
申
請
者
に
対
し
、
受
験
の
日
時
又
は
受
験
の
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
受
験
の
日
時
を
指
定
さ
れ
た
者
が
病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
日
時
に
受
験
で
き
な
い
旨
を
そ
の
指
定
さ
れ
た
日
時
ま
で
に
届
け
出
た
と
き
は
、
新
た
に
受
験
の
日
時
を
指
定
す
る
も
の
と
す

る
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
験
の
日
時
を
指
定
さ
れ
た
者
が
指
定
さ
れ
た
日
時
に
受
験
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
当
該
免
許
申
請
に
係
る
免
許
試
験
を
行
わ
な
い
。

（
適
性
試
験
）

第
二
十
三
条
　
自
動
車
等
の
運
転
に
必
要
な
適
性
に
つ
い
て
の
免
許
試
験
（
以
下
「
適
性
試
験
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と

お
り
と
す
る
。

科
目

合
格
基
準

視
力

一
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
大
型
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
大
型
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
、
中
型
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
中
型
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
、
準
中
型
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
準
中
型
仮
免
許
」
と

い
う
。
）
、

け
ん牽

引
免
許
及
び
第
二
種
運
転
免
許
（
以
下
「
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
視
力
（
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
り
検
査
し
た
視
力
で
、
矯
正
視
力
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
両
眼
で
〇
・

八
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
原
付
免
許
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
免
許
（
以
下
「
小
型
特
殊
免
許
」
と
い
う
。
）
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
視
力
が
両
眼
で
〇
・
五
以
上
で
あ
る
こ
と
又
は
一
眼
が
見
え
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
他
眼
の
視
野
が
左
右

一
五
〇
度
以
上
で
、
視
力
が
〇
・
五
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
の
免
許
以
外
の
免
許
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
視
力
が
両
眼
で
〇
・
七
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
三
以
上
で
あ
る
こ
と
又
は
一
眼
の
視
力
が
〇
・
三
に
満
た
な
い
者
若
し
く
は
一
眼
が
見
え
な

い
者
に
つ
い
て
は
、
他
眼
の
視
野
が
左
右
一
五
〇
度
以
上
で
、
視
力
が
〇
・
七
以
上
で
あ
る
こ
と
。

色

彩

識

別

能
力

赤
色
、
青
色
及
び
黄
色
の
識
別
が
で
き
る
こ
と
。

深

視

力

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
大
型
仮
免
許
、
中
型
仮
免
許
、
準
中
型
仮
免
許
、

け
ん牽

引
免
許
及
び
第
二
種
免
許
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
三

か
ん桿

法
の
奥
行
知
覚
検
査
器
に
よ
り
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
三

回
検
査
し
、
そ
の
平
均
誤
差
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

聴
力

一
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大
型
特
殊
免
許
」
と
い
う
。
）
、

け
ん牽

引
免
許
、
第
二
種
免
許
及
び
仮
免
許
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
両
耳
の
聴
力
（
補
聴
器

に
よ
り
補
わ
れ
た
聴
力
を
含
む
。
）
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九
〇
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
聞
こ
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
一
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
に
係
る
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
両
耳
の
聴
力
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
、
九

〇
デ
シ
ベ
ル
の
警
音
器
の
音
が
聞
こ
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
運
転
す
る
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び
進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
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場
合
に
そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
等
を
運
転
者
席
か
ら
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
後
写
鏡
そ
の
他
の
装
置
（
以
下
「
特
定
後
写
鏡
等
」
と
い
う
。
）
を
使

用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
条
件
を
付
す
こ
と
に
よ
り
、
当
該
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

運

動

能
力

一
　
令
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
身
体
の
障
害
が
な
い
こ
と
。

二
　
一
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
認
知
又
は
操
作
の
い
ず
れ
か
に
係
る
能
力
を
欠
く
こ
と
と
な
る
四
肢
又
は
体
幹
の
障
害
が
あ
る
が
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
条
件
を
付
す
こ
と
に

よ
り
、
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
行
う
適
性
試
験
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
色
彩
識
別
能
力
の
科
目
に
つ
い
て
の
試
験
は
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種
類
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者

二
　
第
一
種
運
転
免
許
（
以
下
「
第
一
種
免
許
」
と
い
う
。
）
又
は
第
二
種
免
許
に
係
る
特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
で
あ
る
も
の

三
　
大
型
仮
免
許
、
中
型
仮
免
許
、
準
中
型
仮
免
許
又
は
普
通
仮
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
、
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
も
の

（
道
路
に
お
い
て
行
わ
な
く
て
よ
い
運
転
免
許
試
験
項
目
）

第
二
十
三
条
の
二
　
法
第
九
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
項
目
は
、
方
向
変
換
、
縦
列
駐
車
（
縦
列
に
駐
車
し
て
い
る
自
動
車
の
間
に
縦
列
に
駐
車
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
鋭
角
コ
ー
ス
の
走
行
と

す
る
。

（
技
能
試
験
）

第
二
十
四
条
　
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
つ
い
て
の
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

免
許
の
種
類

項
目

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
及
び
普
通

免
許

一
　
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
走
行
（
発
進
及
び
停
止
を
含
む
。
）

二
　
交
差
点
の
通
行
（
右
折
及
び
左
折
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
横
断
歩
道
の
通
過

四
　
方
向
変
換
又
は
縦
列
駐
車

大
型
特
殊
免
許
及
び
大
型
特
殊
自
動
車
第
二
種
免

許
（
以
下
「
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
（
車
輪

を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
に

係
る
大
型
特
殊
免
許
及
び
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

を
除
く
。
）

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行
（
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
に
お
け
る
発
進
、
停
止
及
び
指
定
速
度
で
の
走
行
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
方
向
変
換

カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係

る
大
型
特
殊
免
許
及
び
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
の
走
行
（
発
進
及
び
停
止
を
含
む
。
）

二
　
交
差
点
の
通
行

大
型
二
輪
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
曲
線
コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー
ス
及
び
坂
道
コ
ー
ス
の
走
行
（
坂
道
に
お
け
る
一
時
停
止
及
び
発
進
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

五
　
直
線
狭
路
コ
ー
ス
、
連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
及
び
波
状
路
コ
ー
ス
の
走
行

普
通
二
輪
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
曲
線
コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー
ス
及
び
坂
道
コ
ー
ス
の
走
行

五
　
直
線
狭
路
コ
ー
ス
及
び
連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
の
走
行
（
総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
一
二
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
一
・
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
原
動
機

を
有
す
る
普
通
自
動
二
輪
車
（
以
下
「
小
型
二
輪
車
」
と
い
う
。
）
に
限
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
二
輪
免
許
（
以
下
「
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
の
走
行
を
除
く
。
）

け
ん牽

引
免
許
及
び

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
曲
線
コ
ー
ス
の
走
行

五
　
方
向
変
換

大
型
第
二
種
免
許
及
び
中
型
第
二
種
免
許

一
　
道
路
に
お
け
る
走
行
（
発
進
及
び
停
止
を
含
む
。
）
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二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
の
通
過

四
　
人
の
乗
降
の
た
め
の
停
車
及
び
発
進

五
　
方
向
変
換
又
は
縦
列
駐
車

六
　
鋭
角
コ
ー
ス
の
走
行

普
通
第
二
種
免
許

一
　
道
路
に
お
け
る
走
行
（
発
進
及
び
停
止
を
含
む
。
）

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
の
通
過

四
　
人
の
乗
降
の
た
め
の
停
車
及
び
発
進

五
　
転
回

六
　
方
向
変
換
又
は
縦
列
駐
車

七
　
鋭
角
コ
ー
ス
の
走
行

大
型
仮
免
許
及
び
中
型
仮
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
曲
線
コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー
ス
及
び
坂
道
コ
ー
ス
の
走
行

五
　
路
端
に
お
け
る
停
車
及
び
発
進

六
　

あ
い隘

路
へ
の
進
入

準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
仮
免
許

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行

二
　
交
差
点
の
通
行

三
　
横
断
歩
道
及
び
踏
切
の
通
過

四
　
曲
線
コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー
ス
及
び
坂
道
コ
ー
ス
の
走
行

２
　
大
型
仮
免
許
又
は
中
型
仮
免
許
の
技
能
試
験
に
つ
い
て
は
、
曲
線
コ
ー
ス
に
障
害
物
を
設
け
た
も
の
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
屈
折
コ
ー
ス
の
走
行
の
項
目
に
お
い
て
確
認
す
べ
き
技
能
の
有
無
を
確
認
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
屈
折
コ
ー
ス
の
走
行
の
項
目
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
技
能
試
験
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
距
離
を
走
行
さ
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
技
能
試
験
を
受
け
る
者
が
走
行
の
途
中
に
お
い
て
第
五
項
に
定
め
る
合
格
基
準
に

達
す
る
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
距
離
の
全
部
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
及
び
普
通
第
二
種
免
許
　
六
千
メ
ー
ト
ル
以
上

二
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
及
び
準
中
型
免
許
　
五
千
メ
ー
ト
ル
以
上

三
　
普
通
免
許
　
四
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上

四
　
準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
仮
免
許
　
二
千
メ
ー
ト
ル
以
上

五
　
大
型
二
輪
免
許
　
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上

六
　
大
型
特
殊
免
許
（
次
号
に
掲
げ
る
大
型
特
殊
免
許
を
除
く
。
）
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
（
次
号
に
掲
げ
る
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）
、
普
通
二
輪
免
許
、

け
ん牽

引
免
許
、

け
ん牽

引
第
二
種
免
許
、
大
型
仮
免
許
及
び
中
型
仮
免

許
　
千
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上

七
　
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
免
許
及
び
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
　
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上

４
　
技
能
試
験
の
採
点
は
、
次
に
掲
げ
る
能
力
に
つ
い
て
減
点
式
採
点
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
装
置
を
操
作
す
る
能
力

二
　
交
通
法
規
に
従
つ
て
運
転
す
る
能
力

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
運
転
姿
勢
そ
の
他
自
動
車
を
安
全
に
運
転
す
る
能
力

５
　
技
能
試
験
の
合
格
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
あ
つ
て
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

二
　
第
一
種
免
許
、
準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
仮
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
あ
つ
て
は
、
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

三
　
大
型
仮
免
許
及
び
中
型
仮
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
あ
つ
て
は
、
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

６
　
技
能
試
験
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
自
動
車
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
認
知
又
は
操
作
の
い
ず
れ

か
に
係
る
能
力
を
欠
く
こ
と
と
な
る
四
肢
又
は
体
幹
の
障
害
（
令
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
身
体
の
障
害
を
除
く
。
第
二
十
六
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
者
で
法
第
九
十
一
条
の
規
定

に
よ
る
条
件
を
付
す
こ
と
に
よ
り
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
技
能
試
験
を
行
う
場
合
又
は
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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免
許
の
種
類

自
動
車
の
種
類

大
型
免
許

最
大
積
載
量
一
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
自
動
車
で
長
さ
が
一
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
六
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
大
型
自
動
車
を
自
衛
隊
用
自
動
車
（
令
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
自
衛
隊
用
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
限
る
大
型
免
許
に
あ
つ
て
は
、
最
大
積
載
量
六
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
大

型
自
動
車
で
長
さ
が
六
・
六
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）

中
型
免
許

最
大
積
載
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
中
型
自
動
車
で
長
さ
が
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

準
中
型
免
許
及
び

準
中
型
仮
免
許

最
大
積
載
量
二
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
準
中
型
自
動
車
で
長
さ
が
四
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
一
・
六
九
メ
ー
ト
ル
以
上
、
最
遠
軸
距
が
二
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
前
軸
輪
距
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の

普
通
免
許
、
普
通

第
二
種
免
許
及
び

普
通
仮
免
許

乗
車
定
員
五
人
以
上
の
専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
普
通
自
動
車
で
長
さ
が
四
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
一
・
六
九
メ
ー
ト
ル
以
上
、
最
遠
軸
距
が
二
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
輪
距
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の

大
型
特
殊
免
許
及

び
大
型
特
殊
第
二

種
免
許

車
両
総
重
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
車
輪
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
で
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
を

運
転
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
車
両
総
重
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
）

大
型
二
輪
免
許

総
排
気
量
〇
・
七
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
大
型
自
動
二
輪
車

普
通
二
輪
免
許

総
排
気
量
〇
・
三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
普
通
自
動
二
輪
車
（
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
に
あ
つ
て
は
総
排
気
量
〇
・
〇
九
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
〇
・
一
二
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
）

け
ん牽

引
免
許
及
び

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

け
ん牽

引
さ
れ
る
た
め
の
構
造
及
び
装
置
を
有
す
る
車
両
（
以
下
「
被

け
ん牽

引
車
」
と
い
う
。
）
を

け
ん牽

引
す
る
た
め
の
構
造
及
び
装
置
を
有
し
、
か
つ
、
専
ら

け
ん牽

引
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
中
型
自
動
車
で
被

け
ん牽

引
車
（
最
大

積
載
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を

け
ん牽

引
し
て
い
る
も
の
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
そ
の
他
の
車
両
総
重
量
二
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
被

け
ん牽

引
車
で
、
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
前
車
軸

を
有
し
な
い
被

け
ん牽

引
車
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
部
が

け
ん牽

引
自
動
車
に
載
せ
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
被

け
ん牽

引
車
及
び
そ
の
積
載
物
の
重
量
の
相
当
部
分
が

け
ん牽

引
自
動
車
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
る
構
造
の
も
の
を
い
う
。
）
に
該

当
し
な
い
も
の
（
以
下
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る

け
ん牽

引
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
等
）

大
型
第
二
種
免
許

乗
車
定
員
三
〇
人
以
上
の
バ
ス
型
の
大
型
自
動
車
で
長
さ
が
一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
五
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

中
型
第
二
種
免
許

乗
車
定
員
一
一
人
以
上
二
九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
で
長
さ
が
八
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

大
型
仮
免
許

最
大
積
載
量
一
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
自
動
車
で
長
さ
が
一
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
六
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
自
衛
隊
用
自
動
車
で

あ
る
大
型
自
動
車
又
は
乗
車
定
員
三
〇
人
以
上
の
バ
ス
型
の
大
型
自
動
車
を
練
習
の
た
め
若
し
く
は
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
等
に
お
い
て
運
転
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
積

載
量
六
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
自
動
車
で
長
さ
が
六
・
六
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
乗
車
定
員
三
〇
人
以
上
の
バ
ス

型
の
大
型
自
動
車
で
長
さ
が
一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
五
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）

中
型
仮
免
許

最
大
積
載
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
中
型
自
動
車
で
長
さ
が
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
乗
車
定
員
一
一
人
以
上
二

九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
を
練
習
の
た
め
又
は
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
等
に
お
い
て
運
転
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
乗
車
定
員
一
一
人
以
上
二
九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動

車
で
長
さ
が
八
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
が
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
最
遠
軸
距
が
四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）

７
　
技
能
試
験
に
お
い
て
は
、
公
安
委
員
会
が
提
供
し
、
又
は
指
定
し
た
自
動
車
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
又
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
等
に
係
る

け
ん牽

引
免
許
若
し
く
は

け
ん牽

引
第
二
種

免
許
に
つ
い
て
の
技
能
試
験
を
行
う
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
以
外
の
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
技
能
試
験
は
、
公
安
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
警
察
職
員
が
技
能
試
験
を
受
け
る
者
の
運
転
す
る
自
動
車
に
同
乗
し
て
（
大
型
自
動
二
輪
車
若
し
く
は
普
通
自
動
二
輪
車
又
は
そ
の
他
の
自
動
車
で
乗
車
定
員
が
一
人
で
あ
る
も
の

を
使
用
す
る
技
能
試
験
に
あ
つ
て
は
、
同
乗
以
外
の
方
法
で
）
行
う
も
の
と
す
る
。

（
学
科
試
験
）

第
二
十
五
条
　
自
動
車
等
の
運
転
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
の
免
許
試
験
（
以
下
「
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
は
、
択
一
式
又
は
正
誤
式
の
筆
記
試
験
又
は
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
使
用
し
て
行
う
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
合
格
基
準
は
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
試
験
の
順
序
等
）

第
二
十
六
条
　
免
許
試
験
に
お
い
て
は
、
適
性
試
験
及
び
学
科
試
験
を
技
能
試
験
の
前
に
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
適
性
試
験
又
は
学
科
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格
し
な
か
つ
た
者
に
対
し
て
は
、
他
の
免
許
試
験
を
行
わ
な
い
。

（
特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
に
係
る
講
習
の
受
講
期
間
等
）

第
二
十
六
条
の
二
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
検
査
及
び
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
講
習
又
は
教
育
は
、
特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
が
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許

申
請
書
を
提
出
し
た
日
前
一
年
以
内
に
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
知
機
能
検
査
）

第
二
十
六
条
の
三
　
認
知
機
能
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
て
い
る
時
の
年
月
日
、
曜
日
及
び
時
刻
を
記
述
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
十
六
の
物
の
図
画
を
当
該
物
の
名
称
及
び
分
類
と
と
も
に
示
し
た
時
点
か
ら
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
後
に
当
該
物
の
名
称
を
記
述
さ
せ
る
こ
と
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
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二
　
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
年
月
日

三
　
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
場
所

四
　
認
知
機
能
検
査
の
結
果

（
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
者
）

第
二
十
六
条
の
四
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
前
一
年
以
内
に
免
許
を
受
け
た
者

二
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
前
一
年
以
内
に
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
免
許
申
請
書
を
提
出
し

た
者
が
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
又
は
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者

三
　
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
前
一
年
以
内
に
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
そ
の
他
の
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
者
が
認
知
症
に
該
当
す
る
疑
い
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
及
び
当
該
意
見
に
係
る
検
査
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
た
者

（
運
転
技
能
検
査
）

第
二
十
六
条
の
五
　
運
転
技
能
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
幹
線
コ
ー
ス
及
び
周
回
コ
ー
ス
の
走
行
又
は
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
）
に
お
け
る
走
行
（
い
ず
れ
も
発
進
、
停
止
及
び
指
定
速
度
で
の
走
行
を
含
む
。
）

二
　
交
差
点
の
通
行
（
右
折
及
び
左
折
を
含
む
。
）

三
　
段
差
の
乗
り
上
げ
（
停
止
を
含
む
。
）

２
　
運
転
技
能
検
査
は
、
千
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
走
行
さ
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
運
転
技
能
検
査
を
受
け
る
者
が
走
行
の
途
中
に
お
い
て
次
条
第
一
号
ロ
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た

場
合
に
お
い
て
、
運
転
技
能
検
査
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
距
離
の
全
部
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
運
転
技
能
検
査
の
採
点
は
、
次
に
掲
げ
る
能
力
に
つ
い
て
減
点
式
採
点
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
装
置
を
操
作
す
る
能
力

二
　
交
通
法
規
に
従
つ
て
運
転
す
る
能
力

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
す
る
能
力
そ
の
他
の
自
動
車
を
安
全
に
運
転
す
る
能
力

４
　
運
転
技
能
検
査
に
お
い
て
は
、
公
安
委
員
会
が
提
供
し
た
普
通
自
動
車
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
認
知
又
は
操
作
の
い
ず
れ
か
に
係
る
能
力
を
欠
く
こ
と
と
な
る
四
肢
又
は
体
幹
の

障
害
が
あ
る
者
で
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
能
力
の
回
復
に
係
る
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
運
転
技
能
検
査
を
行
う
場
合
又
は
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
普
通
自
動
車
以
外
の
普
通
自
動
車
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
運
転
技
能
検
査
は
、
運
転
技
能
検
査
の
採
点
を
行
う
者
が
運
転
技
能
検
査
を
受
け
る
者
の
運
転
す
る
普
通
自
動
車
に
同
乗
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
乗
車
定
員
が
一
人
で
あ
る
普
通
自
動
車
を
使
用
し
て
運
転
技
能
検
査

を
行
う
場
合
に
は
、
同
乗
以
外
の
方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
公
安
委
員
会
は
、
運
転
技
能
検
査
を
受
け
た
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
技
能
検
査
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

二
　
運
転
技
能
検
査
を
受
け
た
年
月
日

三
　
運
転
技
能
検
査
を
受
け
た
場
所

四
　
運
転
技
能
検
査
の
結
果

（
運
転
技
能
検
査
等
の
基
準
）

第
二
十
六
条
の
六
　
法
第
九
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
一
条
の
四
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
　
運
転
技
能
検
査
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
基
準

イ
　
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
し
、
又
は
現
に
受
け
て
い
る
者
　
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
　
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

二
　
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
前
号
に
定
め
る
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

（
試
験
の
一
部
免
除
の
基
準
）

第
二
十
七
条
　
令
第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
ハ
、
第
二
号
ハ
、
第
三
号
ハ
及
び
ニ
並
び
に
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
二
十
四
条
第
五
項
各
号
又
は
第
二
十
五
条
に
定
め
る
成
績
と
す
る
。

（
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
）

第
二
十
八
条
　
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
申
出
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
十
七
の
二
の
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
免
許
試
験
に
合
格
し
な
か
つ
た
者
で
、
当
該
免
許
試
験
に
お
い
て
前
条
に
規
定
す
る
成
績
を
得
た
も
の

二
　
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
当
該
各
号
に
定
め
る
講
習
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（
再
試
験
）

第
二
十
八
条
の
二
　
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
四
条
（
第
二
項
を
除
く
も
の
と
し
、
第
一
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
あ
つ
て
は
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
及
び
普
通
二
輪
免

許
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
公
安
委
員
会
が
行
う
再
試
験
（
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
再
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
一
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項
中
「
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
再
試
験
（
以
下
「
技
能
再
試
験
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
「
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
技

能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
技
能
試
験
の
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
に
お
い
て
免
許
自
動
車
等
（
法
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
の
免
許
自
動
車
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
安
全

に
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
す
る
と
認
め
る
基
準
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」

と
、
第
二
十
五
条
中
「
免
許
試
験
（
以
下
「
学
科
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
再
試
験
（
以
下
「
学
科
再
試
験
」
と
、
「
そ
の
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
に
お
い
て
免
許
自
動
車
等
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力

を
現
に
有
す
る
と
認
め
る
基
準
」
と
、
第
二
十
六
条
中
「
適
性
試
験
及
び
学
科
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
」
と
、
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
「
適
性
試
験
又
は
学
科
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格
し
な

か
つ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
に
お
い
て
免
許
自
動
車
等
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
す
る
と
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
者
」
と
、
「
他
の
免
許
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
再
試
験
通
知
書
）

第
二
十
八
条
の
三
　
法
第
百
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
書
面
（
以
下
「
再
試
験
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
七
の
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
再
試
験
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規

定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
の
役
務
の
う
ち
配
達
証
明
郵
便
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
配
達
証
明
郵
便
等
」
と
い
う
。
）
に
付
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

（
再
試
験
受
験
申
込
書
）

第
二
十
八
条
の
四
　
法
第
百
条
の
二
第
五
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
再
試
験
受
験
申
込
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
七
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
前
項
の
様
式
の
再
試
験
受
験
申
込
書
に
は
、
次
の
各
号
（
再
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
）
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
再
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証

二
　
再
試
験
通
知
書

３
　
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
再
試
験
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い

て
令
第
三
十
七
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
再
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書

類
を
第
一
項
の
再
試
験
受
験
申
込
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
移
送
通
知
書
の
様
式
）

第
二
十
八
条
の
五
　
法
第
百
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
試
験
移
送
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
七
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
免
許
証
の
更
新
の
申
請
等
）

第
二
十
九
条
　
法
第
百
一
条
第
一
項
の
更
新
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
の
二
の
二
に
お
い
て
「
更
新
申
請
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
更
新
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
申
請
者
が
免
許
の
効

力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
更
新
申
請
書
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
申
請
用
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
更
新
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
更
新
申
請
書
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
令
第
三
十
七
条
の
六
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
第
三
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

二
　
令
第
三
十
七
条
の
六
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
第
三
十
八
条
の
二
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類

三
　
令
第
三
十
七
条
の
六
第
三
号
に
掲
げ
る
者
　
同
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

四
　
令
第
三
十
七
条
の
六
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
第
三
十
八
条
の
二
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類

五
　
令
第
三
十
七
条
の
六
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
同
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

六
　
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
　
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類

七
　
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
　
当

該
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

八
　
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
を
受
け
た
者
　
第
二
十
六
条
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
書
類

九
　
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
　
当

該
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
結
果
を
証
明
す
る
書
類

５
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
更
新
申
請
者
が
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
更
新
申
請
書
に
同
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
百
一
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
免
許
に
身
体
の
状
態
に
応
じ
た
条
件
（
眼
鏡
等
、
補
聴
器
又
は
特
定
後
写
鏡
等
を
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が
付
さ
れ
て
い
る

者
と
す
る
。

７
　
法
第
百
一
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

８
　
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
（
色
彩
識
別
能
力
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
法
第
百
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
運
動
能
力
の
項
中
「
付
す
」
と

あ
る
の
は
「
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
更
新
は
、
更
新
申
請
者
が
現
に
有
す
る
免
許
証
と
引
換
え
に
新
た
な
免
許
証
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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第
二
十
九
条
の
二
　
法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
特
例
更
新
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
様
式
の
特
例
更
新
申
請
書
に
海
外
旅
行
又
は
令
第
三
十
七
条
の
五
各

号
に
掲
げ
る
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
例
更
新
申
請

者
が
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
特
例
更
新
申
請
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
特
例
更
新
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

６
　
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
（
色
彩
識
別
能
力
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
法
第
百
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
運
動
能
力
の
項
中
「
付

す
」
と
あ
る
の
は
「
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
条
第
九
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
免
許
証
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
二
　
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
申
請
書
の
提
出
を
同
項
に
規
定
す
る
経
由
地
公
安
委
員
会
を
経
由
し
て
行
お
う
と
す
る
者
は
、
第
二
十
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
別
記
様
式
第
十
八
の
三
の
経
由
申
請
書
を
当
該
経
由
地
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
百
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
面
（
そ
の
者

が
更
新
を
受
け
る
日
に
お
い
て
優
良
運
転
者
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
当
該
書
面
の
送
付
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
（
色
彩
識
別
能
力
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
運
動
能
力
の
項
中

「
付
す
」
と
あ
る
の
は
「
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
場
合
）

第
二
十
九
条
の
二
の
三
　
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
特
例
更
新
申
請
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
す
る
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
前
六
月
以
内
に

免
許
を
受
け
た
場
合

二
　
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
場
合

三
　
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
そ
の
他
の
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
認
知
症
に
該
当
す
る
疑
い
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
及
び
当
該
意
見
に
係
る
検
査
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
た
場
合

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
二
十
九
条
の
二
の
四
　
法
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
認
知
機
能
検
査
）

第
二
十
九
条
の
二
の
五
　
法
第
百
一
条
の
七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
法
第
百
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
日
の
三
月
前
の
日
以
後
に
免
許
を
受
け
た
場
合

二
　
基
準
行
為
を
し
た
日
の
三
月
前
の
日
以
後
に
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
を
し
た
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
、
又
は
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
し
た
場
合

三
　
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
を
受
け
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合

四
　
基
準
行
為
を
し
た
日
の
三
月
前
の
日
以
後
に
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
そ
の
他
の
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
行
為
を
し
た
者
が
認
知
症
に
該
当
す
る
疑
い
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
及
び
当
該

意
見
に
係
る
検
査
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
た
場
合

２
　
法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
臨
時
認
知
機
能
検
査
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
六
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
等
に
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第

三
号
イ
に
規
定
す
る
認
知
機
能
検
査
等
（
次
条
に
お
い
て
「
認
知
機
能
検
査
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
令
第
三
十
七
条
の
六
の
五
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
認
知
機
能
検

査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
時
高
齢
者
講
習
）

第
二
十
九
条
の
二
の
六
　
法
第
百
一
条
の
七
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
法
第
百
一
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
た
認
知
機
能
検
査
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
」
と
い
う
。
）
の
結
果
が
次
条
第
一
項
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
（
当
該
臨
時
認
知
機
能
検
査
等

を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
お
い
て
受
け
た
認
知
機
能
検
査
等
（
当
該
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
前
三
年
以
内
に
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
の
結
果
が
当
該
基
準
に
該
当
し
て
い
た
場
合
（
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た

日
以
後
に
当
該
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種
類
の
免
許
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
当
該
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種
類
の
免
許
を
受
け
た
こ
と
。
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ロ
　
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
一
年
前
の
日
（
ハ
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
こ
と
。

ハ
　
特
定
日
前
一
月
以
内
に
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
こ
と
。

ニ
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
高
齢
者
講
習
を
受
け
、
又
は
令
第
三
十
七
条
の
六
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
若
し
く
は
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
を
終
了
し
た
こ
と
。

ホ
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
前
一
年
以
内
に
高
齢
者
講
習
を
受
け
、
又
は
令
第
三
十
七
条
の
六
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
若
し
く
は
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
を
終
了
し
た
こ
と
。

ヘ
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
、
当
該
認
知
機
能
検
査
等
の
結
果
が
次
条
第
一
項
に
定
め
る
基
準
に
該
当
し
な
か
つ
た
こ
と
。

２
　
法
第
百
一
条
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
臨
時
高
齢
者
講
習
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
七
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
臨
時
高
齢
者
講
習
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
等
に
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
百
一
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
高
齢
者
講
習
を
受
け
な
い
こ
と

に
つ
い
て
令
第
三
十
七
条
の
六
の
五
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
高
齢
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
公
安
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
時
適
性
検
査
等
）

第
二
十
九
条
の
三
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
　
認
知
機
能
検
査
　
次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
三
十
六
未
満
で
あ
る
こ
と
。

１
．
３
３
６×

Ａ
＋
２
．
４
９
９×

Ｂ

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
及
び
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ
　
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
記
述
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
数
値
の
総
和

一
　
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
た
時
の
年
が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
五

二
　
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
た
時
の
月
が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
四

三
　
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
た
時
の
日
が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
三

四
　
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
た
時
の
曜
日
が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
二

五
　
記
述
さ
れ
た
時
刻
と
認
知
機
能
検
査
を
行
つ
た
時
の
時
刻
と
の
差
に
相
当
す
る
分
数
が
三
十
未
満
の
場
合
に
は
、
一

Ｂ
　
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
名
称
が
記
述
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
の
総
和

一
　
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
分
類
を
再
び
示
す
前
に
名
称
が
正
し
く
記
述
さ
れ
た
物
の
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
値

二
　
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
分
類
を
再
び
示
す
前
に
名
称
が
正
し
く
記
述
さ
れ
な
か
つ
た
物
の
う
ち
、
分
類
を
再
び
示
し
た
後
に
名
称
が
正
し
く
記
述
さ
れ
た
も
の
の
数
に
一
を
乗
じ
て
得
た
数
値
）

二
　
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
同
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
前
号
に
定
め
る
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

２
　
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
が
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

つ
た
と
疑
う
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
適
性
検
査
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
処
分
の
要
件
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
医
師
の
診
断
に

よ
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
認
知
症
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
医
師
又
は
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
の
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
事
由
に
係

る
主
治
の
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
診
断
に
係
る
検
査
の
結
果
及
び
当
該
命
令
を
受
け
た
者
が
認
知
症
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

４
　
法
第
百
二
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
の
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
事
由
に
係
る
主
治
の
医
師
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
又
は
法
第
百
三
条

第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
疑
う
理
由
が
あ
る
と
し
て
法
第
百
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
認
知
症
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
医
師
又
は
当
該
事
由
に
係
る
主
治
の

医
師
）
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
が
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
で
な
く
、
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し

な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
（
法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
又
は
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
疑
う
理
由
が
あ
る
と
し
て
法
第
百

二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
診
断
に
係
る
検
査
の
結
果
及
び
当
該
命
令
を
受
け
た
者
が
認
知
症
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

５
　
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
聴
力
の
項
中
「
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
準
中
型
仮
免
許
及
び
普
通
自
動
車
仮

免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
（
法
第
七
十
一
条
の
五
第
三
項
の
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
い
う
。
）
」
と
、
同
表
運
動
能
力
の
項
中
「
付
す
」
と
あ
る
の
は
「
付
し
、
又
は
こ
れ

を
変
更
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
）

第
二
十
九
条
の
四
　
法
第
百
三
条
第
三
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
と
お
り
と
す
る
。

（
免
許
の
効
力
の
停
止
に
係
る
適
性
検
査
の
受
検
等
命
令
）

第
二
十
九
条
の
五
　
法
第
百
三
条
第
六
項
の
適
性
検
査
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
免
許
の
効
力
の
停
止
の
要
件
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
医
師
の
診
断
に
よ
り
、
行
う

も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
条
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
の
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
事
由
に
係
る
主
治
の
医
師
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
し
て
免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て

は
、
認
知
症
に
関
し
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
医
師
又
は
当
該
事
由
に
係
る
主
治
の
医
師
）
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
つ
て
、
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
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該
医
師
の
意
見
（
同
項
第
一
号
の
二
に
該
当
し
て
免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
診
断
に
係
る
検
査
の
結
果
及
び
認
知
症
に
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
）
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
仮
停
止
）

第
三
十
条
　
警
察
署
長
は
、
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
を
し
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
に
別
記
様
式
第
十
九
の
二
の
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
仮
停
止
通
知
書
の
様
式
）

第
三
十
条
の
二
　
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
仮
停
止
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
聴
聞
の
手
続
）

第
三
十
条
の
二
の
二
　
法
第
百
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
七
項
及
び
法
第
百
七
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
の
公
示
は
、
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に

掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
再
試
験
に
係
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
）

第
三
十
条
の
三
　
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
若
年
運
転
者
期
間
に
係
る
取
消
し
に
係
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
）

第
三
十
条
の
三
の
二
　
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
免
許
の
取
消
し
等
）

第
三
十
条
の
四
　
法
第
百
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
は
、
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
に
係
る
者
に
対
し
、
当
該
処
分
の
内
容
を
口
頭
で
告
知
し
た
上
、
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
法
第
百
四

条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
若
し
く
は
効
力
の
停
止
又
は
法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
に
あ
つ
て

は
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
三
の
処
分
書
を
、
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
四
の
処
分
書
を
、
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第

二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
四
の
二
の
処
分
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
出
頭
命
令
書
の
交
付
）

第
三
十
条
の
五
　
法
第
百
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
の
出
頭
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
免
許
証
の
提
出
）

第
三
十
条
の
六
　
法
第
百
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
を
保
管
す
る
と
き
は
、
前
条
の
命
令
に
係
る
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
の
趣
旨
を
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。

（
保
管
証
）

第
三
十
条
の
七
　
法
第
百
四
条
の
三
第
三
項
の
保
管
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
管
証
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
管
証
の
有
効
期
限

二
　
免
許
証
の
番
号
、
免
許
の
年
月
日
及
び
免
許
証
の
交
付
年
月
日
並
び
に
そ
の
免
許
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会

三
　
免
許
の
種
類
及
び
そ
の
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件

四
　
免
許
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

五
　
保
管
証
を
交
付
し
た
日
時
並
び
に
交
付
し
た
警
察
官
の
所
属
、
階
級
及
び
氏
名

２
　
保
管
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
の
と
お
り
と
す
る
。

（
公
安
委
員
会
へ
の
通
知
）

第
三
十
条
の
八
　
法
第
百
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
七
の
通
知
書
を
送
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
取
消
し
の
申
請
等
）

第
三
十
条
の
九
　
法
第
百
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
八
の
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
現
に
受

け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
百
四
条
の
四
第
一
項
後
段
の
申
出
は
、
前
項
の
申
請
書
に
受
け
た
い
他
の
免
許
の
種
類
を
記
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
申
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
一
項
の
申
請
書
に
申
請
用
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
に
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
九
の
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
の
手
続
）

第
三
十
条
の
十
　
法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
（
法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
申
請
用
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
申
請
と

日
を
同
じ
く
し
て
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
記
載
事
項
等
）

第
三
十
条
の
十
一
　
運
転
経
歴
証
明
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
番
号
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二
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
が
法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
日
又
は
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
免
許
の
年
月
日
及
び
種
類

三
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
年
月
日

四
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

五
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
の
法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
日
又
は
免
許
が
失
効
し
た
日
前
五
年
間
の
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
経
歴

２
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
十
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
運
転
経
歴
証
明
書
に
は
、
当
該
運
転
経
歴
証
明
書
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
の
名
称
及
び
公
印
の
印
影
並
び
に
当
該
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
の
写
真
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
運
転
経
歴
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
別
表
第
二
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
略
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
意
味
を
表
す
も
の
と
す
る
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
条
の
十
二
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
（
公
安
委
員
会
の
管
轄
区
域
を
異
に
し
て
住
所
を
変
更

し
た
と
き
は
、
変
更
し
た
後
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
）
に
届
け
出
て
、
運
転
経
歴
証
明
書
に
変
更
に
係
る
事
項
の
記
載
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
住
所
を
変
更
し
た
者
　
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類

二
　
氏
名
を
変
更
し
た
者
　
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等
）

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
の
申
請
）

第
三
十
条
の
十
三
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請

書
を
提
出
し
て
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
運
転
経
歴
証
明
書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
と
き
。

二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
。

三
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
備
考
欄
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
に
係
る
事
項
の
記
載
を
受
け
て
い
る
と
き
。

四
　
運
転
経
歴
証
明
書
に
表
示
さ
れ
て
い
る
写
真
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
が
相
当
と
認
め
る
と
き
。

２
　
前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
）
を
同
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
運
転
経
歴
証
明
書
（
当
該
運
転
経
歴
証
明
書
を
亡
失
し
、
又
は
滅
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
）

二
　
申
請
用
写
真

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
返
納
）

第
三
十
条
の
十
四
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
運
転
経
歴
証
明
書
（
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
運
転
経
歴

証
明
書
）
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
免
許
を
受
け
た
と
き
。

二
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
亡
失
し
た
運
転
経
歴
証
明
書
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
三
十
一
条
　
法
第
百
六
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
自
動
車
等
の
運
転
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
、
令
別
表
第
二
の
一
の
表
若
し
く
は
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
又
は
法
第
百
十
七
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の

罪
に
当
た
る
行
為
（
第
三
十
一
条
の
三
の
表
に
お
い
て
「
違
反
行
為
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
　
法
第
百
六
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
別
表
第
四
又
は
別
表
第
五
に
掲
げ
る
行
為
（
第
三
十
一
条
の
三
の
表
に
お
い
て
「
特
定
行
為
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
の
二
　
法
第
百
六
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
は
、
自
動
車
等
の
運
転
者
が
人
の
死
傷
又
は
建
造
物
の
損
壊
に
係
る
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
三
　
法
第
百
六
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

報
告
す
る
場
合

事
項

法
第
九
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
た
と
き
（
免

許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
当
該
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種

類
の
免
許
を
与
え
た
と
き
を
除
く
。
）
。

一
　
免
許
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
の
種
類

三
　
免
許
証
の
交
付
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

四
　
免
許
の
条
件

五
　
過
去
三
年
以
内
に
お
い
て
令
別
表
第
三
の
備
考
の
一
の
３
又
は
４
に
該
当
し
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
年
月
日

六
　
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
当
該
免
許
の
種
類
と
異
な
る

種
類
の
免
許
を
与
え
た
と
き
。

一
　
免
許
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
の
種
類
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三
　
免
許
証
の
交
付
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

四
　
免
許
の
条
件

五
　
適
性
試
験
を
受
け
た
日

六
　
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

法
第
百
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
た
と
き
。

一
　
免
許
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
の
種
類

三
　
免
許
証
の
交
付
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

四
　
免
許
の
条
件

法
第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
条
件

を
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
（
法
第
九
十
条
第
一
項
本
文

の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
た
場
合
及
び
法
第
百
四
条
の
四
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
行
つ
た
と
き
を
除
く

。
）
。

一
　
免
許
に
条
件
を
付
さ
れ
、
又
は
こ
れ
を
変
更
さ
れ
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
証
番
号

三
　
免
許
の
条
件

四
　
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
年
月
日

法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
。

一
　
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
を
し
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
証
番
号

三
　
変
更
に
係
る
事
項

四
　
届
出
を
受
け
た
年
月
日

法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
を
し
た
と

き
。

一
　
免
許
証
の
再
交
付
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
証
の
再
交
付
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

法
第
百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免

許
証
の
更
新
を
し
た
と
き
。

一
　
免
許
証
の
更
新
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
証
の
交
付
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

三
　
法
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
更
新
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
を
受
け
た
日

四
　
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

法
第
百
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
と
き
。

一
　
通
知
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
通
知
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
通
知
を
し
た
年
月
日

法
第
百
四
条
の
四
第
六
項
（
法
第
百
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
運
転
経
歴
証
明
書
を
交
付
し
た
と

き
。

一
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

三
　
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
年
月
日

法
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
、
第

九
項
、
第
十
項
若
し
く
は
第
十
二
項
、
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項
、

第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若
し
く

は
第
十
項
、
第
百
三
条
の
二
第
一
項
、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、

第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は

第
三
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
又

は
法
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
。

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者

に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
分
に
係
る
免
許
の
種
類

三
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

四
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
処
分
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

五
　
処
分
の
別
及
び
理
由

六
　
処
分
の
期
日
及
び
処
分
に
係
る
期
間

七
　
処
分
の
事
由
が
発
生
し
た
地
の
都
道
府
県
名

法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
。

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
処
分
に
係
る
免
許
の
種
類
及
び
免
許
証
番
号

三
　
処
分
の
期
日

法
第
九
十
条
第
八
項
又
は
第
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を

し
た
と
き
。

一
　
命
令
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
命
令
に
係
る
免
許
の
種
類
及
び
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
命
令
の
内
容
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法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た

と
き
。

一
　
命
令
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
命
令
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
命
令
を
し
た
年
月
日

認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
と
き
。

一
　
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
年
月
日

五
　
認
知
機
能
検
査
の
結
果

法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
試
験
を
受
け
た
と
き
。

一
　
再
試
験
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
再
試
験
に
係
る
免
許
の
種
類
及
び
免
許
証
番
号

三
　
再
試
験
を
受
け
た
年
月
日

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
取
消
処

分
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
。

一
　
取
消
処
分
者
講
習
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
法
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
拒
否
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
者
が
当
該
処
分
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

三
　
法
第
九
十
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
者
又
は
免
許
が
失

効
し
た
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を

受
け
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
取
り
消
さ
れ
、
又
は
失
効
し
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
取
消
処
分
者
講
習
を
受
け
た
年
月
日

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
初
心
運

転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
。

一
　
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
初
心
運
転
者
講
習
に
係
る
免
許
の
種
類
及
び
免
許
証
番
号

三
　
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
た
年
月
日

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
違
反

者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
。

一
　
違
反
者
講
習
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
（
免
許
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日
及
び
性
別
）

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
違
反
者
講
習
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
違
反
者
講
習
を
受
け
た
年
月
日

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
若
年

運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
。

一
　
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
た
者
の
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
証
番
号

三
　
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
た
年
月
日

第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
場
合

一
　
違
反
行
為
等
を
し
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
免
許
の
種
類
及
び
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
違
反
行
為
等
を
し
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
違
反
行
為
等
が
当
該
違
反
行
為
等
を
し
た
者
が
受
け
た
免
許
に
よ
つ
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
自

動
車
等
の
種
類

五
　
違
反
行
為
等
の
種
別

六
　
違
反
行
為
等
を
し
た
地
の
都
道
府
県
名
及
び
違
反
行
為
等
を
し
た
年
月
日

第
三
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

一
　
特
定
行
為
を
し
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
特
定
行
為
を
し
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
特
定
行
為
の
種
別

五
　
特
定
行
為
を
し
た
地
の
都
道
府
県
名
及
び
特
定
行
為
を
し
た
年
月
日

前
条
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
。

一
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
免
許
証
番
号

三
　
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
日
前
の
直
近
に
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
免
許
証
番
号

四
　
交
通
事
故
の
状
況
及
び
違
反
行
為
等
の
種
別
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五
　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
地
の
都
道
府
県
名
及
び
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
年
月
日

（
仮
免
許
の
取
消
し
）

第
三
十
一
条
の
四
　
公
安
委
員
会
は
、
仮
免
許
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
に
別
記
様
式
第
十
九
の
四
の
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
免
許
関
係
事
務
の
委
託
）

第
三
十
一
条
の
四
の
二
　
法
第
百
八
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
は
、
免
許
関
係
事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
法
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
免
許
関
係
事
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
免
許
関
係
事
務
の
実
施
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
が
当
該
免
許
関
係
事
務
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数
以
上
置
か
れ
て
い
る
法

人
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

第
三
十
一
条
の
四
の
三
　
令
第
四
十
条
の
二
第
一
号
ニ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
委
託
契
約
金
額

二
　
委
託
契
約
代
金
の
支
払
の
時
期
及
び
方
法

三
　
受
託
法
人
の
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

四
　
そ
の
他
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
の
方
法
）

第
三
十
一
条
の
四
の
四
　
令
第
四
十
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
受
託
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二
　
委
託
に
係
る
免
許
関
係
事
務
の
内
容

三
　
委
託
に
係
る
免
許
関
係
事
務
を
処
理
す
る
場
所

第
六
章
　
自
動
車
教
習
所

（
自
動
車
教
習
所
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
五
　
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
四
の
二
の
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
九
十
八
条
第
二
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
者
が
設
置
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

ロ
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
、
住
所
、
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

ハ
　
管
理
者
の
氏
名
、
住
所
、
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

二
　
届
出
者
が
管
理
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
氏
名
、
住
所
、
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

ロ
　
設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
役
員
の
氏
名
、
住
所
、
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

ハ
　
管
理
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
及
び
生
年
月
日

３
　
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
自
動
車
教
習
所
の
設
置
者
又
は
管
理
者
は
、
当
該
自
動
車
教
習
所
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
、
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
廃
止
又
は

変
更
の
年
月
日
、
変
更
に
係
る
事
項
及
び
廃
止
又
は
変
更
の
事
由
を
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
等
）

第
三
十
一
条
の
六
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
自
動
車
教
習
所
の
設
置
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
定
期
的
に
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
又
は
知
識
の
教
習
を
行
う
職
員
に
関
す
る
事
項

二
　
当
該
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
又
は
知
識
の
教
習
の
た
め
の
設
備
に
関
す
る
事
項

三
　
当
該
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
又
は
知
識
の
教
習
の
科
目
、
時
間
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

２
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
自
動
車
教
習
所
の
設
置
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
コ
ー
ス
の
種
類
、
形
状
及
び
構
造
の
基
準
）

第
三
十
二
条
　
令
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
の
種
類
に
関
す
る
基
準
は
、
別
表
第
三
の
一
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
令
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
の
形
状
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準
は
、
別
表
第
三
の
二
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
教
習
の
時
間
及
び
方
法
）

第
三
十
三
条
　
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
教
習
の
科
目
及
び
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
教
習
（
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
の
教
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
四
の
一
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

二
　
学
科
教
習
（
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識
の
教
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
四
の
二
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。
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２
　
現
に
準
中
型
仮
免
許
又
は
普
通
仮
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
（
次
項
に
お
い
て
「
準
中
型
教
習
」
と
い
う
。
）
又
は
普
通
免
許
に
係
る
教
習
（
次
項
に
お
い
て
「
普
通
教
習
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
、
前
項
及
び
別
表
第
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
学
科
（
一
）
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
現
に
準
中
型
教
習
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
準
中
型
教
習
に
代
え
て
普
通
教
習
を
受
け
る
場
合
に
は
、
第
一
項
及
び
別
表
第
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
教
習
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

普
通
教
習
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
準
中
型
教
習
を
始
め
た
日
に
普
通
教
習
を
始
め
た
も
の
と
す
る
。

４
　
現
に
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
大
型
二
輪
教
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
大
型
二
輪
教
習
に
代
え
て
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
二
輪
教
習
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
場
合
に
は
、
第
一
項
及
び
別
表
第
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
二
輪
教
習
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
普
通
二
輪
教
習
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
大
型
二
輪

教
習
を
始
め
た
日
に
普
通
二
輪
教
習
を
始
め
た
も
の
と
す
る
。

５
　
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
方
法
の
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
教
習
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ
　
あ
ら
か
じ
め
教
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
教
習
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
当
該
教
習
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
（
当
該
教
習
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
（
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種

免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
型
第
二
種
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
中
型
第
二
種
免
許
又
は
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
普
通
第
二
種
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
限
る
も
の

と
し
、
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
教
習
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
自
動
車
（
法
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
教
習
に
係
る
免
許
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
表
の
区
分
に
従
い
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
又
は
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
教
習
に
係
る
免
許

に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
表
の
区
分
に
従
い
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
及
び
ヨ
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
模
擬
運
転
装
置
（
以
下
「
模
擬
運
転
装
置
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
教
習
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
応
用
走
行
の
う
ち
、
自
動
車
又
は
模
擬
運
転
装
置
以
外
の
方
法
に
よ
り
こ

れ
ら
の
方
法
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
自
動
車
（
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
除
く
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
教
習
（
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
無
線
指
導
装
置
（
以
下
「
無
線
指
導
装
置
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
教
習
を
除
く
。
）

は
、
単
独
教
習
（
自
動
車
に
よ
る
教
習
の
う
ち
、
当
該
自
動
車
に
、
教
習
指
導
員
の
ほ
か
、
教
習
を
受
け
る
者
一
人
の
み
が
乗
車
し
て
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
大
型

免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
応
用
走
行
の
う
ち
、
複
数
教
習
（
自
動
車
に
よ
る
教
習
の
う
ち
、
当
該
自
動
車
に
、
教
習
指
導
員
の
ほ

か
、
教
習
を
受
け
る
者
二
人
又
は
三
人
が
乗
車
し
て
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
単
独
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
習

に
つ
い
て
は
、
複
数
教
習
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
模
擬

運
転
装
置
で
あ
つ
て
、
当
該
模
擬
運
転
装
置
に
よ
る
教
習
効
果
が
道
路
に
お
け
る
自
動
車
に
よ
る
教
習
効
果
と
同
等
で
あ
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ヘ
　
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
応
用
走
行
に
つ
い
て
は
、
二
時
限
（
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
時
限
）
、

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
。

ト
　
ヘ
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
は
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
応
用
走
行
に
つ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習
時
間
は
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
は
一
時
限
を
、
応
用

走
行
に
つ
い
て
は
三
時
限
を
超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
は
、
応
用
走
行

に
つ
い
て
の
み
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習
時
間
は
三
時
限
を
超
え
な
い
こ
と
。

チ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
模
擬
運
転
装
置
（
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
除
く
。
）
に
よ
る
教
習
は
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
の
み
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習
時

間
は
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
又
は
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
（
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
現
に
普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
一
時
限
を
、
準
中

型
免
許
に
係
る
教
習
（
現
に
普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
三
時
限
を
、
普
通
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
二
時
限
（
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
車
を

Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
普
通
自
動
車
に
限
る
普
通
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
一
時
限
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

リ
　
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
無
線
指
導
装
置
に
よ
る
教
習
は
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
の
み
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習
時
間
は
、
中
型
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
一
時

限
を
、
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
四
時
限
（
現
に
普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
一
時
限
）
を
、
普
通
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
三
時
限
を
超
え
な
い
こ

と
。

ヌ
　
大
型
免
許
又
は
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
中
型
自
動
車
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
大
型
自
動
車
を
使
用
す
る
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
中
型
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ル
　
大
型
免
許
若
し
く
は
大
型
第
二
種
免
許
又
は
中
型
免
許
若
し
く
は
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
準
中
型
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
大
型
自
動
車
又
は
中
型
自
動
車
を
使
用
す
る
教
習
と
同
等
の

教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
準
中
型
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヲ
　
大
型
免
許
若
し
く
は
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
免
許
若
し
く
は
中
型
第
二
種
免
許
又
は
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
普
通
自
動
車
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型

自
動
車
を
使
用
す
る
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
普
通
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ワ
　
準
中
型
免
許
に
係
る
教
習
の
う
ち
、
普
通
自
動
車
を
使
用
し
な
け
れ
ば
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
普
通
自
動
車
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
。

カ
　
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
普
通
自
動
二
輪
車
又
は
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
、
普
通
二
輪
免
許
（
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
除
く

。
）
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
小
型
二
輪
車
又
は
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
、
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
一
般
原
動
機
付
自
転
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
　
教
習
を
受
け
る
者
一
人
に
対
す
る
一
日
の
教
習
時
間
は
、
三
時
限
（
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
（
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
教
習
に
用
い
ら

れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
一
種
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
も
の
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二
時
限
）
を
超
え
な
い
こ
と
（
一
日
に
三
時
限
の
教
習
を
行
う
場
合
は
、
連
続
し
て
三
時
限
の
教
習
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を
行
わ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
応
用
走
行
を
行
う
場
合
及
び
複
数
教
習
又
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
を
二
時
限
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。
）
。

タ
　
ヨ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
二
輪
車
を
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
小
型
二
輪
車
に
限
る
普
通
二
輪
免
許
（
別
表
第
四
に
お
い
て
「
Ａ
Ｔ
小
型
限
定

普
通
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
（
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
免
許
を
除
く
。
）
、
大
型
第
二

種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
、
普
通
第
二
種
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
一
人
に
対
す
る
一

日
の
教
習
時
間
は
、
四
時
限
（
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
あ
つ
て
は
、
三
時
限
）
を
超
え
な
い
こ
と
（
一
日
に
三
時
限
以
上
の
教
習
を
行
う
場
合
は
、
連
続
し
て
三
時
限
の
教
習
を
行
わ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
運
転
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
を
二
時
限
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
日
に
四
時
限
の
教
習
を
行
う
と
き
は
、
二
時
限
目
以
降
の
教
習
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
教
習
の
前
に
一
時
限
に
相
当
す
る

時
間
以
上
の
休
息
時
間
を
置
く
こ
と
。

レ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
応
用
走
行
は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
そ
の
他
道
路
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
交
通

の
妨
害
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
、
又
は
自
動
車
教
習
所
の
コ
ー
ス
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
よ
り
道
路
に
お
い
て
行
う
教
習
と
同
等
の
教
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
教
習
を
行
う
場
合
を
除
き
、
道
路
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ソ
　
レ
の
規
定
に
よ
り
道
路
に
お
い
て
行
う
場
合
を
除
き
、
自
動
車
教
習
所
の
コ
ー
ス
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ツ
　
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
の
最
後
の
教
習
時
限
に
お
い
て
そ
の
教
習
効
果
の
確
認
を
行
い
、
そ
の
成
績
が
良
好
な
者
に
つ
い
て
の
み
応
用
走
行
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許

又
は
普
通
免
許
に
係
る
応
用
走
行
は
、
当
該
確
認
を
行
つ
た
日
の
翌
日
以
後
の
日
に
行
う
こ
と
。

ネ
　
応
用
走
行
の
最
後
の
教
習
時
限
に
お
い
て
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
応
用
走
行
の
教
習
効
果
の
確
認
を
行
い
、
そ
の
成
績
が
良
好
な
者
に
つ
い
て
の
み
教
習
を
修
了
す
る
こ
と
。

ナ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
免
許
を
除
く
。
）
、
大
型
二
輪
免
許
、
普
通
二
輪
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第

二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
応
用
走
行
は
、
学
科
（
一
）
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
。

ラ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
、
普
通
二
輪
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
九
月
以
内
に
、
そ
の
他
の
自
動
車
に
つ

い
て
の
教
習
に
あ
つ
て
は
三
月
以
内
に
修
了
す
る
こ
と
。

ム
　
同
時
に
コ
ー
ス
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
一
台
当
た
り
の
コ
ー
ス
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
専
ら
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
行
う
自
動
車
教
習
所
に
あ
つ
て
は
、
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
下

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
教
習
を
行
う
こ
と
。

二
　
学
科
教
習
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ
　
あ
ら
か
じ
め
教
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
教
習
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
第
一
種
免
許
に
係
る
教
習
は
第
一
種
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
（
準
中
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者

（
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
が
、
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
は
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
（
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
（
免

許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
が
行
う
こ
と
。

ハ
　
教
本
、
視
聴
覚
教
材
、
模
型
等
教
習
に
必
要
な
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
。

ニ
　
応
急
救
護
処
置
に
必
要
な
知
識
の
教
習
（
以
下
「
応
急
救
護
処
置
教
習
」
と
い
う
。
）
は
、
ロ
に
定
め
る
者
で
あ
つ
て
公
安
委
員
会
が
応
急
救
護
処
置
の
指
導
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
も
の
が
行
う
こ
と
と
し
、
か

つ
、
模
擬
人
体
装
置
（
人
体
に
類
似
し
た
形
状
を
有
す
る
装
置
で
あ
つ
て
、
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
そ
の
他
の
応
急
救
護
処
置
に
関
す
る
実
技
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
よ
る
応
急
救
護
処
置
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
自
動
車
教
習
所
の
建
物
そ
の
他
の
設
備
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ヘ
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
免
許
を
除
く
。
）
、
大
型
二
輪
免
許
、
普
通
二
輪
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第

二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
学
科
（
二
）
は
、
技
能
教
習
の
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
。

ト
　
前
号
ラ
に
定
め
る
期
間
内
に
修
了
す
る
こ
と
。

６
　
前
各
項
に
定
め
る
教
習
の
科
目
並
び
に
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
間
及
び
教
習
方
法
の
基
準
に
つ
い
て
の
細
目
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
技
能
検
定
）

第
三
十
四
条
　
技
能
検
定
は
、
卒
業
検
定
及
び
修
了
検
定
に
区
分
し
て
、
当
該
技
能
検
定
に
係
る
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
（
当
該
技
能
検
定
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受

け
て
い
る
者
（
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
型
第
二
種
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
中
型
第
二
種
免
許
又
は
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二

種
免
許
若
し
く
は
普
通
第
二
種
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
限
る
も
の
と
し
、
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
が
行
う
。

２
　
卒
業
検
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
五
項
第
一
号
ラ
に
定
め
る
期
間
内
に
技
能
教
習
及
び
学
科
教
習
を
修
了
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
教
習
を
修
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
限
り
行
う
こ
と
。

二
　
卒
業
検
定
の
実
施
の
方
法
及
び
合
格
の
基
準
は
、
当
該
卒
業
検
定
に
係
る
免
許
に
係
る
技
能
試
験
の
例
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
卒
業
検
定
に
合
格
し
な
か
つ
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
者
が
更
に
一
時
限
以
上
の
技
能
教
習
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
次
の
卒
業
検
定
を
行
わ
な
い
こ
と
。

３
　
修
了
検
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
五
項
第
一
号
ラ
に
定
め
る
期
間
内
に
お
い
て
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
の
技
能
教
習
並
び
に
学
科
（
一
）
の
学
科
教
習
を
修
了
し
た
者
に
限
り
行
う
こ
と
。

二
　
修
了
検
定
の
実
施
の
方
法
及
び
合
格
の
基
準
は
、
仮
免
許
に
係
る
技
能
試
験
の
例
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
修
了
検
定
に
合
格
し
な
か
つ
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
者
が
更
に
一
時
限
以
上
の
技
能
教
習
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
次
の
修
了
検
定
を
行
わ
な
い
こ
と
。
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四
　
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
が
仮
免
許
を
受
け
た
後
に
令
第
三
十
九
条
の
三
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
基
準
に
該
当
し
て
当
該
仮
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
更
に
前
条
第
五
項
第
一
号
ラ
に
定
め
る

期
間
内
に
、
そ
の
者
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
又
は
知
識
の
修
得
状
況
に
応
じ
た
三
時
限
以
上
の
技
能
教
習
及
び
一
時
限
以
上
の
学
科
教
習
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
次
の
修
了
検
定
を
行
わ
な
い
こ
と
。

（
卒
業
証
明
書
の
発
行
等
）

第
三
十
四
条
の
二
　
法
第
九
十
九
条
の
五
第
五
項
前
段
に
規
定
す
る
卒
業
証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
の
発
行
は
、
卒
業
証
明
書
に
あ
つ
て
は
卒
業
検
定
に
合
格
し
た
者
に
、
修
了
証
明
書
に
あ
つ
て
は
修
了
検
定
に
合
格
し
た
者
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
九
十
九
条
の
五
第
五
項
前
段
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
卒
業
証
明
書
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
十
九
の
五
、
修
了
証
明
書
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
十
九
の
六
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
法
第
九
十
九
条
の
五
第
五
項
後
段
に
規
定
す
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
旨
の
証
明
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
当
該
技
能
検
定
を
行
つ
た
技
能
検
定
員
が
記
名
押
印
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
技
能
検
定
に
係
る
免
許
の
種
類

二
　
技
能
検
定
の
種
別

三
　
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

四
　
技
能
検
定
の
年
月
日

五
　
技
能
検
定
に
用
い
た
自
動
車
の
種
類

六
　
証
明
を
行
つ
た
年
月
日

（
指
定
前
に
お
け
る
教
習
の
基
準
）

第
三
十
四
条
の
三
　
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
教
習
の
科
目
及
び
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

二
　
技
能
教
習
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
三
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
当
該
教
習
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
前
技
能
教
習
指
導
員
」
と
、
「
そ

れ
ぞ
れ
大
型
第
二
種
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
、
か
つ
、
大
型
第
二
種
免
許
」
と
、
「
に
限
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
の

う
ち
か
ら
技
能
教
習
を
行
う
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
を
い
う
。
」
と
、
同
号
ニ
中
「
教
習
指
導
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
前
技
能
教
習
指
導
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
　
学
科
教
習
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
三
条
第
五
項
第
二
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
第
一
種
免
許
に
係
る
教
習
は
第
一
種
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
（
準
中
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
が
、
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
は
第
二
種
免

許
に
係
る
教
習
指
導
員
」
と
あ
る
の
は
「
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
は
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け

た
者
」
と
、
同
号
ニ
中
「
ロ
に
定
め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
（
大
型
第
二
種
免
許
、

中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
ロ
に
定
め
る
者
に
限
る
。
）
」
と
、
同
号
ト
中
「
前
号
ラ
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条

の
三
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
五
項
第
一
号
ラ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
定
め
る
教
習
の
科
目
並
び
に
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
間
及
び
教
習
方
法
の
基
準
に
つ
い
て
の
細
目
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
指
定
前
に
お
け
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
対
す
る
技
能
試
験
）

第
三
十
四
条
の
四
　
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
試
験
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
第
二
十
四
条
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二
号
（
第
一
種
免
許
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
定
め
る
成
績
と
す
る
。

（
申
請
の
手
続
）

第
三
十
五
条
　
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
た
別
記
様
式
第
二
十
の
指
定
申
請
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
管
理
者
、
技
能
検
定
員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
及
び
教
習
指
導
員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

二
　
技
能
検
定
員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
及
び
教
習
指
導
員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

三
　
コ
ー
ス
の
敷
地
並
び
に
コ
ー
ス
の
種
類
、
形
状
及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

四
　
建
物
そ
の
他
の
設
備
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

五
　
備
付
け
自
動
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
模
擬
運
転
装
置
（
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
除
く
。
）
及
び
無
線
指
導
装
置
一
覧
表

六
　
教
材
一
覧
表

七
　
教
習
計
画
書
（
教
習
の
科
目
、
教
習
時
間
、
教
習
方
法
等
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
）

八
　
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

（
変
更
の
届
出
）

第
三
十
六
条
　
指
定
自
動
車
教
習
所
の
設
置
者
又
は
管
理
者
は
、
前
条
の
指
定
申
請
書
（
添
付
書
類
を
含
む
。
）
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
変
更

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
第
三
十
一
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
指
定
書
等
）

第
三
十
七
条
　
公
安
委
員
会
は
、
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
定
を
し
た
と
き
は
別
記
様
式
第
二
十
一
の
指
定
書
を
交
付
し
、
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
別
記
様
式
第
二
十
一
の
二
の
指
定
取
消
通
知
書
に
よ
り

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
指
定
自
動
車
教
習
所
の
設
置
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
じ
、
又
は
監
督
上
必
要
な
命
令
を
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
命
令
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
卒
業
証
明
書
若
し
く
は
修
了
証
明
書
の
発
行
を
禁
止
し
た
と
き
、
又
は
当
該
処
分
に
係
る
期
間
を
延
長
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
二
の
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
七
章
　
国
際
運
転
免
許
証
及
び
外
国
運
転
免
許
証
並
び
に
国
外
運
転
免
許
証

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
三
十
七
条
の
二
　
法
第
百
七
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
臨
時
適
性
検
査
）

第
三
十
七
条
の
二
の
二
　
第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
百
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
国
際
運
転
免
許
証
又
は
外
国
運
転
免
許
証
（
以
下
「
国
際
運
転
免
許
証
等
」
と
い
う
。
）
を
所
持
す
る
者
に
つ
い
て
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
つ
た
結
果
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
じ
た
と
き
は
、
別
記
様
式

第
二
十
二
の
三
の
命
令
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
）

第
三
十
七
条
の
三
　
法
第
百
七
条
の
五
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分
移
送
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
処
分
に
係
る
事
項
等
の
記
載
方
法
）

第
三
十
七
条
の
四
　
法
第
百
七
条
の
五
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
処
分
に
係
る
事
項
の
記
載
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
際
運
転
免
許
証
で
道
路
交
通
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
附
属
書
九
の
様
式
に
合
致
し
た
も
の
（
以
下
「
附
属
書
九
の
国
際
運
転
免
許
証
」
と
い
う
。
）
　
附
属
書
九
の
国
際
運
転
免
許
証
の
外
側
の
ペ
ー
ジ
中

欄
に
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
五
の
運
転
禁
止
処
分
票
を
は
り
付
け
て
、
当
該
処
分
票
に
当
該
処
分
票
の
記
載
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

二
　
国
際
運
転
免
許
証
で
条
約
附
属
書
十
の
様
式
に
合
致
し
た
も
の
（
以
下
「
附
属
書
十
の
国
際
運
転
免
許
証
」
と
い
う
。
）
　
附
属
書
十
の
国
際
運
転
免
許
証
の
除
外
欄
に
当
該
欄
の
記
載
事
項
を
記
載
す
る
ほ
か
当
該
欄
の
理
由
を

記
載
す
る
部
分
の
第
二
行
目
に
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
期
間
を
記
載
す
る
こ
と
。

三
　
外
国
運
転
免
許
証
　
外
国
運
転
免
許
証
に
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
五
の
運
転
禁
止
処
分
票
を
は
り
付
け
て
、
当
該
処
分
票
に
当
該
処
分
票
の
記
載
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
百
七
条
の
五
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
の
期
間
を
短
縮
し
た
と
き
の
当
該
処
分
に
係
る
事
項
の
記
載
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
附
属
書
九
の
国
際
運
転
免
許
証
　
附
属
書
九
の
国
際
運
転
免
許
証
に
は
り
付
け
ら
れ
て
い
る
運
転
禁
止
処
分
票
の
期
間
の
欄
の
下
部
に
短
縮
後
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
期
間
を
記
載
す
る
こ
と
。

二
　
附
属
書
十
の
国
際
運
転
免
許
証
　
附
属
書
十
の
国
際
運
転
免
許
証
の
理
由
を
記
載
す
る
部
分
の
第
二
行
目
の
末
尾
に
短
縮
後
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
期
間
を
記
載
す
る
こ
と
。

三
　
外
国
運
転
免
許
証
　
外
国
運
転
免
許
証
に
は
り
付
け
ら
れ
て
い
る
運
転
禁
止
処
分
票
の
期
間
の
欄
の
下
部
に
短
縮
後
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
期
間
を
記
載
す
る
こ
と
。

（
自
動
車
等
の
運
転
の
仮
禁
止
の
通
知
等
）

第
三
十
七
条
の
五
　
警
察
署
長
は
、
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
を
し
た
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
に
別
記
様
式
第
十
九
の
二
の
通
知
書

に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
仮
禁
止
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
等
）

第
三
十
七
条
の
五
の
二
　
法
第
百
七
条
の
五
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
は
、
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
に
係
る
者
に
対
し
、
当
該
処
分
の
内
容
を
口
頭
で
告
知
し
た
上
、
別

記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
処
分
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
七
条
の
五
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
二
の
出
頭
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
三
十
条
の
六
の
規
定
は
、
法
第
百
七
条
の
五
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
際
運
転
免
許
証
等
の
提
出
及
び
保
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
前
条
」
と
あ
る
の

は
、
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
百
七
条
の
五
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
三
第
三
項
の
保
管
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
管
証
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
管
証
の
有
効
期
限

二
　
国
際
運
転
免
許
証
等
の
番
号
、
発
給
年
月
日
、
発
給
地
及
び
発
給
機
関

三
　
国
際
運
転
免
許
証
等
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類

四
　
国
際
運
転
免
許
証
等
を
所
持
す
る
者
の
本
邦
に
お
け
る
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

五
　
保
管
証
を
交
付
し
た
日
時
並
び
に
交
付
し
た
警
察
官
の
所
属
、
階
級
及
び
氏
名

５
　
保
管
証
の
様
式
は
、
国
際
運
転
免
許
証
の
保
管
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
三
と
し
、
外
国
運
転
免
許
証
の
保
管
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

６
　
法
第
百
七
条
の
五
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
五
の
通
知
書
を
送
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
運
転
禁
止
処
分
等
に
つ
い
て
の
報
告
事
項
）

第
三
十
七
条
の
六
　
法
第
百
七
条
の
六
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

報
告
す
る
場
合

事
項

法
第
百
七
条
の
四
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
と
き
。

一
　
通
知
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
通
知
を
し
た
年
月
日

法
第
百
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
法
第
百
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
条
第
十
項

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
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の
規
定
に
よ
り
期
間
を
短
縮
し
た
と
き
、
又
は
警
察
署
長
が
法
第
百
七
条
の
五
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
し
た
と
き
。

二
　
処
分
に
係
る
附
属
書
九
の
国
際
運
転
免
許
証
、
附
属
書
十
の
国
際
運
転
免
許
証
又
は
外
国
運
転
免
許
証
の
別
、

番
号
、
発
給
年
月
日
、
発
給
地
及
び
発
給
機
関

三
　
処
分
に
係
る
国
際
運
転
免
許
証
等
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類

四
　
処
分
の
理
由

五
　
処
分
の
期
日
及
び
処
分
に
係
る
期
間

（
国
外
運
転
免
許
証
の
様
式
）

第
三
十
七
条
の
七
　
法
第
百
七
条
の
七
第
一
項
の
国
外
運
転
免
許
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
七
の
と
お
り
と
す
る
。

（
国
外
運
転
免
許
証
の
交
付
）

第
三
十
七
条
の
八
　
法
第
百
七
条
の
七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

国
外
運
転
免
許
証
の
申
請
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
種
類

国
外
運
転
免
許
証
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許
及
び

け
ん牽

引
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二

種
免
許

国
外
運
転
免
許
証
の
表
紙
二
ペ
ー
ジ
の
裏
（
以
下
「
二
ペ
ー
ジ
裏
」
と
い
う
。
）
の
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
の
各
欄
に

掲
げ
る
種
類
の
自
動
車

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許

二
ペ
ー
ジ
裏
の
Ｂ
、
Ｃ
及
び
Ｄ
の
各
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
自
動
車

普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
及
び

け
ん牽

引
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

二
ペ
ー
ジ
裏
の
Ｂ
及
び
Ｅ
の
各
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
自
動
車

普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

二
ペ
ー
ジ
裏
の
Ｂ
欄
に
掲
げ
る
種
類
の
自
動
車

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

二
ペ
ー
ジ
裏
の
Ａ
欄
に
掲
げ
る
自
動
車
等

（
国
外
運
転
免
許
証
交
付
申
請
書
）

第
三
十
七
条
の
九
　
法
第
百
七
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
八
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
前
項
の
様
式
の
国
外
運
転
免
許
証
交
付
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
を
添
付
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
外
運
転
免
許
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証

二
　
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
顔
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の

（
国
外
運
転
免
許
証
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
指
定
）

第
三
十
七
条
の
十
　
法
第
百
七
条
の
七
第
三
項
の
指
定
は
、
国
外
運
転
免
許
証
の
表
紙
三
ペ
ー
ジ
の
裏
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
又
は
Ｅ
の
欄
に
、
第
三
十
七
条
の
八
の
区
分
に
従
い
、
公
安
委
員
会
の
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
行
な
う
も
の

と
す
る
。

第
八
章
　
講
習

（
講
習
）

第
三
十
八
条
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
（
第
十
七
項
に
お
い
て
「
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
自
動
車
及
び
道
路
の
交
通
に
関
す
る
法
令
の
知
識
そ
の
他
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
知
識
、
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
、
安
全
運
転
管
理
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
等
に
関

し
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
講
習
時
間
は
、
一
回
に
つ
き
、
そ
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
規
模
、
運
転
の
管
理
の
経
験
等
に
応
じ
、
安
全
運
転
管
理
者
に
対
し
て
は
六
時
間
以
上
十
時
間
以
下
、
副
安
全
運
転
管
理
者

に
対
し
て
は
四
時
間
以
上
八
時
間
以
下
と
す
る
こ
と
。

２
　
取
消
処
分
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
及
び
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
運
転
適
性
検
査
器
材
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
コ
ー
ス
若
し
く
は
道
路
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
又
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
検
査
、
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
、
筆
記
又
は
口
頭
に
よ
る
検
査
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転

に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
く
個
別
的
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
講
習
時
間
は
、
十
三
時
間
と
す
る
こ
と
。

３
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
並
び
に
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
運
転
適
性
検
査
器
材
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
コ
ー
ス
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
若
し
く
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
検
査
、
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
又
は
筆
記

に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ
く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
免
許
の
保
留
若
し
く
は
効
力
の
停
止
の
期
間
又
は
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
免
許
の
保
留
等
の
期
間
」
と
い
う
。
）
に
応
じ
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
行
う
こ
と
。
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免
許
の
保
留
等
の
期
間

時
間

四
十
日
未
満

六
時
間

四
十
日
以
上
九
十
日
未
満

十
時
間

九
十
日
以
上

十
二
時
間

六
　
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
免
許
を
保
留
さ
れ
、
若
し
く
は
免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
日
又
は
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
そ
の
免
許
の
保
留
等
の
期
間
の
二
分
の
一
の
期
間
を
経
過
し
な
い
間

に
お
い
て
終
了
す
る
よ
う
に
行
う
こ
と
。

４
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
に
区
分
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る

講
習
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
準
中
型
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、
現
に
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
講
習
は
、
同
表
の
準
中
型
免
許
の
項

第
三
欄
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
講
習
事
項
（
同
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
自
動
車
（
専
ら
貨
物
を
運
搬
す
る
構
造
の
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
第
四
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

第
一
欄
（
種

類
）

第
二
欄
（
講

習
）

第
三
欄
（
講
習
事
項
）

第
四
欄
（
講
習
方
法
）

大
型
免
許

大
型
車
講
習

一
　
貨
物
自
動
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
夜
間
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能

三
　
路
面
が
凍
結
の
状
態
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
悪
条
件
下
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
運
転
の
危
険
性
に
応
じ
た
貨
物
自
動
車
の
安
全

な
運
転
に
必
要
な
技
能

教
本
、
大
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。
）
、
運
転

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を

用
い
て
行
う
こ
と
。

中
型
免
許

中
型
車
講
習

一
　
貨
物
自
動
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
夜
間
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能

三
　
路
面
が
凍
結
の
状
態
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
悪
条
件
下
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
運
転
の
危
険
性
に
応
じ
た
貨
物
自
動
車
の
安
全

な
運
転
に
必
要
な
技
能

教
本
、
中
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。
）
、
運
転

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を

用
い
て
行
う
こ
と
。

準
中
型
免
許

準
中
型
車
講

習

一
　
貨
物
自
動
車
及
び
普
通
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
を
除
く
。
）
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
及
び
普
通
自
動

車
（
貨
物
自
動
車
を
除
く
。
）
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
夜
間
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能

三
　
路
面
が
凍
結
の
状
態
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
悪
条
件
下
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
運
転
の
危
険
性
に
応
じ
た
貨
物
自
動
車
の
安
全

な
運
転
に
必
要
な
技
能

四
　
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
に
お
け
る
普
通
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

教
本
、
準
中
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。
）
、
運

転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材

を
用
い
て
行
う
こ
と
。

普
通
免
許

普
通
車
講
習

一
　
普
通
自
動
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
に
お
け
る
普
通
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

教
本
、
普
通
自
動
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴

覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
第
一
号
の
表
の
準
中
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
（
同
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
自
動
車
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
四
欄
に
掲
げ
る
講
習
方

法
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
自
動
車
（
同
項
第
三
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
自
動
車
を
除
く
。
）
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
第
一
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
道
路
に
お
け
る
大
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。
）
、
中
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
準
中
型
自
動
車
（
貨
物
自
動
車
に
限
る
。

こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
普
通
自
動
車
（
現
に
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
準
中
型
車
講
習
に
あ
つ
て
は
、
準
中
型
自
動
車
）
又
は
普
通
自
動
車
の
運
転
の
実
習
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
自
動
車
の
運
転
に

関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
次
に
掲
げ
る
第
一
号
の
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
表
第
四
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
自
動
車
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ
　
大
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
（
荷
重
が
貨
物
自
動
車
の
運
転
操
作
に
与
え
る
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
走
行
に
限
る
。
）
　
中
型
自
動
車
又
は
準
中
型
自
動
車

ロ
　
大
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
三
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
　
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車

ハ
　
中
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
（
荷
重
が
貨
物
自
動
車
の
運
転
操
作
に
与
え
る
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
走
行
に
限
る
。
）
　
準
中
型
自
動
車

ニ
　
中
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
三
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
　
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車

ホ
　
準
中
型
免
許
の
項
の
第
三
欄
第
三
号
に
掲
げ
る
講
習
事
項
　
普
通
自
動
車

六
　
講
習
時
間
は
、
大
型
車
講
習
、
中
型
車
講
習
又
は
普
通
車
講
習
に
あ
つ
て
は
四
時
間
、
準
中
型
車
講
習
に
あ
つ
て
は
八
時
間
（
現
に
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
講
習
に
あ
つ
て
は
、
四
時
間
）
と
す
る
こ
と
。

５
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
に
区
分
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る

講
習
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
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第
一
欄
（
種
類
）

第
二
欄
（
講
習
）

第
三
欄
（
講
習
事
項
）

第
四
欄
（
講
習
方
法
）

大
型
二
輪
免
許

大
型
二
輪
車
講
習

一
　
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
大
型
自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
運
転
に
関
す
る
知
識

教
本
、
大
型
自
動
二
輪
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要

な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

普
通
二
輪
免
許

普
通
二
輪
車
講
習

一
　
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

二
　
普
通
自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
運
転
に
関
す
る
知
識

教
本
、
普
通
自
動
二
輪
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要

な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
第
一
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
三
時
間
と
す
る
こ
と
。

６
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
講
習
（
第
十
八
項
に
お
い
て
「
原
付
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
一
般
原
動
機
付
自
転
車
の
操
作
方
法
及
び
走
行
方
法
並
び
に
安
全
運
転
に
必
要
な
知
識
等
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
一
般
原
動
機
付
自
転
車
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
一
般
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
三
時
間
と
す
る
こ
と
。

７
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

イ
　
旅
客
自
動
車
の
運
転
に
係
る
危
険
の
予
測
そ
の
他
の
旅
客
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識

ロ
　
夜
間
に
お
け
る
旅
客
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能

ハ
　
路
面
が
凍
結
の
状
態
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
悪
条
件
下
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
運
転
の
危
険
性
に
応
じ
た
旅
客
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
技
能

ニ
　
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
が
旅
客
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
旅
客
自
動
車
の
安
全
な
運
転
そ
の
他
の
交
通
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

二
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
に
区
分
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

第
一
欄
（
種
類
）

第
二
欄
（
講
習
）

第
三
欄
（
講
習
方
法
）

大
型
第
二
種
免
許

大
型
旅
客
車
講
習

教
本
、
乗
車
定
員
三
〇
人
以
上
の
バ
ス
型
の
大
型
自
動
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

中
型
第
二
種
免
許

中
型
旅
客
車
講
習

教
本
、
乗
車
定
員
一
一
人
以
上
二
九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

普
通
第
二
種
免
許

普
通
旅
客
車
講
習

教
本
、
普
通
自
動
車
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
第
二
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
道
路
に
お
け
る
乗
車
定
員
三
十
人
以
上
の
バ
ス
型
の
大
型
自
動
車
、
乗
車
定
員
十
一
人
以
上
二
十
九
人
以
下
の
バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
旅
客
を
運

送
す
る
目
的
で
の
運
転
の
実
習
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
大
型
旅
客
車
講
習
又
は
中
型
旅
客
車
講
習
に
係
る
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
の
表
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
中
型
自
動
車
若
し
く
は
普
通
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車

を
用
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

六
　
講
習
時
間
は
、
六
時
間
と
す
る
こ
と
。

七
　
講
習
を
受
け
る
者
一
人
に
対
し
自
動
車
の
運
転
又
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
使
用
に
よ
る
講
習
を
行
う
時
間
は
、
一
日
に
三
時
間
を
超
え
な
い
こ
と
。

８
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
に
区
分
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る

時
間
行
う
こ
と
。

第
一
欄
（
種
類
）

第
二
欄
（
講
習
）

第
三
欄
（
講
習
事
項
）

第
四
欄
（
時
間
）

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二

輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）

一
　
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
及
び
止
血
に
必
要
な
知
識

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
応
急
救
護
処
置
に
必
要
な
知
識

三
時
間

大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）

一
　
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
止
血
、
被
覆
及
び
固
定
に
必
要
な
知
識

二
　
外
傷
、
熱
傷
そ
の
他
の
交
通
事
故
に
係
る
傷
病
者
の
負
傷
等
の
状
態
に
応
じ
た
対
応
に
必
要
な
知
識

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
応
急
救
護
処
置
に
必
要
な
知
識

六
時
間

二
　
公
安
委
員
会
が
応
急
救
護
処
置
の
指
導
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
の
指
導
に
よ
り
行
う
こ
と
。

三
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
模
擬
人
体
装
置
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
模
擬
人
体
装
置
に
よ
る
応
急
救
護
処
置
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

９
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
講
習
（
第
十
七
項
に
お
い
て
「
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
各
々
の
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
（
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
教
習
指
導
員
及
び
技
能
検
定
員
並
び
に
卒
業
証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
の
発
行
に
関
し
監
督
的
な
地
位
に
あ
り
、
か
つ
、
管
理
者
を
直
接
に
補
佐
す
る
職
員
（
次

号
に
お
い
て
「
管
理
者
を
直
接
に
補
佐
す
る
職
員
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
、
お
お
む
ね
一
年
ご
と
に
一
回
行
う
こ
と
。
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二
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
同
表
の
第
四
欄

に
掲
げ
る
時
間
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
が
教
習
指
導
員
で
あ
り
、
か
つ
、
技
能
検
定
員
で
あ
る
と
き
は
、
教
習
指
導
員
又
は
技
能
検
定
員
の
い
ず
れ
か
に
対
す
る
講
習
を
行
う
こ
と
を

も
つ
て
足
り
る
。

第
一
欄
（
区
分
）

第
二
欄
（
講
習
事
項
）

第
三
欄
（
講
習
方
法
）

第
四
欄
（
時
間
）

教
習
指
導
員

一
　
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
そ
の
他
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識

二
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
等
に
つ
い
て
の
知
識

三
　
教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

四
　
教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

五
　
技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

六
　
学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能

教
本
、
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必

要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

九
時
間
以
上
十
一
時
間
以
下

技
能
検
定
員

一
　
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項

二
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
等
に
つ
い
て
の
知
識

三
　
技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

四
　
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

五
　
技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

六
　
自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

教
本
、
自
動
車
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ

と
。

十
時
間
以
上
十
二
時
間
以
下

管
理
者
を
直
接
に
補
佐

す
る
職
員

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
そ
の
他
自
動
車
教
習
所
の
管
理
に
関
す
る
知
識

教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

六
時
間
以
上
七
時
間
以
下

三
　
教
習
指
導
員
又
は
技
能
検
定
員
に
対
す
る
講
習
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
教
習
又
は
技
能
検
定
に
係
る
免
許
の
種
類
及
び
教
習
又
は
技
能
検
定
の
経
験
の
別
に
応
じ
、
学
級
を
編
成
し
て
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

10
　
初
心
運
転
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

四
　
道
路
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
の
実
習
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
実
技
訓
練
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
講
習
時
間
は
、
七
時
間
（
原
付
免
許
に
係
る
初
心
運
転
者
講
習
に
あ
つ
て
は
、
四
時
間
）
と
す
る
こ
と
。

11
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
定
め
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
第
三
欄
に
定
め
る
講
習
方
法
に
よ
り
、
同
表
の
第
四
欄
に
定
め
る
時
間
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
講
習
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
が
法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
違
反
運
転
者
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
運
転
者
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
同
項
の
表
の
備
考
一
の
４
に
規
定
す
る
当
該
期
間
が
五
年
未
満
で
あ
る
者
に
該
当
す
る

も
の
（
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
そ
の
者
の
講
習
は
、
次
の
表
の
二
の
項
第
二
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
項
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
方
法
に
よ

り
、
同
項
第
四
欄
に
掲
げ
る
時
間
行
う
こ
と
。

第
一
欄
（
区
分
）

第
二
欄
（
講
習
事
項
）

第
三
欄
（
講
習
方
法
）

第

四

欄

（
時
間
）

一
　
優
良
運
転
者
に
対
す
る
講
習

一
　
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
知
識

教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
十
分

二
　
一
般
運
転
者
に
対
す
る
講
習

一
　
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
知
識

四
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性

一
　
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
筆
記
に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ

く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
時
間

三
　
違
反
運
転
者
等
（
令
第
三
十
三
条

の
七
第
二
項
の
基
準
に
該
当
す
る
者

及
び
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
者
に
限
る
。
）
に
対
す
る
講
習

一
　
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
必
要
な
知
識

四
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
及
び
技
能

一
　
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
に
関
す
る
討
議
及
び
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
筆
記
に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ

く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
時
間
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四
　
三
の
項
に
規
定
す
る
違
反
運
転
者

等
以
外
の
違
反
運
転
者
等
に
対
す
る

講
習

一
　
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態

二
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

四
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
及
び
技
能

一
　
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
に
習
熟
さ
せ
る
た
め
の
演
習
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ

と
。

三
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
筆
記
に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ

く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
時
間

二
　
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
年
齢
及
び
そ
の
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
種
類
の
別
に
応
じ
、
学
級
を
編
成
し
て
行
う
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

12
　
高
齢
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
身
体
の
機
能
の
状
況
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
並
び
に
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知

識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
普
通
自
動
車
、
運
転
適
性
検
査
器
材
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
コ
ー
ス
又
は
道
路
に
お
け
る
普
通
自
動
車
の
運
転
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
検
査
及
び
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
（
法
第
七
十
一
条
の
五
第
三
項
に
規

定
す
る
普
通
自
動
車
対
応
免
許
（
次
号
に
お
い
て
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
」
と
い
う
。
）
以
外
の
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
者
及
び
令
第
三
十
四
条
の
三
第
四
項
又
は
第
三
十
七
条
の
六
の
三
の
基
準
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
講

習
に
あ
つ
て
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
）
に
よ
る
も
の
に
基
づ
く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
二
時
間
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
以
外
の
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
者
及
び
令
第
三
十
四
条
の
三
第
四
項
又
は
第
三
十
七
条
の
六
の
三
の
基
準
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
講
習
に
あ
つ
て
は
、
一
時
間
）
と
す
る
こ

と
。

13
　
違
反
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
並
び
に
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態
そ
の
他
の
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

一
　
違
反
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
選
択
に
よ

り
、
運
転
者
の
資
質
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
し
て

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
活
動
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
活
動
」
と
い
う
。
）
を
体
験
さ
せ
る

場
合

一
　
教
本
、
運
転
適
性
検
査
器
材
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
活
動
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
又
は
筆
記
に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ
く
指
導
を
含
む
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
一
以
外
の
場
合

一
　
教
本
、
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
運
転
適
性
検
査
器
材
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
で
コ
ー
ス
若
し
く
は
道
路
に
お
け
る
自
動
車
等
の
運
転
若
し
く
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
を
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
検
査
、
運
転
適
性
検
査
器
材
を
用
い
た
検
査
又
は
筆
記
に
よ
る
検
査
に
よ
る
も
の
に
基
づ
く
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
講
習
時
間
は
、
六
時
間
と
す
る
こ
と
。

14
　
若
年
運
転
者
講
習
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
及
び
自
動
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
普
通
自
動
車
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
コ
ー
ス
又
は
道
路
に
お
け
る
普
通
自
動
車
の
運
転
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
検
査
、
筆
記
又
は
口
頭
に
よ
る
検
査
そ
の
他
の
自
動
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
く
個
別
的
指
導
を
含
む
も
の
で
あ

る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
九
時
間
と
す
る
こ
と
。

15
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
並
び
に
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態
そ
の
他
の
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要

な
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
く
個
別
的
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
三
時
間
と
す
る
こ
と
。

16
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
並
び
に
道
路
交
通
の
現
状
及
び
交
通
事
故
の
実
態
そ
の
他
の
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
い
、
か
つ
、
そ
の
方
法
は
、
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

三
　
自
転
車
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
く
個
別
的
指
導
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
講
習
時
間
は
、
三
時
間
と
す
る
こ
と
。

17
　
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
又
は
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
を
行
う
旨
の
通
知
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記
様
式
第
二
十
二
の
九
又
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
通
知
書
を
送
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

18
　
公
安
委
員
会
は
、
第
四
項
第
一
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
大
型
車
講
習
、
中
型
車
講
習
、
準
中
型
車
講
習
若
し
く
は
普
通
車
講
習
、
第
五
項
第
一
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
大
型
二
輪
車
講
習
若
し
く
は
普
通
二
輪
車
講
習
、

原
付
講
習
、
第
七
項
第
二
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
大
型
旅
客
車
講
習
、
中
型
旅
客
車
講
習
若
し
く
は
普
通
旅
客
車
講
習
、
第
八
項
第
一
号
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
若
し
く
は
応
急
救
護
処
置
講
習
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（
二
）
又
は
高
齢
者
講
習
を
終
了
し
た
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
二
の
大
型
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
二
の
二
の
中
型
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の

十
の
二
の
三
の
準
中
型
車
講
習
終
了
証
明
書
若
し
く
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
二
の
四
の
普
通
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
三
の
大
型
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書
若
し
く
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の

三
の
二
の
普
通
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
四
の
原
付
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
五
の
大
型
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
五
の
二
の
中
型
旅
客
車
講

習
終
了
証
明
書
若
し
く
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
五
の
三
の
普
通
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
六
の
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書
若
し
く
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
六
の
二
の
応

急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書
又
は
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
の
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
又
は
ホ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
講
習
を
終
了
し

た
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
当
該
講
習
を
終
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
講
習
の
委
託
）

第
三
十
八
条
の
三
　
法
第
百
八
条
の
二
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
そ
の
他
の
者
で
、
講
習
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切

な
組
織
、
設
備
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
講
習
に
つ
い
て
は
、
当
該
講
習
に
お
け
る
指
導
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
も
の
が
当
該
講
習
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数
以
上
置
か
れ
て
い
る
者
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
初
心
運
転
者
講
習
通
知
書
）

第
三
十
八
条
の
四
　
法
第
百
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
初
心
運
転
者
講
習
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
初
心
運
転
者
講
習
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
等
に
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
百
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
な
い

こ
と
に
つ
い
て
令
第
四
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
公
安
委
員

会
（
指
定
講
習
機
関
（
法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
講
習
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
指
定
講
習
機
関
）
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
違
反
者
講
習
通
知
書
）

第
三
十
八
条
の
四
の
二
　
法
第
百
八
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
違
反
者
講
習
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
違
反
者
講
習
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
等
に
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
百
八
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
違
反
者
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
に

つ
い
て
令
第
三
十
七
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
違
反
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
公
安
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
若
年
運
転
者
講
習
通
知
書
）

第
三
十
八
条
の
四
の
二
の
二
　
法
第
百
八
条
の
三
の
三
に
規
定
す
る
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
若
年
運
転
者
講
習
通
知
書
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
若
年
運
転
者
講
習
通
知
書
を
送
付
す
る
と
き
は
、
配
達
証
明
郵
便
等
に
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
が
一
月
と
な
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
な
い
こ

と
に
つ
い
て
令
第
三
十
七
条
の
十
一
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
も
の
は
、
特
定
日
後
に
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
書
類
を
公
安
委

員
会
（
指
定
講
習
機
関
が
行
う
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
指
定
講
習
機
関
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
通
知
事
務
の
委
託
）

第
三
十
八
条
の
四
の
三
　
法
第
百
八
条
の
三
の
四
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
は
、
講
習
通
知
事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
法
人
と
す
る
。

（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
等
の
受
講
命
令
の
方
法
）

第
三
十
八
条
の
四
の
四
　
法
第
百
八
条
の
三
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
三
の
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
八
条
の
三
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
四
の
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
等
の
受
講
命
令
等
に
つ
い
て
の
報
告
事
項
）

第
三
十
八
条
の
四
の
五
　
法
第
百
八
条
の
三
の
六
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

報
告
す
る
場
合

事
項

法
第
百
八
条
の
三
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
。

一
　
命
令
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
命
令
の
理
由

三
　
命
令
を
し
た
年
月
日

四
　
命
令
に
係
る
期
間

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
（
法
第
百
八
条
の
三
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
自

転
車
危
険
行
為
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
転
車
危
険
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
と
き
。

一
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
又
は
自
転
車
危
険
行
為
を
し
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
又
は
自
転
車
危
険
行
為
の
種
別

三
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
又
は
自
転
車
危
険
行
為
を
し
た
地
の
都
道
府
県
名
及
び
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
危
険
行
為
又

は
自
転
車
危
険
行
為
を
し
た
年
月
日
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特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
又
は
自
転
車
運
転
者
講
習
を
受
け
た
と
き
。

一
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
又
は
自
転
車
運
転
者
講
習
を
受
け
た
者
の
本
籍
又
は
国
籍
等
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び

性
別

二
　
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
運
転
者
講
習
又
は
自
転
車
運
転
者
講
習
を
受
け
た
年
月
日

第
八
章
の
二
　
雑
則

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
に
係
る
報
告
等
）

第
三
十
八
条
の
四
の
六
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
行
う
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
定
期
的
に
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
に
お
い
て
指
導
を
行
う
者
に
関
す
る
事
項

二
　
当
該
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
に
関
す
る
事
項
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

２
　
公
安
委
員
会
は
、
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
行
う
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
係
る
報
告
等
）

第
三
十
八
条
の
四
の
七
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
運

転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
に
お
い
て
指
導
を
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
従
事
す
る
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
方
法
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
者
に
対
す
る
通
知
）

第
三
十
八
条
の
五
　
法
第
百
八
条
の
三
十
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
車
両
等
の
使
用
者
に
対
し
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
二
の
通
知
書
を
、
同
条
に
規
定
す
る
行
政
庁
に
対
し
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
三
の
通
知
書
を
送
付
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
保
管
証
の
様
式
）

第
三
十
八
条
の
六
　
法
第
百
九
条
第
一
項
の
保
管
証
の
様
式
は
、
免
許
証
の
保
管
に
係
る
保
管
証
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
三
と
し
、
国
際
運
転
免
許
証
の
保
管
に
係
る
保
管
証
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
四
と
し
、
外
国
運

転
免
許
証
の
保
管
に
係
る
保
管
証
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
四
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
交
通
情
報
の
提
供
）

第
三
十
八
条
の
七
　
法
第
百
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
通
情
報
の
提
供
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
聞
紙
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
交
通
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

二
　
電
話
に
よ
る
照
会
に
応
じ
、
交
通
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

三
　
交
通
情
報
板
、
路
側
通
信
設
備
、
光
ビ
ー
コ
ン
（
赤
外
線
に
よ
り
双
方
向
通
信
を
行
う
た
め
の
設
備
で
交
通
情
報
を
提
供
す
る
も
の
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
交
通
情
報
提
供
施
設
を
用
い
て
、
交
通
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
百
九
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
道
路
の
交
通
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と
円
滑
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
、

同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
交
通
情
報
の
提
供
に
係
る
事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
、
設
備
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
交
通
情
報
提
供
事
業
の
届
出
）

第
三
十
八
条
の
八
　
法
第
百
九
条
の
三
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
二
十
四
の
三
の
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
百
九
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
事
業
の
開
始
年
月
日

二
　
交
通
情
報
を
提
供
す
る
道
路

三
　
予
測
の
方
法

四
　
提
供
す
る
交
通
情
報
の
種
類
及
び
内
容

五
　
交
通
情
報
の
提
供
先
が
こ
れ
を
用
い
て
交
通
情
報
を
提
供
す
る
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
、
交
通
情
報
の
提
供
の
方
法

並
び
に
第
二
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
事
項

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
百
九
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
変
更
の
日
の
十
日
前
ま
で

に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
が
指
示
を
行
う
全
国
的
な
幹
線
道
路
）

第
三
十
九
条
　
令
第
四
十
二
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
第
二
号
の
一
般
国
道
と
す
る
。

（
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
二
　
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
が
第
一
条
第
一
項
に
定
め
る
基
準
（
令
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
歩
行
補
助
車
等
で
原
動
機
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に

定
め
る
基
準
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
家
公
安
委
員
会
に
提
出
し
、
か
つ
、
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
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二
　
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
名
称
及
び
型
式

三
　
製
作
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

４
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
諸
元
、
外
観
等
当
該
型
式
の
内
容
に
関
す
る
事
項

二
　
製
作
方
法
、
検
査
方
法
等
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
に
お
け
る
均
一
性
を
明
ら
か
に
す
る
事
項

三
　
第
一
項
の
認
定
に
必
要
な
当
該
型
式
に
つ
い
て
の
試
験
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
を
有
す
る
法
人
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
も
の
が
行
う
当
該
型
式
に
つ
い
て
の
試
験
の
結
果
及
び
そ
の
意
見

５
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
に
係
る
型
式
認
定
番
号
を
指
定
す
る
。

６
　
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
型
式
認
定
番
号
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
国
家
公
安
委
員
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
。

二
　
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
又
は
販
売
を
や
め
た
と
き
。

三
　
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
に
お
け
る
均
一
性
を
確
保
で
き
な
い
事
情
が
生
じ
た
と
き
。

８
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
型
式
の
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
に
お
け
る
均
一
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
　
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
虚
偽
の
型
式
認
定
番
号
の
表
示
を
し
た
と
き
。

（
原
動
機
を
用
い
る
軽
車
両
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
二
の
二
　
原
動
機
を
用
い
る
軽
車
両
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
原
動
機
を
用
い
る
軽
車
両
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
原
動
機
を
用
い
る
軽
車
両
が
第
一
条
の
二
の
三
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
前
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
軽
車
両
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
人
の
力
を
補
う
た
め
原
動
機
を
用
い
る
自
転
車
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
三
　
人
の
力
を
補
う
た
め
原
動
機
を
用
い
る
自
転
車
（
以
下
「
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
」
と
い
う
。
）
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型
式
に
つ
い
て
国

家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
が
第
一
条
の
三
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
駆
動
補
助
機
付
自
転
車
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
移
動
用
小
型
車
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
四
　
移
動
用
小
型
車
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
移
動
用
小
型
車
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
移
動
用
小
型
車
が
第
一
条
の
四
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
移
動
用
小
型
車
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
五
　
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害
者
用
の
車
が
第
一
条
の
五
第
一
項
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
身
体
障
害
者
用
の
車
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
六
　
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
遠
隔
操
作
型
小
型
車
が
遠
隔
操
作
に
よ
り
通
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
第
一
条
の
六
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
及
び
遠
隔
操
作
型
小
型
車
の
非
常
停
止
装
置
が
第
一
条
の
七
に

定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
遠
隔
操
作
型
小
型
車
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
七
　
自
転
車
の
製
作
、
組
立
て
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
組
み
立
て
、
又
は
販
売
す
る
自
転
車
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
自
転
車
の
大
き
さ
及
び
構
造
が
第
九
条
の
二
の
二
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
当
該
自
転
車
に
備
え
ら
れ
た
制
動
装
置
が
第
九
条
の
三
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
六
項
中
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
「
自
転
車
」
と
、

同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
製
作
工
場
」
と
あ
る
の
は
「
製
作
工
場
又
は
組
立
て
工
場
」
と
、
同
条
第
四
項
第
二
号
、
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八
項
第
一
号
中
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
」
と
あ
る
の
は
「
自
転
車
の

製
作
又
は
組
立
て
」
と
、
同
条
第
七
項
第
二
号
中
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
製
作
」
と
あ
る
の
は
「
自
転
車
の
製
作
、
組
立
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
安
全
器
材
等
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
八
　
次
に
掲
げ
る
安
全
器
材
等
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
安
全
器
材
等
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　

け
ん牽

引
の
用
具

二
　
自
転
車
に
備
え
ら
れ
る
反
射
器
材

三
　
夜
間
用
停
止
表
示
器
材

四
　
昼
間
用
停
止
表
示
器
材

２
　
前
項
の
認
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
安
全
器
材
等
が
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

一
　

け
ん牽

引
の
用
具
に
あ
つ
て
は
、
第
八
条
の
四
の
基
準

二
　
自
転
車
に
備
え
ら
れ
る
反
射
器
材
に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
の
四
の
基
準

三
　
夜
間
用
停
止
表
示
器
材
に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
の
十
七
の
基
準

四
　
昼
間
用
停
止
表
示
器
材
に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
の
十
八
の
基
準

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
安
全
器
材
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
型
式
認
定
）

第
三
十
九
条
の
九
　
模
擬
運
転
装
置
の
製
作
又
は
販
売
を
業
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
作
し
、
又
は
販
売
す
る
模
擬
運
転
装
置
の
型
式
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
定
は
、
模
擬
運
転
装
置
が
第
三
十
三
条
第
五
項
第
一
号
ホ
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

３
　
第
三
十
九
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
模
擬
運
転
装
置
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
型
式
認
定
の
手
続
等
）

第
三
十
九
条
の
十
　
第
三
十
九
条
の
二
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
ほ
か
、
型
式
の
認
定
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

第
九
章
　
告
知
書
等
の
様
式
等

（
告
知
書
の
様
式
）

第
四
十
条
　
法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
五
の
と
お
り
と
す
る
。

（
通
告
書
の
様
式
）

第
四
十
一
条
　
法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
後
段
に
規
定
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
六
の
と
お
り
と
す
る
。

（
通
知
書
の
様
式
）

第
四
十
二
条
　
法
第
百
二
十
七
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
七
の
と
お
り
と
す
る
。

（
納
付
書
の
様
式
）

第
四
十
三
条
　
令
第
五
十
二
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
項
（
令
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
令
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
納

付
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
八
の
と
お
り
と
す
る
。

（
振
込
み
に
よ
る
反
則
金
の
納
付
等
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
べ
き
事
項
）

第
四
十
四
条
　
令
第
五
十
二
条
第
三
項
第
二
号
（
同
条
第
六
項
及
び
令
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
の
様
式
の
納
付
書
の
各
片
の
右
最
上
欄
の
番
号
と
す
る
。

（
公
示
通
告
書
の
様
式
）

第
四
十
五
条
　
令
第
五
十
四
条
第
一
項
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
九
の
と
お
り
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
法
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
道
路
交
通
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
五
十
四
号
）
及
び
運
転
免
許
等
の
取
消
、
停
止
又
は
必
要
な
処
分
を
行
う
場
合
に
お
け
る
基
準
等
を
定
め
る
総
理
府
令
（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
七
十
五
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
一
日
総
理
府
令
第
四
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
三
月
二
九
日
総
理
府
令
第
一
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
九
条
の
表
に
係
る
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
七
月
八
日
総
理
府
令
第
三
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
九
十
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
八
年
七
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
八
月
三
一
日
総
理
府
令
第
三
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
府
令
中
国
際
運
転
免
許
証
及
び
国
外
運
転
免
許
証
に
係
る
部
分
は
、
道
路
交
通
に
関

す
る
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
こ
の
府
令
施
行
の
際
現
に
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
軽
自
動
車
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
の
規
定
に
よ
る

軽
自
動
車
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。
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附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
八
月
二
八
日
総
理
府
令
第
四
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
運
転
免
許
試
験
に
お
い
て
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
二
十
五

条
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得

た
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
九
月
三
〇
日
総
理
府
令
第
五
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
九
月
一
二
日
総
理
府
令
第
四
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
（
改
正
法
附
則
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
日
（
昭

和
四
十
二
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
一
月
八
日
総
理
府
令
第
五
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
関
係
総
理
府
令
の
規
定
に
基
づ
き
旧
住
民
登
録
法
の
規
定
に
よ
る
住
民
票
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
し
て
行
な
つ
た
申
請
又
は
届
出
は
、
改
正
後
の
関
係
総
理
府
令
の
規
定
に
基
づ
き
住
民
基
本

台
帳
法
の
規
定
に
よ
る
住
民
票
の
写
し
を
添
付
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
住
民
登
録
法
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
住
民
票
の
謄
本
又
は
抄
本
は
、
改
正
後
の
関
係
総
理
府
令
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
す
べ
き
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
よ
る
住

民
票
の
写
し
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
二
月
一
五
日
総
理
府
令
第
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
三
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
三
月
一
日
総
理
府
令
第
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
二
五
日
総
理
府
令
第
二
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
八
月
一
日
総
理
府
令
第
四
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
三
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
の
大
型
特
殊
自
動
車
の
項
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
八
月
七
日
総
理
府
令
第
三
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
八
月
一
二
日
総
理
府
令
第
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

８
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
係
る
反
則
行
為
は
、
法
第
九
章
及
び
別
表
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
普
通
自
動
車
に
係
る
反
則
行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
一
一
月
三
〇
日
総
理
府
令
第
五
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
保
管
車
両
一
覧
簿
等
の
様
式
に
関
す
る
総
理
府
令
（
昭
和
三
十
八
年
総
理
府
令
第
三
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
三
月
二
九
日
総
理
府
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
八
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

よ
り
運
転
免
許
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請
に
係
る
当
該
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
免
許
試
験
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
新
府
令
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
免
許
試
験
に
、
旧
府
令
第
二
十

五
条
及
び
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
新
府
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
免
許
試
験
に
、
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
新
府
令
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
附
則
第
七
項
に
規
定
す
る
法
令
教
習
、
構
造
教
習
及
び
学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
係
る
審
査
に
合
格
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車
教
習
所
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
、
旧
府
令
に
規
定
す
る
自
動
車
及
び
道
路
の
交
通
に
関
す
る
法
令
の
教
習
（
以
下
「
法
令
教
習
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
者

（
旧
法
の
規
定
に
よ
り
自
動
二
輪
車
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
、
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
八
号
）
の
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
令
（
以
下
「
旧

令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
旧
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
免
許
試
験
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
に
該
当
し
、
か
つ
、
旧
府
令
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
の
構
造
及
び
取
扱
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方
法
の
教
習
（
以
下
「
構
造
教
習
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
も
の
（
旧
令
の
規
定
に
よ
り
旧
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
試
験
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
新

府
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
学
科
教
習
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６
　
当
分
の
間
、
新
府
令
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
学
科
教
習
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
八
年
政
令
第
二
十
七
号
。
以
下
「
改

正
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
項
の
法
令
教
習
、
構
造
教
習
並
び
に
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
学
科
教
習
（
以
下
「
学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
」
と
い
う
。
）
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

７
　
当
分
の
間
、
改
正
政
令
附
則
第
三
項
の
法
令
教
習
、
構
造
教
習
及
び
学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
公
安
委
員
会
の
審
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
項
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
審
査
方
法
等
（
審
査
方
法
及
び
そ
の
合
格
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
令
教
習
に
従
事
す
る
者
（
以
下
「
法
令
指
導
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
審
査

審
査
項
目

審
査
細
目

審
査
方
法
等

法
令
教
習
に
つ
い
て
の

知
識

道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
並
び

に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
公
安
委
員
会
の
し
た
定
め
そ
の
他
法
第
百
八
条
に

規
定
す
る
教
則
（
以
下
「
教
則
」
と
い
う
。
）
の
内
容
と
な
つ
て
い
る

事
項

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
又
は
正
誤
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
論
文
式
の
も

の
に
あ
つ
て
は
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ

と
。

法
令
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

面
接
試
験
又
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

法
令
教
習
に
つ
い
て
の

技
能

法
令
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
習
方
法

実
技
試
験
又
は
面
接
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績

で
あ
る
こ
と
。

二
　
構
造
教
習
に
従
事
す
る
者
（
以
下
「
構
造
指
導
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
審
査

審
査
項
目

審
査
細
目

審
査
方
法
等

構
造
教
習
に
つ
い
て
の
知
識

構
造
教
習
に
必
要
な
自
動
車
の
構
造
及
び
取
扱
方
法
に
つ

い
て
の
知
識
そ
の
他
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
又
は
正
誤
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
に
あ
つ
て
は

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

構
造
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

面
接
試
験
又
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ

る
こ
と
。

構
造
教
習
に
つ
い
て
の
技
能

構
造
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
習
方
法

実
技
試
験
又
は
面
接
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

三
　
学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
従
事
す
る
者
に
係
る
審
査

審
査
項
目

審
査
細
目

審
査
方
法
等

学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
の
知
識

学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
必
要
な
知

識
そ
の
他
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
又
は
正
誤
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
論

文
式
の
も
の
に
あ
つ
て
は
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
従
事
す
る

者
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識

面
接
試
験
又
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
の
技
能

学
科
教
習
（
法
令
教
習
及
び
構
造
教
習
を
除
く
。
）
に
従
事
す
る

者
と
し
て
必
要
な
教
習
方
法

実
技
試
験
又
は
面
接
試
験
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

８
　
当
分
の
間
、
改
正
政
令
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
法
令
教
習
に
従
事
す
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
自
動
車
及
び
道
路
の
交
通
に
関
す
る
法
令
の
解
釈
又
は
運
用
に
関
す
る
事
務
に
三
年
以
上
従
事
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項

に
規
定
す
る
法
令
教
習
に
つ
い
て
の
知
識
及
び
技
能
に
関
し
行
な
う
前
項
の
審
査
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
運
転
免
許
申
請
書
及
び
仮
運
転
免
許
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
二
及
び
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、

新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
関
係
法
令
の
改
廃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
八
月
一
六
日
総
理
府
令
第
五
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
三
月
二
四
日
総
理
府
令
第
一
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
第
二
項
第
七
号
を
改
正
し
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
す
る
改
正
規
定
、
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に

別
記
様
式
第
十
二
、
別
記
様
式
第
十
三
の
二
、
別
記
様
式
第
十
四
、
別
記
様
式
第
十
六
、
別
記
様
式
第
十
七
、
別
記
様
式
第
十
八
及
び
別
記
様
式
第
十
八
の
二
に
係
る
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
）
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り

普
通
自
動
車
に
係
る
仮
運
転
免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
て
い
る
者
に
対
し
て
当
該
申
請
に
係
る
当
該
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
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号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
普
通
仮
免
許
の
運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
免
許
試
験
」
と
い
う
。
）
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
普
通
仮
免
許
の
免
許
試
験
に
お
い
て
同
条
第
四
項
第
三
号
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
て
い

る
者
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
第
四
項
第
二
号
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車
教
習
所
の
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
旧
府
令
に
規
定
す
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
の
教
習
を
修
了
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
行
な

う
技
能
検
定
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
四
条
第
二
項
第
三
号
及
び
同
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
運
転
免
許
を
受
け
て
い
た
者
（
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
新
法
第
百
一
条
第
二
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
更
新
さ
れ
た
運
転
免
許
証
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
か
ら
新
法
第
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
運
転
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
交
付
す
る
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
十
四
中

「
昭
和
　
　
年
の
誕
生
日
ま
で
有
効
」
と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
有
効
」
と
す
る
。

７
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
仮
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
五
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
一
八
日
総
理
府
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
大
型
自
動
車
免
許
又
は
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
間
は
、
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
、
ホ
ー
ク
・
ロ
ー
ダ
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
及
び

自
動
車
の
車
台
が
屈
折
し
て
操
向
す
る
構
造
の
自
動
車
（
以
下
「
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
等
」
と
い
う
。
）
を
運
転
す
る
場
合
に
限
り
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
間
は
、
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
等
（
車
両
総
重
量
が
八
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
の
も
の
及
び
最
大
積
載
量
が
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
を
除
く
。
）
を
運
転
す
る
場
合
に
限
り
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
等
に
係
る
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
等
に
係
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ブ
レ
ー
カ
等
に
係
る
反
則
行
為
に
関
す
る
処
理
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
九
月
一
日
総
理
府
令
第
五
五
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
自
動
二
輪
車
免
許
（
総
排
気
量
〇
・
一
二
五
リ
ツ
ト
ル
以
下
の
自
動
二
輪
車
に
限
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請
に

係
る
道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
二
輪
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
及
び
こ
の
府
令
の
施
行
後
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
行

わ
れ
る
従
前
の
例
に
よ
る
二
輪
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
総
排
気
量
〇
・
七
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
上
の
自
動
二
輪
車
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
総
排
気
量
〇
・
三
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
上
〇
・
四
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
下
の
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
技
能
教
習
を
終

了
し
た
者
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
総
排
気
量
〇
・
三
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
上
〇
・
四
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
下
の
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
技
能
教
習
を
終
了
し
た
者
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
総
排
気
量
〇
・
三
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
上
〇
・
四
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
下
の
自
動
二
輪
車
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
で
、
当
該
技

能
検
定
に
係
る
法
第
九
十
八
条
第
六
項
の
卒
業
証
明
書
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
技
能
検
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い
も
の
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
総
排
気
量
〇
・
七
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以
上
の

自
動
二
輪
車
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
技
能
試
験
を
免
除
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
二
五
日
総
理
府
令
第
八
〇
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
の
四
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
製
作
さ
れ
た
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

　

こ

の

府

令

の

施

行

の

日

か

ら

起

算

し

て

四

年

を

経

過

す

る

ま

で

の

間

は

、

改

正

後

の

道

路

交

通

法

施

行

規

則

別

表

第

二

中「

軽
車
（
三
六
〇
）
長
さ
が
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
三
六
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

」

と

あ

る

の

は

、

「

軽

車

（

三

六

〇
）

長
さ
が
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
三
六
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

軽
車

長
さ
が
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
三
六
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

」
と
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
八
月
二
六
日
総
理
府
令
第
三
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
の
二
を
第
十
五

条
の
三
と
し
、
第
五
章
中
同
条
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
安
全
運
転
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道

路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
安
全
運
転
管
理
者
に
係
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
お
け
る
同
条
第
一
項
の

総
理
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
二
年
（
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
公
安
委
員
会
が
行
う
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
、
自
動
車
の
運
転
の
経
験
の
期
間
が
六
年
（
自
動
車
の

運
転
の
管
理
に
関
し
公
安
委
員
会
が
行
う
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）
以
上
の
者
又
は
自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
定
し
た
者
で
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
法
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
解
任
さ
れ
、
解
任
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ
　
法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十
七
条
の
二
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
の
三
又
は
法
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
、
第
十
二
号
（
法
第
七
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第

十
二
号
の
二
の
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
前
項
に
規
定
す
る
安
全
運
転
管
理
者
が
し
た
違
反
行
為
に
係
る
新
法
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
解
任
命
令
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
警
告
反
射
板
（
次
項
に
お
い
て
「
警
告
反
射
板
」
と
い
う
。
）
で
け
い
光
部

を
有
す
る
も
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
十
三
号
。
第
八
項
に
お
い
て
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通

法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
停
止
表
示
器
材
で
、
新
府
令
第
九
条
の
十
七
及
び
第
九
条
の
十
八
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
警
告
反
射
板
で
け
い
光
部
を
有
し
な
い
も
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
令
第
二
十
七
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
夜
間
用
停
止
表
示
器
材
で
、
新
府
令
第

九
条
の
十
七
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な
す
。

７
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
仮
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
五
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
改
正
政
令
附
則
第
五
項
の
総
理
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
動
車
の
種
類
、
車
名
、
型
式
及
び
自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両
番
号

二
　
自
動
車
の
使
用
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所

三
　
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
名
称
及
び
位
置

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
八
月
二
四
日
総
理
府
令
第
四
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
一
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
五
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
月
一
四
日
総
理
府
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
自
動
二
輪
車
免
許
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請
に
係
る
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
自

動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
修
了
し
て
い
る
者
に
対
し
て
行
う
技
能
検
定
に
つ
い
て
は
、
新
府
令

第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
二
月
一
七
日
総
理
府
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
五
月
一
六
日
総
理
府
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
第
四
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
別
記
様
式
第
二
十
八
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
二
十
八
及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理
府
令
（
昭
和
五
十
八
年
総
理
府
令
第
十
八

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
二
十
八
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
一
日
総
理
府
令
第
二
二
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
、
当
該
教
習
に
お
い
て
改
正
前
の
第
三
十
三
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
学
科
教
習
を
修
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
三
条

第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
学
科
教
習
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

３
　
道
路
交
通
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
申
請
に
係
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
第
三
十
四
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
改
正
前
の
第
三
十
四
条
の
三
第
三
号
に
規

定
す
る
方
法
に
よ
る
学
科
教
習
は
、
改
正
後
の
第
三
十
四
条
の
三
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
学
科
教
習
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
四
六
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大
型
特
殊
免
許
」
と
い
う
。
）
、
自
動
二
輪
車
免
許
（
以
下
「
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許
（
以
下
「
原
付
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
お

り
、
か
つ
、
総
排
気
量
〇
・
〇
五
〇
リ
ツ
ト
ル
以
下
又
は
定
格
出
力
〇
・
六
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
下
の
原
動
機
を
有
す
る
普
通
自
動
車
（
以
下
「
ミ
ニ
カ
ー
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
（
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
ミ

ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
た
め
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
免
許
に
つ
い
て
は
、

こ
の
府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
以
前
に
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二
種
運
転
免
許
を
受
け
た
者
（
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許
を
受
け
た

者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
転
免
許
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
す
る
場
合
（
次
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
（
以
下
「
免
許
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
り
、
普

通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
と
み
な
す
。

３
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
大
型
特
殊
免
許
、
二
輪
免
許
又
は
原
付
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
こ
の

府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
ミ
ニ
カ
ー
を
使
用
し
、
及
び
公
安
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
警
察
職
員
が
技
能
試
験
を
受
け
る
者
の
運

転
す
る
自
動
車
に
同
乗
す
る
方
法
以
外
の
方
法
で
、
普
通
免
許
の
免
許
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
普
通
自
動
車
仮
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、

か
つ
、
過
去
三
月
以
内
に
五
日
以
上
、
新
府
令
第
二
十
一
条
の
二
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
道
路
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
の
練
習
を
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
普
通
免
許
を
与
え
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
車
の
種
類
を
ミ
ニ
カ
ー
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
限
定
は
、
法
の
規
定
（
罰
則
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
限
定
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
二
輪
免
許
又
は
原
付
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
で
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
免
許
を
与
え
な
い
こ

と
と
さ
れ
、
及
び
普
通
免
許
の
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許
の
免
許
試
験
を
受
け
、
か
つ
、
附
則
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
限
定
が
付
さ
れ
た
普
通
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
、
二
輪
免
許
又
は
原
付
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
府
令
第
九
条
の
七

で
定
め
る
様
式
の
標
識
を
つ
け
な
い
で
、
ミ
ニ
カ
ー
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
免
許
の
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
新
府
令
別
記
様
式
第
十
二

の
運
転
免
許
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
（
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
い
う
。
）
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

10
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
法
第
九
章
の
規
定
（
別
表
を
含
む
。
）
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
〇
月
三
〇
日
総
理
府
令
第
五
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
三
五
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
目
次
の
改
正
規
定
、
第
七
条
の
一
部
を
改
め
、
第
七
条
の
三
を
第
七
条
の
五
と
し
、
第
七
条
の
二
を
第
七
条
の
四
と
し
、
第
七
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
二
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別

記
様
式
第
三
の
改
正
規
定
及
び
同
様
式
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
　
昭
和
六
十
年
七
月
二
十
五
日

二
　
第
九
条
の
六
、
第
九
条
の
七
及
び
第
十
五
条
の
三
の
改
正
規
定
　
昭
和
六
十
年
九
月
一
日

三
　
そ
の
他
の
規
定
　
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日

２
　
当
分
の
間
、
第
四
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
別
記
様
式
第
二
十
八
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
二
十
八
又
は
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理
府
令
（
昭
和
六
十
年
総
理
府
令
第
三
十
五

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
二
十
八
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
一
日
総
理
府
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
一

年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
修
了
し
て
い
る
者
に
対
し
て
行
う
技
能
検

定
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
一
月
一
五
日
総
理
府
令
第
五
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
二
十
八
の
改
正
規
定
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
六
月
二
八
日
総
理
府
令
第
三
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
五
日
総
理
府
令
第
四
五
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
国
外
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
別
記
様
式
第
十
四
及
び
別
記
様
式
第
二
十
二

の
七
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
従
前
の
様
式
に
よ
る
運
転
免
許
証
及
び
国
外
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
及
び
別
記
様
式
第
二
十
二
の
七
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
四
年
四

月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
二
月
二
三
日
総
理
府
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
第
三
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
製
作
さ
れ
た
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
七
条
の
五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
三
日
総
理
府
令
第
四
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
五
月
一
六
日
総
理
府
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
附
則
第
三
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
種
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
、
当
該
第
一
種
運
転
免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
第
一
種
運
転
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
一
年
に
達
し
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
改
正
法
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
初
心
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を

行
う
旨
の
通
知
書
の
様
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
略
）

４
　
旧
初
心
運
転
者
講
習
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
〇
月
一
九
日
総
理
府
令
第
五
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
三
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
告
知
書
及
び
通
告
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
及
び
別
記
様
式
第
二
十
六
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
一
月
三
一
日
総
理
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
四
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
六
月
二
六
日
総
理
府
令
第
三
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
七
月
二
日
総
理
府
令
第
三
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
八
月
三
一
日
総
理
府
令
第
四
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
五
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
免
許
（
次
項
に
お
い
て
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請
に
係
る
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験

（
次
項
に
お
い
て
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許

に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
法
指
定
自
動
車
教
習
所
（
以
下
「
旧
法
指
定
自
動
車
教
習
所
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
大
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者

で
、
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
教
習
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
技
能
教
習
」
と
い
う
。
）
の
基
本
走
行
を
修
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
教
習
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
新
技
能
教
習
」
と
い
う
。
）
の
基
本
操
作
を
、
旧
技
能
教
習
の
応
用
走
行
（
一
）
を
修
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
新
技
能
教
習
の
基
本
走
行
を
、
旧
技
能
教
習
の
応
用
走
行
（
二
）
を
修
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
新
技
能
教

習
の
応
用
走
行
（
一
）
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
大
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
、
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
教
習
（
一
）
を
修
了
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
教
習
（
一
）
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。
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６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
終
了
し
て
い
る
者
に
対
し
て
行
う
技
能
検
定
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

７
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
証
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

８
　
前
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
従
前
の
様
式
に
よ
る
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
五
月
十
日
以
後
に
お
い
て
も
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
七
の
二
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
は
り
付
け
ら
れ
た
運
転
禁
止
処
分
票
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
二
十
二
の
五
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
原
付
講
習
終
了
証
明
書
及
び
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
五
及
び
別
記
様
式
第
二
十
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
四
日
総
理
府
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、
同
年
五
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
、
遺
失
物
法
施
行
規
則
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
、
火
薬
類
の
運
搬
に
関
す
る
総
理
府
令
、
指
定
射
撃
場
の
指
定
に
関
す
る
総
理
府
令
、
猟
銃
用
火
薬
類
等
の

譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
及
び
消
費
に
関
す
る
総
理
府
令
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
法
施
行
規
則
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
及
び
警
備
業
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
こ
れ
ら
の
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
、
出
頭
命
令
書
及
び
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
別
記

様
式
第
十
七
の
二
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
及
び
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
特
定
講
習
終
了
証
明
書
は
、
新
府
令
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
特
定
任
意
講
習
終
了
証
明
書
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
二
三
日
総
理
府
令
第
三
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
二
二
日
総
理
府
令
第
四
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
八
月
六
日
総
理
府
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
旧
法
自
動
二
輪
車
（
以
下
「
旧
法
自
動
二
輪
車
」
と
い
う
。
）
で
普
通
自
動
二
輪
車
に
相
当
す
る
も
の
に
係
る
指
定
を
受
け
て

い
る
指
定
自
動
車
教
習
所
は
、
普
通
自
動
二
輪
車
に
係
る
指
定
を
受
け
た
指
定
自
動
車
教
習
所
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
法
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習
（
以
下
「
旧
教
習
」
と
い

う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
及
び
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
教
習
を
終
了
し
て
い
る
者
（
当
該
旧
教
習
に
係
る
卒
業
検
定
に
合
格
し
た
者
を
除
く
。
）
の
当
該
旧
教
習
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

に
従
い
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習
と
み
な
す
。

一
　
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
型
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習
　
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
型
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習

二
　
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
型
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習
　
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
型
二
輪
車
以
外
の
普
通
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
及
び
当
該
教
習
を
終
了
し
て
い
る
者
に
係
る
技
能
教
習

及
び
学
科
教
習
の
教
習
方
法
の
基
準
並
び
に
技
能
検
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
七
項
第
一
号
レ
及
び
同
項
第
二
号
ト
並
び
に
第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
教
習
を
終
了
し
て
い
る
者
に
係
る
卒
業
検
定
の
実
施
の
方
法
及
び
合
格
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
三
月
以
内
に
旧
教
習
を
終
了
し
た
者
で
、
当
該
旧
教
習
を
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
限
り
行
う
こ
と
。

二
　
卒
業
検
定
の
実
施
の
方
法
及
び
合
格
の
基
準
は
、
旧
府
令
第
二
十
四
条
の
二
輪
免
許
に
係
る
技
能
試
験
の
例
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
当
該
卒
業
検
定
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
そ
の
者
が
更
に
一
時
限
以
上
の
技
能
教
習
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
次
の
卒
業
検
定
を
行
わ
な
い
こ
と
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

７
　
免
許
証
（
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
免
許
証
を
除
く
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
次
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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８
　
前
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
免
許
証
で
同
項
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
も
の
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
一
年
五
月
十
日
以
後
に
お
い
て
も
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

９
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
免
許
証
保
管
証
、
応
急
救
護
処
置
講
習
終
了
証
明
書
、
原
付
講
習
終
了
証
明
書
及
び
免
許
証
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十

の
五
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
六
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
及
び
別
記
様
式
第
二
十
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
一
月
二
九
日
総
理
府
令
第
五
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
八
年
政
令
第
三
百
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
八
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
四
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
六
日
総
理
府
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
、
第
七
条
の
十
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
の
三
の

改
正
規
定
、
第
二
十
九
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
三
十
一
条
の
三
の
改
正
規
定
（
同
条
の
表
中
「
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
改
め
る
部
分
及
び
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講
習
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
八
章
の
章
名
の
改
正
規
定
、
第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
運
転
に
必
要
な
知
識
」
の
下
に
「
、
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
」
を
加
え
る
部
分
を

除
く
。
）
、
第
三
十
八
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
三
十
八
条
の
三
の
改
正
規
定
、
第
三
十
八
条
の
四
の
次
に
一
条
及
び
章
名
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
を
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
八
と
し
、
別
記
様
式

第
二
十
二
の
十
の
六
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
二
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
前
に
製
作
さ
れ
た
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
十
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
前
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
取
消
処
分
者
講
習
を
終
了
し
た
者
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
取
消
処
分
者
講

習
を
終
了
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
告
知
書
及
び
通
告
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
二
十
五
及
び
別
記
様
式
第
二
十
六
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
一
九
日
総
理
府
令
第
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
仮
免
許
（
以
下
「
普
通
仮
免
許
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請
に
係
る
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
（
以

下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
仮
免
許
を
受
け
て
い
る
者
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
仮
免
許
に
係
る
技
能
試
験
若
し
く
は
普
通
自
動
車
の
修
了
検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
で
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
当
該
技
能

試
験
若
し
く
は
修
了
検
定
に
係
る
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
も
の
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
技
能
試
験
に
合
格
し
、
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
者
が
当
該
普
通
仮
免
許
に
よ
り
普
通
自
動
車
を
運
転

し
て
受
け
る
普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
の
技
能
試
験
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
普
通
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
の
普
通
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格

し
た
者
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
、
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
教
習
（
以
下
「
旧
技
能
教
習
」
と
い
う
。
）
の
基
本
走
行
を
修
了
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
教
習
（
以
下
「
新
技
能
教
習
」
と
い
う
。
）
の
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
を
、
旧
技
能
教
習
を
修
了
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
新
技
能
教
習
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
大
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
旧
技
能
教
習
の
基
本
走
行
を
修
了
し
て
い
る
も
の
（
次
項
及
び
附
則
第
八
項
に
規
定
す
る
者
を

除
く
。
）
に
対
す
る
新
技
能
教
習
の
応
用
走
行
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
型
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
二
十
一
時
限
、
普
通
自
動
車
に
つ
い
て

の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
十
七
時
限
と
す
る
。

７
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
大
型
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
旧
技
能
教
習
の
基
本
走
行
を
修
了
し
て
い
る
も
の
（
現
に
普
通
免
許
、
普
通
第
二
種
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
若
し

く
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
に
係
る
大
型
特
殊
免
許
及
び
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る

。
）
に
対
す
る
新
技
能
教
習
の
応
用
走
行
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
時
限
数
か
ら
二
時
限
を
減
じ
た
時
限
数
と
す
る
。

８
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
旧
技
能
教
習
の
基
本
走
行
を
修
了
し
て
い
る
も
の
（
現
に
大
型
特
殊
免
許
若
し
く
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
、
大

型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
対
す
る
新
技
能
教
習
の
応
用
走
行
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
時
限
数
か
ら
二
時
限
を
減
じ

た
時
限
数
と
す
る
。

９
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
、
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
教
習
（
一
）
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
学
科
教
習
（
一
）
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
教
習
（
以
下
「
新
学
科
教
習
」
と
い
う
。
）
の
学
科
（
一
）
を
、
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
教
習
（
附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
「
旧
学
科
教
習
」
と
い

う
。
）
を
修
了
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
新
学
科
教
習
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

10
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
大
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
、
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て
の
教
習
を
受
け
て
い
る
者
で
旧
学
科
教
習
（
一
）
を
修
了
し
て
い
る
者
に
対
す
る

新
学
科
教
習
の
学
科
（
二
）
の
教
習
時
間
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
四
時
限
と
す
る
。

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
技
能
教
習
及
び
旧
学
科
教
習
を
修
了
し
て
い
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
教
習
を
修
了
し
た
日
に
新
技
能
教
習
及
び
新
学
科
教
習
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

12
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
仮
免
許
を
受
け
て
い
る
者
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
の
修
了
検
定
若
し
く
は
普
通
仮
免
許
に
係
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
で
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
当
該
修
了

検
定
若
し
く
は
技
能
試
験
に
係
る
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
も
の
又
は
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
技
能
試
験
に
合
格
し
、
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
者
が
当
該
普
通
仮
免
許
に
よ
り
普
通
自
動
車

を
運
転
し
て
受
け
る
卒
業
検
定
の
実
施
の
方
法
及
び
合
格
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
府
令
第
二
十
四
条
の
普
通
免
許
に
係
る
技
能
試
験
の
例
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
七
月
二
九
日
総
理
府
令
第
五
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
七
六
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
十
八
条
の
七
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
別
記
様
式
第
十
四
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
改
正
規
定
　
平
成
十
一
年
一
月
十
日

２
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
従
前
の
様
式
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
裏
側
の
「
免
許
証
の
更
新
は
、
有
効
期
間
の
満
了
す
る
誕
生
日
の
１
箇
月
前
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
続
に
必
要
な
も
の
は
、
免
許
証
、
写
真
１
枚
（
縦
３
．
０
ｃ
ｍ
、
横
２
．
４
ｃ
ｍ
）
及
び
手
数
料
で
す
。
」
の
欄
に
、
国
家
公
安
委
員
会
の
定
め
る
書
面
を
は
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
総
理
府
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
、
火
薬
類
の
運
搬
に
関
す
る
総
理
府
令
、
指
定
射
撃
場
の
指
定
に
関
す
る
総
理
府
令
、
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入

及
び
消
費
に
関
す
る
総
理
府
令
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
、
警
備
業
法
施
行
規
則
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
改
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正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
、
火
薬
類
の
運
搬
に
関
す
る
総
理
府
令
、
指
定
射
撃
場
の
指
定
に
関
す
る
総
理
府
令
、
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
及
び
消
費
に
関
す
る
総

理
府
令
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
、
警
備
業
法
施
行
規
則
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
一
五
日
総
理
府
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
運
転
免
許
申
請
書
、
限
定
解
除
審
査
申
請
書
、
再
試
験
受
験
申
込
書
、
運
転
免
許
証
更
新
申
請
書
、
運
転
免
許
証
の
更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
更
新
申
請
書
、
運
転
免
許
取
消
申
請
書
及
び
国
外
運
転
免
許
証
交
付
申
請
書
の

様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
二
、
別
記
様
式
第
十
三
の
四
、
別
記
様
式
第
十
七
の
三
、
別
記
様
式
第
十
八
、
別
記
様
式
第
十
八
の
二
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
八
及
び
別
記
様
式
第
二
十

二
の
八
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
八
月
一
九
日
総
理
府
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
第
九
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
二
六
日
総
理
府
令
第
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
七
日
総
理
府
令
第
一
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
総
理
府
令
第
二
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
〇
日
総
理
府
令
第
八
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令
第
八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
納
付
書
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
搬
届
出
書
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
総
理
府
令
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
書
及
び
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
総
理
府
令
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
票
の
様

式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
八
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
別
記
様
式
第
一
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
別
記
様
式
第
一
及

び
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
別
記
様
式
第
二
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
四
月
一
九
日
内
閣
府
令
第
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
証
を
除
く
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３
　
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
二
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
技
能
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
技
能
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な

す
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
習
（
以
下
「
旧
教
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
教
習
の
科
目
並
び
に
教
習
の
科
目
ご
と
の
教
習
時
間
及
び

教
習
方
法
の
基
準
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
教
習
を
修
了
し
て
い
る
者
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
教
習
を
修
了
し
た
者
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
教
習
に
係
る
第
一
種
免
許
に
係
る
教

習
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

７
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
教
習
を
修
了
し
て
い
る
者
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
対
す
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
二

十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

９
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
卒
業
証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
卒
業
証
明
書
に
係
る
教
習
に
係
る
第
一
種

免
許
又
は
当
該
証
明
に
係
る
技
能
検
定
に
係
る
第
一
種
免
許
に
つ
き
新
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
卒
業
証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
と
み
な
す
。
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10
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の

三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
府
令
第
三
十
八
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
応
急
救
護
処
置
講
習
終
了
証
明
書
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書

と
み
な
す
。

12
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
府
令
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
特
定
任
意
講
習
終
了
証
明
書
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
と
み
な
す
。

13
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
府
令
第
三
十
九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
（
旧
府
令
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
五
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
六
第
三
項
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
法
人
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
に
新
府
令
第
三
十
九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
（
新
府
令
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
三
十
九
条

の
四
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
五
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
六
第
三
項
又
は
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

14
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
府
令
第
三
十
九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
法
人
が
行
っ
た
旧
府
令
第
三
十
九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
の
試
験
の
結
果
及
び
そ
の
意
見
を
記
載
し
た
書
類
は
、
新
府
令
第
三
十

九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
法
人
が
行
っ
た
新
府
令
第
三
十
九
条
の
二
第
四
項
第
三
号
の
試
験
の
結
果
及
び
そ
の
意
見
を
記
載
し
た
書
類
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
一
日
内
閣
府
令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
出
頭
命
令
書
、
免
許
証
保
管
証
、
交
通
反
則
告
知
書
及
び
交
通
反
則
通
告
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
、
別
記
様
式
第
二
十
三
、
別
記

様
式
第
二
十
五
及
び
別
記
様
式
第
二
十
六
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
五
日
内
閣
府
令
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
納
付
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
八
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
五
月
二
八
日
内
閣
府
令
第
五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
表
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
七
の
二
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
反
則
行
為
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
八
月
二
七
日
内
閣
府
令
第
七
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
三
日
内
閣
府
令
第
九
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
九
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
別
記
様
式
第
十
四
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
道
路
交
通
法
第
九
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
運
転
免
許
を
受
け
た
者
の
住
所
を
除

い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
大
型
二
輪
車
講
習
を
終
了
し
た
者
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
大
型
二
輪

車
講
習
を
終
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
府
令
第
三
十
八
条
第
六
項
に
規
定
す
る
普
通
二
輪
車
講
習
を
終
了
し
た
者
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
第
六
項
に
規
定
す
る
普
通
二
輪
車
講
習
を
終
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
〇
日
内
閣
府
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
標
章
除
去
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
五
の
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
内
閣
府
令
第
一
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
二
〇
日
内
閣
府
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
十
二
条
の
二
、
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
五
条
第
一
号
、
第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
第
一
号
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
、
別
記
様
式
第
十
九
の
五
並
び
に
別
記
様
式
第
二
十
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

十
九
項
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
附
則
第
十
六
項
の
規
定
　
平
成
十
九
年
一
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
二
の
二
の
技
能
検
査
に
お
い
て
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

第
三
条
の
大
型
自
動
車
（
以
下
「
旧
法
大
型
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
の
普
通
自
動
車
（
以
下
「
旧
法
普
通
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
つ
い
て
旧
府
令
第
十
八
条
の
二
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
旧

府
令
第
二
十
四
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
二
の
二
の
技
能
検
査
に
お
い
て
改
正
法
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
中
型
自
動
車
（
以
下
「
中
型
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
の
普
通
自
動
車
（
以
下
「
普
通
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
つ
い
て
新
府
令
第
十
八
条

の
二
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
府
令
第
二
十
四
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
法
大
型
自
動
車
又
は
旧
法
普
通
自
動
車
の
運
転
に
係
る
旧
府
令
第
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
検
査
合
格
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
運
転
に
係

る
新
府
令
第
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
検
査
合
格
証
明
書
と
み
な
す
。

４
　
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法

第
八
十
四
条
第
三
項
の
普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
と
み
な
す
。

一
　
新
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
失
効
者
（
以
下
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
又
は
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
第
九
十

七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。
）
で
、
改
正
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
中
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
中
型
免
許
」
と

い
う
。
）
と
み
な
さ
れ
る
旧
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
旧
法
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
た
も
の

二
　
特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
で
、
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
中
型
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
と
み
な
さ
れ
て
中
型
免
許
を
受
け
て
い
た
も
の

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
学
科
試
験
（
以
下
「
旧
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第

二
十
五
条
に
規
定
す
る
学
科
試
験
（
以
下
「
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
て
い
る
者
と
み
な
す
。

一
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
大
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
旧
法
大
型
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
大
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大
型
免
許
」
と
い
う
。
）

二
　
旧
法
普
通
免
許
　
普
通
免
許

三
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
大
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

四
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
普
通
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
法
大
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
学
科
試
験
に
つ
い
て
旧
府
令
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証

明
書
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
学
科
試
験
に
つ
い
て
新
府
令
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
と
み
な
す
。

７
　
新
府
令
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
四
条
（
第
二
項
を
除
く
も
の
と
し
、
第
一
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
あ
っ
て
は
、
普
通
免
許
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
の

規
定
は
、
新
府
令
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
中
型
免
許
と
み
な
さ
れ
る
旧
法
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
及
び
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
中
型
免
許
に
係
る
運
転
免

許
試
験
に
合
格
し
た
と
み
な
さ
れ
て
中
型
免
許
を
受
け
た
者
に
対
し
て
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
行
う
再
試
験
（
改
正
法
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
法
第
百
条
の
二
第
一
項
の
再
試
験
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
免
許
試
験
（
以
下
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
再
試
験
（
以
下
「
技
能
再
試
験
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
普
通
免

許
」
と
あ
る
の
は
「
中
型
免
許
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
「
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
普
通
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
中
型
免
許
」
と
、
同
条
第
四
項

中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
技
能
試
験
の
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
に
お
い
て
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
号
）
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
普
通
自
動
車
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
す
る
と
認
め
る
基
準
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試

験
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
「
普
通
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
中
型
免
許
」
と
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
第
二
十
五
条
中
「
免

許
試
験
（
以
下
「
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
再
試
験
（
以
下
「
学
科
再
試
験
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
そ
の
合
格
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
に
お
い
て
旧
法
の
規
定
に
よ
る
普
通
自
動
車
を
安
全
に
運
転
す
る
た

め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
す
る
と
認
め
る
基
準
」
と
、
第
二
十
六
条
中
「
適
性
試
験
及
び
学
科
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
」
と
、
「
技
能
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
再
試
験
」
と
、
「
適
性
試
験
又
は
学
科
試
験
の
い
ず

れ
か
に
合
格
し
な
か
つ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
学
科
再
試
験
に
お
い
て
旧
法
の
規
定
に
よ
る
普
通
自
動
車
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
現
に
有
す
る
と
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
者
」
と
、
「
他
の
免
許
試
験
」
と
あ
る
の
は

「
技
能
再
試
験
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
新
府
令
第
二
十
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
第
三
十
七
条
の
四
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百

八
十
三
号
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
七
条
の
四
各
号
」
と
す
る
。
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９
　
新
法
第
百
一
条
第
四
項
、
第
百
一
条
の
二
第
二
項
又
は
第
百
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
新
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
が
旧
法
普
通
自
動
車
に
相

当
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
中
型
免
許
（
以
下
「
限
定
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
二
十
九
条
第
七
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
又
は
第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
新
府
令
第
二
十
三
条
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

10
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
習
（
以
下
「
旧
教
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

一
　
旧
法
大
型
免
許
　
中
型
免
許

二
　
旧
法
普
通
免
許
　
普
通
免
許

三
　
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
　
大
型
第
二
種
免
許

四
　
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
（
全
長
十
メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
軸
距
五
・
一
五
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
自
動
車
を
使
用
し
て
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
中
型
自

動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
中
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

五
　
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
　
普
通
第
二
種
免
許

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
法
大
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
教
習
又
は
旧
府
令
第
三
十
三
条
の
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行

並
び
に
学
科
（
一
）
を
修
了
し
て
い
る
者
に
対
す
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
新
府
令
第
二
十
四
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
大
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
及
び
こ
の
府
令
の
施
行
後
に
前
項
の
規
定
に

よ
り
行
わ
れ
る
従
前
の
例
に
よ
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
は
、
附
則
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

13
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
旧
法
大
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
大
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
卒
業
証
明
書
若
し
く
は
修
了

証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
は
、
附
則
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た

卒
業
証
明
書
若
し
く
は
修
了
証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
と
み
な
す
。

14
　
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
八
十
三
号
。
以
下
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
改
正
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
令
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
三
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
は
、
次
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
と
す
る
。

（
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
）
／
（
Ｄ
＋
Ｂ
＋
Ｅ
）

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
前
六
月
の
間
に
改
正
政
令
附
則
第
八
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ

き
旧
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
成
績
を
得
た
も
の
の
人
数

Ｂ
　
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
自
動
車
教
習
所
が
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
当
該
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
て
改
正
政
令
附
則
第
八
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
指
定
自
動
車
教
習
所
と
し
て
指
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
の
六
月
前
か
ら
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
同
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
卒
業
検
定
に
合

格
し
た
者
及
び
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
従
前
の
例
に
よ
る
技
能
検
定
（
卒
業
検
定
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者
の
人
数

Ｃ
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
で
あ

っ
て
、
新
府
令
第
三
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
成
績
を
得
た
も
の
の
人
数

Ｄ
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
前
六
月
の
間
に
改
正
政
令
附
則
第
八
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ

き
旧
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
の
人
数

Ｅ
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
以
後
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
の
人
数
）

15
　
新
法
第
百
七
条
の
七
第
一
項
の
国
外
運
転
免
許
証
の
申
請
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
種
類
が
、
限
定
中
型
免
許
又
は
新
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
が
旧
法
普
通
自
動
車
に
相
当
す

る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
三
十
七
条
の
八
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
免
許
は
、
そ
れ
ぞ
れ
普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
と
み
な
す
。

16
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
様
式
の
備
考
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
旧
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
備
考
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

17
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
免
許
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

18
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
又
は
発
行
さ
れ
た
出
頭
命
令
書
、
免
許
証
保
管
証
、
卒
業
証
明
書
、
普
通
車
講
習
終
了
証
明
書
、
大
型
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書
、
普
通
二
輪
車
講
習
終
了
証
明
書
、
原
付
講
習
終
了
証
明
書
、
大
型

旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
、
普
通
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
、
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書
、
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書
及
び
免
許
証
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の

五
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
、
別
記
様
式
第
十
九
の
五
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
二
の
三
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
三
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
三
の
二
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
四
、
別
記
様
式
第
二
十

二
の
十
の
五
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
五
の
三
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
六
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
六
の
二
及
び
別
記
様
式
第
二
十
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

19
　
卒
業
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
九
の
五
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
月
一
七
日
内
閣
府
令
第
一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
二
〇
日
内
閣
府
令
第
六
六
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
安
全
運
転
管
理
者
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
副
安
全
運
転
管
理
者

が
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
係
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
九

条
の
九
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
〇
日
内
閣
府
令
第
三
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
の
改
正
規
定

は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
九
日
内
閣
府
令
第
六
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
五
月
一
一
日
内
閣
府
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
四

条
第
六
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
出
頭
命
令
書
及
び
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
二
及
び
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
の
様
式
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
二
二
日
内
閣
府
令
第
三
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
（
道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
の
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施

行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
表
備
考
の
規
定
に
よ
っ
て
二
輪
の
自
動
車
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
型
自
動
二
輪
車
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
三
輪
の
自
動
車
（
以
下
「
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
」
と
い

う
。
）
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
（
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
た

め
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
免
許
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
以
前
に
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
（
以
下
「
大

型
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
（
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
免
許
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
す
る
場
合
に
限
り
、

大
型
二
輪
免
許
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
新
府
令
第
二
条
の
表
備
考
の
規
定
に
よ
っ
て
二
輪
の
自
動
車
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
普
通
自
動
二
輪
車
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
三
輪
の
自

動
車
（
以
下
「
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
（
施
行
日
前
に
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
た
め

特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
免
許
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
以
前
に
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
自
動
二
輪
車

免
許
（
以
下
「
普
通
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
（
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
免
許
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
特
定
普
通
自
動
二

輪
車
の
運
転
に
従
事
す
る
場
合
に
限
り
、
普
通
二
輪
免
許
と
み
な
す
。

４
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
施
行
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
（
次
項
に
お
い
て
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
を
使
用
し
て
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
府
令
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
線
狭
路
コ
ー
ス
及
び
波
状
路
コ
ー
ス
の

走
行
の
項
目
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
公
安
委
員
会
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、

新
府
令
第
二
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
技
能
試
験
に
お
い
て
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
を
使
用
し
て
普
通
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
直
線
狭
路
コ
ー
ス
の
走
行
の
項
目
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

６
　
公
安
委
員
会
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
大
型
二
輪
免
許
を
与
え
る
と
き
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
種
類
を
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
特
定
普
通

自
動
二
輪
車
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
普
通
二
輪
免
許
を
与
え
る
と
き
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
種
類
を
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
に
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
限
定
は
、
法
の
規
定
（
罰
則
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
限
定
と
み
な
す
。

８
　
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
府
令
別
記
様
式
第
十
二
の
運
転
免
許
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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９
　
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
と
み
な
さ
れ
る
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
る
者
は
、
法
第
七
十
一
条
の
四
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
者
以

外
の
者
を
乗
車
さ
せ
て
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

10
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
た
日
前
に
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
期
間
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い

た
た
め
こ
れ
ら
の
自
動
車
の
運
転
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
を
含
む
。
以
下
「
運
転
従
事
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

運
転
に
従
事
し
て
い
た
自
動
車
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
運
転
従
事
期
間
（
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
に
お
い
て
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
た
者
と
み
な
し
て
、
法
第

七
十
一
条
の
四
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
。
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
三
の
三
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
た
者

二
　
施
行
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
に
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
（
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
及
び
普
通
二
輪
免
許
を
除
く
。
）
を
受
け
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
免
許
を
受
け
た
日
前
六
月
以
内
に
附
則
第
二
項

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
と
み
な
さ
れ
る
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
た
も
の

三
　
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
又
は
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
施
行
日
前
に
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
た
も
の

11
　
前
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
運
転
従
事
期
間
を
証
明
す
る
書
類
を
当
該
公
安
委
員
会
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12
　
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
も
の
及
び
同
項

の
規
定
に
よ
る
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
特
定
普
通
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
も
の
に
対
す
る
法
第
九
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
を
申
請
し
た
日
前
一
年
以
内
に
、
当
該
免
許
に
係
る
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
五

号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

13
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
法
駐
車
行
為
に
係
る
放
置
違
反
金
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

15
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
反
則
行
為
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
一
八
日
内
閣
府
令
第
七
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
改
正
規
定
（
「
第
二
十
六
条
の
四
の
二
」
を
「
第
二
十
六
条
の
四
の
三
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
条
の
二
、
第
七
条
の
三
及
び
第
三
十
一
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
一
一
日
内
閣
府
令
第
三
一
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
一
七
日
内
閣
府
令
第
五
四
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
五
の
二
の
二
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
高
齢
運
転
者
標
識
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
五
の
二
の
二
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
九
月
一
二
日
内
閣
府
令
第
五
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
一
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
の
う
ち
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を
専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
普
通
自
動
車
に
限
定
し
、
か
つ
、

当
該
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び
進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

る
後
写
鏡
を
車
室
内
に
お
い
て
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
も
の
は
、
運
転
す
る
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び
進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後

方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
等
を
運
転
者
席
か
ら
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
後
写
鏡
を
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
反
則
行
為
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
六
日
内
閣
府
令
第
七
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
四
及
び
第
六
条
の
六
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
対
す
る
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
十
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
運
転
経
歴
証
明
書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
」
と
、
「
で
き
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
免
許

が
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
記
載
事
項
が
判
読
で
き
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
そ
の
者
が
所
持
し
て
い
る
と
き
に
限
る
。
」
と
す
る
。
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３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
府
令
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
後
に
新
た
に
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者

と
み
な
し
て
新
府
令
第
三
十
条
の
十
二
か
ら
第
三
十
条
の
十
四
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
、
前
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
（
前
項
に
規
定
す
る
再
交
付
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
条
の
十
二
及
び
第
三
十
条
の
十
四
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
一
八
日
内
閣
府
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
。

以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
月
二
九
日
内
閣
府
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
受
け
た
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九

条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
三
十
六
以
上
で
あ
る
者
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
四
十
九
未

満
で
あ
る
者
と
み
な
し
、
旧
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
三
十
六
未
満
で
あ
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
四
十
九
以
上
で
あ
る
者
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
仮
運
転
免
許
証
、
出
頭
命
令
書
及
び
免
許
証
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
五
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
及
び
別
記
様
式
第
二
十

三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
一
四
日
内
閣
府
令
第
一
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
内
閣
府
令
第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
納
付
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
八
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
八
日
内
閣
府
令
第
六
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
月
二
三
日
内
閣
府
令
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
納
付
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
十
八
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
七
日
内
閣
府
令
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
番
号
利
用
法
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

３
　
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
第
八
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
番
号
利
用

法
整
備
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
時
又
は
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
が

番
号
利
用
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
時
の
い
ず
れ
か
早
い
時
ま
で
の
間
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
七
日
内
閣
府
令
第
七
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
一
五
日
内
閣
府
令
第
四
九
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
二
日
。
以
下
「
改
正
法
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
免
許
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
法
施
行
日
に
お
い
て
現
に
改
正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
二
の
三
の
技
能
検
査
に
お
い
て
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条

の
中
型
自
動
車
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
法
中
型
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
の
普
通
自
動
車
（
以
下
「
旧
法
普
通
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
つ
い
て
旧
府
令
第
十
八
条
の
二
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

旧
府
令
第
二
十
四
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
二
の
三
の
技
能
検
査
に
お
い
て
改
正
法
に
よ
る

改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
中
型
自
動
車
（
以
下
「
中
型
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
の
普
通
自
動
車
（
以
下
「
普
通
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
つ
い
て
新
府
令
第
十
八
条
の
二
の
三
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
府
令
第
二
十
四
条
第
五
項
に
定
め
る
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者
と
み
な
す
。

第
三
条
　
改
正
法
施
行
日
前
に
旧
法
中
型
自
動
車
又
は
旧
法
普
通
自
動
車
の
運
転
に
係
る
旧
府
令
第
十
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
検
査
合
格
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
運
転
に

係
る
新
府
令
第
十
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
検
査
合
格
証
明
書
と
み
な
す
。

第
四
条
　
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
限
定
が
解
除
さ
れ
て
い
た
者

を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
と
み
な
す
。

一
　
新
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
失
効
者
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。
）
で
、

改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
準
中
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
準
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）
と
み
な
さ
れ
る
旧
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
普
通
自
動
車
免
許
（
以
下
「
旧
法
普
通
免
許
」
と
い
う
。
）

を
受
け
て
い
た
も
の

二
　
特
定
失
効
者
又
は
特
定
取
消
処
分
者
で
、
改
正
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
準
中
型
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
と
み
な
さ
れ
て
準
中
型
免
許
を
受
け
て
い
た
も
の

第
五
条
　
改
正
法
施
行
日
前
に
旧
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
の
う
ち
、
旧
法
普
通
自
動
車
を
運
転
中
は
、
当
該
旧
法
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び
進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
者
席
か
ら
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
後
写
鏡
を
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
も
の
は
、
新
法

第
三
条
の
準
中
型
自
動
車
（
以
下
「
準
中
型
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
普
通
自
動
車
を
運
転
中
は
、
当
該
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
の
進
路
と
同
一
の
進
路
及
び
進
路
を
運
転
者
席
の
反
対
側
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
者
席
か
ら
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
後
写
鏡
そ
の
他
の
装
置
を
使
用
す
べ
き
こ
と
と
す
る
新
法
第

九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
府
令
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
特
定
後
写
鏡
等
の
項
の
上
欄
中
「
特
定
後
写
鏡
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
定
後
写
鏡
」
と
す

る
。

第
六
条
　
改
正
法
施
行
日
に
お
い
て
現
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
学
科
試
験
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許

に
係
る
新
府
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
学
科
試
験
（
次
条
に
お
い
て
「
学
科
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
て
い
る
者
と
み
な
す
。

一
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
中
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
旧
法
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
三
項
の
中
型
自
動
車
免
許

二
　
旧
法
普
通
免
許
　
普
通
免
許

三
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
（
附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
「
中
型
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

四
　
旧
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
（
以
下
「
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）
　
新
法
第
八
十
四
条
第
四
項
の
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
（
附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
「
普
通
第
二
種
免
許
」
と
い
う
。
）

第
七
条
　
改
正
法
施
行
日
前
に
旧
法
中
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
学
科
試
験
に
つ
い
て
旧
府
令
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書

は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
学
科
試
験
に
つ
い
て
新
府
令
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
運
転
免
許
試
験
成
績
証
明
書
と
み
な
す
。

第
八
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
中
型
免
許
と
み
な
さ
れ
る
旧
法
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
限
定
が
解
除
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
及
び
改
正
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
準
中
型
免
許
に

係
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
と
み
な
さ
れ
て
準
中
型
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
同
法
附
則
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
限
定
が
解
除
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
は
、
新
府
令
第
二
十
八
条
の
二
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
普
通
免
許
を
受

け
て
い
る
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
免
許
自
動
車
等
（
法
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
の
免
許
自
動
車
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
四
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
普
通
自
動
車
に
相
当
す
る
自
動
車
」
と
、
「
お
い
て
免
許
自
動
車
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
お
い
て
旧
法
の
規
定
に
よ
る
普
通
自
動

車
に
相
当
す
る
自
動
車
を
」
と
す
る
。

第
九
条
　
新
法
第
百
一
条
第
五
項
、
第
百
一
条
の
二
第
三
項
、
第
百
一
条
の
二
の
二
第
五
項
又
は
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
適
性
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
新
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準

中
型
自
動
車
が
旧
法
普
通
自
動
車
に
相
当
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
準
中
型
免
許
（
附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
「
限
定
準
中
型
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
二
十
九
条
第
八
項
、
第
二
十

九
条
の
二
第
六
項
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
府
令
第
二
十
三
条
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

第
十
条
　
改
正
法
施
行
日
に
お
い
て
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
法
中
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
習
（
次
条
に
お

い
て
「
旧
教
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
附
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
教
習
（
次
条
に
お
い
て
「
教
習
」
と
い
う
。
）

を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

第
十
一
条
　
改
正
法
施
行
日
に
お
い
て
現
に
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
旧
法
中
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
教
習
又
は
旧
府
令
第
三
十
三
条
の
基
本
操
作
及
び

基
本
走
行
並
び
に
学
科
（
一
）
を
修
了
し
て
い
る
者
は
、
附
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
教
習
又
は
新
府
令
第
三
十
三
条
の
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
学
科
（
一
）

を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

第
十
二
条
　
改
正
法
施
行
日
に
お
い
て
現
に
旧
法
中
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
附
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。
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第
十
三
条
　
改
正
法
施
行
日
前
に
旧
法
中
型
免
許
、
旧
法
普
通
免
許
、
旧
法
中
型
第
二
種
免
許
又
は
旧
法
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
卒
業
証
明
書
若
し
く
は

修
了
証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
は
、
附
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
新
府
令
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
さ

れ
た
卒
業
証
明
書
若
し
く
は
修
了
証
明
書
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
証
明
と
み
な
す
。

第
十
四
条
　
改
正
政
令
附
則
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
改
正
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都

道
府
県
公
安
委
員
会
が
行
う
審
査
は
、
準
中
型
自
動
車
の
緊
急
用
務
の
た
め
の
運
転
に
必
要
な
技
能
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
　
改
正
政
令
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
令
第
三
十
五
条
第
三
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
は
、
次
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
と
す
る
。

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ
　
改
正
法
施
行
日
前
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
前
六
月
の
間
に
改
正
政
令
附
則
第
七
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
旧
法

第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
成
績
を
得
た
も
の
の
人
数

Ｂ
　
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
自
動
車
教
習
所
が
、
改
正
法
施
行
日
前
に
当
該
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
て
改
正
政
令
附
則
第
七
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
指
定
自
動
車
教
習
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
の
六
月
前
の
日
以
後
に
同
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
旧
府
令
第
三
十
四
条
の
卒
業
検
定
に
合
格
し
た
者
の
人
数

Ｃ
　
改
正
法
施
行
日
以
後
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、

新
府
令
第
三
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
成
績
を
得
た
も
の
の
人
数

Ｄ
　
改
正
法
施
行
日
前
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
申
請
の
日
前
六
月
の
間
に
改
正
政
令
附
則
第
七
条
各
号
に
定
め
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
旧
法

第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
の
人
数

Ｅ
　
改
正
法
施
行
日
以
後
に
新
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
免
許
に
係
る
教
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
免
許
に
つ
き
新
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
受
け
た
者
の
人
数
）

第
十
六
条
　
新
法
第
百
七
条
の
七
第
一
項
の
国
外
運
転
免
許
証
の
申
請
者
が
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
種
類
が
、
限
定
準
中
型
免
許
又
は
新
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
が
な
く
、
か
つ
、

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
中
型
自
動
車
が
旧
法
普
通
自
動
車
に
相
当
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
中
型
第
二
種
免
許
で
あ
る
場
合
に
は
、
新
府
令
第
三
十
七
条
の
八
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
免
許
は
、
そ
れ
ぞ
れ
普
通
免
許

又
は
普
通
第
二
種
免
許
と
み
な
す
。

（
高
齢
者
講
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条
　
新
法
第
百
一
条
第
一
項
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
新
法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
証
（
次
条
に
お
い
て
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て

は
、
当
該
申
請
を
す
る
日
）
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
当
該
日
が
改
正
法
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
前
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
新
法
第
百
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
講
習

及
び
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
第
三
十
八
条
第
十
二
項
の
規
定
及
び
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
講
習
に
係
る
講
習
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条
　
改
正
法
施
行
日
前
に
交
付
さ
れ
た
免
許
証
、
免
許
証
保
管
証
、
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書
及
び
免
許
証
保
管
証
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
四
、
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
、
別
記
様
式
第
二
十
二
の

十
の
七
及
び
別
記
様
式
第
二
十
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
三
〇
日
内
閣
府
令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
廃
止
）

２
　
国
家
公
安
委
員
会
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
令
第
三
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
三
日
内
閣
府
令
第
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
一
日
内
閣
府
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
条
の
二
の
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
一
の
二
の
改
正
規
定
及
び
別
記
様
式
第
一
の
二
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
次
項
及
び
第
三
項
の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日

（
経
過
措
置
）
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３
　
前
項
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理
府
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
自
動
二
輪
車
に
係
る
指
定
を
受
け
た
指
定
自
動
車
教
習
所
と
み
な
さ
れ
る
自
動
車
教
習
所
が
行
う
普
通
自

動
二
輪
車
に
係
る
教
習
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
教
習
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
五
項
第
一
号
ヘ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
八
日
内
閣
府
令
第
五
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
運
転
免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
四
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
二
四
日
内
閣
府
令
第
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
一
日
内
閣
府
令
第
一
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
、
火
薬
類
の
運
搬
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
指
定
射
撃
場
の
指
定
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入

及
び
消
費
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
法
施
行
規
則
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
警
備
業
法
施
行
規
則
、
風
俗

営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
内
閣
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
、
火
薬
類
の
運
搬
に
関
す
る
内
閣
府
令
、

指
定
射
撃
場
の
指
定
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
及
び
消
費
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
法
施
行
規
則
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
放

射
性
同
位
元
素
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
警
備
業
法
施
行
規
則
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
探
偵
業
の
業
務
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
内
閣
府
令
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
九
日
内
閣
府
令
第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
型
自
動
二
輪
車
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
自
動
二
輪
車
免
許
（
以
下
「
普
通
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
定
格
出
力
が
二
〇
・
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
原
動
機
を
有
す
る
大
型
自
動
二
輪
車
（
以
下
「
電
動
大
型

自
動
二
輪
車
」
と
い
う
。
）
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
（
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
免
許
の
効
力
を

停
止
さ
れ
て
い
る
た
め
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
当
該
免
許
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
以
前
に
大
型
自
動
二
輪

車
免
許
（
以
下
「
大
型
二
輪
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
（
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
転
免
許
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転

に
従
事
す
る
場
合
に
限
り
、
大
型
二
輪
免
許
と
み
な
す
。

３
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
七
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
に
お
い
て
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
を
使
用
し
て
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
大
型
二
輪
免
許
を
与
え
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
二
輪
車
の
種
類
を
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
に
限
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
限
定
は
、
法
の
規
定
（
罰
則
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
限
定
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
で
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
二
輪
免
許
を
与
え

な
い
こ
と
と
さ
れ
、
及
び
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
、

か
つ
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
限
定
が
付
さ
れ
た
大
型
二
輪
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
大
型
二
輪
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
電
動
大
型
自
動
二
輪
車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
新

府
令
別
記
様
式
第
十
二
の
運
転
免
許
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
の
う
ち
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の

他
の
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
を
要
し
な
い
機
構
（
以
下
「
Ａ
Ｔ
機
構
」
と
い
う
。
）
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
大
型
自
動
二
輪
車
（
総
排
気
量
〇
・
六
五
〇
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
普
通
自
動

二
輪
車
に
限
る
こ
と
と
す
る
も
の
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
限
る
こ

と
と
す
る
も
の
と
み
な
す
。

９
　
当
分
の
間
、
新
府
令
第
二
十
四
条
第
六
項
の
表
大
型
二
輪
免
許
の
項
中
「
大
型
自
動
二
輪
車
」
と
あ
る
の
は
、
「
大
型
自
動
二
輪
車
（
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
を
要
し
な
い
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
に
限
る
大
型
二
輪
免
許
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
〇
・
六
〇
〇

リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
）
」
と
す
る
。
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10
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

11
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
反
則
行
為
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

13
　
運
転
免
許
証
再
交
付
申
請
書
及
び
運
転
経
歴
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
府
令
別
記
様
式
第
十
七
及
び
別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
十
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
令
第
二
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
二
日
内
閣
府
令
第
四
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
内
閣
府
令
第
八
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
内
閣
府
令
第
四
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
施
行
令
及
び
予
算
決
算
及
び
会
計
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
六
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
一
月
一
〇
日
内
閣
府
令
第
六
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
二
月
一
〇
日
内
閣
府
令
第
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
五
月
十
三
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
免
許
申
請
書
等
の
添
付
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
運
転
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
一
項
の
様
式
の
免
許
申
請
書
（
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
免
許
申
請
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
行
日
前
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
（
次
号
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
旧
法
高
齢
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改

正
前
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
府
令
」
と
い
う
。
）
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
の
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

二
　
施
行
日
以
後
に
旧
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
認
知
機
能
検
査
（
以
下
「
旧
法
認
知
機
能
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
　
附
則
第
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法

施
行
規
則
（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類

三
　
施
行
日
以
後
に
旧
法
高
齢
者
講
習
を
受
け
た
者
　
附
則
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
令
和
五
年
内
閣
府
令
第
十
七
号
。
附
則
第
七
条
に
お
い
て
「
令
和
五
年
改
正
府
令
」

と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

四
　
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）

第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
の
適
用
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
又
は
改
正
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
九
十
六
条
第
五
項
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
同

号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
　
当
該
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

第
三
条
　
道
路
交
通
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
様
式
の
更
新
申
請
書
に
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
行
日
前
に
旧
法
高
齢
者
講
習
を
受
け
た
者
　
旧
府
令
別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
の
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

二
　
施
行
日
以
後
に
旧
法
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
　
附
則
第
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
府
令
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類

三
　
施
行
日
以
後
に
旧
法
高
齢
者
講
習
を
受
け
た
者
　
附
則
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
府
令
第
三
十
八
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
講
習
終
了
証
明
書

（
認
知
機
能
検
査
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
受
け
た
旧
法
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
旧
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
四
十
九
以
上
で
あ
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
式
に
よ
り
算
出
し

た
数
値
が
三
十
六
以
上
で
あ
る
者
と
み
な
し
、
旧
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
四
十
九
未
満
で
あ
る
者
は
、
新
府
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
が
三
十
六
未
満

で
あ
る
者
と
み
な
す
。
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第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
（
道
路
交
通
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
に
限
る
。
）
及

び
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
し
て
施
行
日
以
後
に
行
う
旧
法
認
知
機
能
検
査
に
つ
い
て
は
、
旧
府
令
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
及
び
第
二

十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
府
令
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
九
条
の
二
の
六
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
高
齢
者
講
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
新
府
令
第
二
十
九
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
ホ
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
は
、
適
用
し
な
い
。

第
七
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
し
て
施
行
日
以
後
に
行
う
旧
法
高
齢
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
旧
府
令
第
三
十
八
条
第
十
二
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
五
年
改
正
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
十
二
項
及
び
第
十
八
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
中
「
者
及
び
令

第
三
十
四
条
の
三
第
四
項
又
は
第
三
十
七
条
の
六
の
三
の
基
準
に
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
も
の
に
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
並
び
に
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
一
四
日
内
閣
府
令
第
五
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
二
月
二
三
日
内
閣
府
令
第
六
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
一
七
日
内
閣
府
令
第
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
製
作
さ
れ
た
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
第
十
三
号
の
六
に
規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
対
す
る
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後

の
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
同
条
第
二
号
ホ
中
「
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
と
又
は
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省

令
第
七
十
四
号
）
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
三
章
第
二
節
（
第
六
十
六
条
の
十
七
を
除
く
。
）
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
型
式
認
定
番
号
標
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
取
り
付
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
標
識
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
四
百
六
十
三
条
の
十
八
第
三
項
（
同
法
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
標
識
を
い
う
。
）
を
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
」
と
す
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
廃
止
）

３
　
国
家
公
安
委
員
会
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
令
和
三
年
内
閣
府
令
第
二
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
八
月
一
五
日
内
閣
府
令
第
六
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
一
（
第
三
条
関
係
）

別記様式第一(第三条関係) 
 

 
 
備考 1 矢印及びわくの色彩は青色、地の色彩は白色とする。 

   2 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

   3 道路の左側の路端に設ける場合にあつては、図示の寸法の1.5倍に拡大するもの

とする。 
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別
記
様
式
第
一
の
二
（
第
三
条
の
二
関
係
）

別記様式第一の二(第三条の二関係) 

 1 歩行者(交差点において斜めに道路を横断する歩行者を除く。)及び遠隔操作型小型

車(遠隔操作により道路を通行しているものに限る。以下この様式及び別記様式第一

の二の二において同じ。)(交差点において斜めに道路を横断するものを除く。)に対

して表示する標示 

  

 

又は 

 

  

 2 交差点において斜めに道路を横断する歩行者、遠隔操作型小型車、特例特定小型原

動機付自転車(法第十七条の二第一項に規定する特例特定小型原動機付自転車をいう。

別記様式第一の二の二において同じ。)及び普通自転車(法第六十三条の三に規定する

普通自転車をいう。別記様式第一の二の二において同じ。)に対して表示する標示 

  

 

又は 

 

  

 3 車両又は特定の車両に対して表示する標示 

  

 

又は 

 

  

 
 備考 1 縦の長さが横の長さより長い標示の文字は縦書、横の長さが縦の長さより長

い標示の文字は横書とする。 

    2 車両又は特定の車両に対して表示する標示の文字は、図示の例により、車両

又は特定の車両を表示するものとする。 

    3 縁線及び文字の色彩は青色、縁及び地の色彩は白色とする。 

    4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    5 縁及び縁線の太さは、おおむね1．5センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
一
の
二
の
二
（
第
三
条
の
二
関
係
）

別記様式第一の二の二(第三条の二関係) 

 

 
 

 備考 1 歩行者(交差点において斜めに道路を横断する歩行者を除く。)、遠隔操作型

小型車(交差点において斜めに道路を横断するものを除く。)、特定小型原動機

付自転車(交差点において斜めに道路を横断する特例特定小型原動機付自転車を

除く。)及び自転車(交差点において斜めに道路を横断する普通自転車を除く。)

に対して表示するものとする。 

    2 縦の長さが横の長さより長い標示の文字は縦書、横の長さが縦の長さより長

い標示の文字は横書とする。 

    3 縁線及び文字の色彩は青色、縁及び地の色彩は白色とする。 

    4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    5 縁及び縁線の太さは、おおむね1.5センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
一
の
三
（
第
五
条
関
係
）

別記様式第一の三(第五条関係)  

通行禁止道路通行許可申請書 
 

年  月  日  
 
 警察署長殿 
 
 

  

申請者 
住所             

氏名             

主たる

運転者 

住所             

氏名             

  

車 両 の 種 類   
番号標に表示さ

れている番号 
  

運 転 の 期 間   年  月  日  時から  年  月  日  時まで 

通行しようとす

る通行禁止道路

の区間 

  

やむを得ない理

由 
  

第     号 
 

通行禁止道路通行許可証 
 
 上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 

  条 件     

年  月  日       
 

警 察 署 長 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
二
（
第
五
条
の
三
関
係
）
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
三
（
第
五
条
の
三
関
係
）
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
四
（
第
五
条
の
四
関
係
）
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
五
（
第
六
条
の
三
の
四
関
係
）

別記様式第一の三の五(第六条の三の四関係) 

高齢運転者等標章申請書 

年  月  日  

 公安委員会 殿 

住 所   

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日   

電 話 番 号

そ の 他 の 連 絡 先 
  

申 請 事 由 

□ 70歳以上である。 

   (法第45条の2第1項第1号に該当) 

□ 聴覚障害又は肢体不自由を理由に普通自動車対応免許に条件

が付されている。 

   (法第45条の2第1項第2号に該当) 

□ 妊娠中又は出産後8週間以内である。 

   (法第45条の2第1項第3号に該当) 

免 許 証 の 番 号 
第     号              年  月  日 

公安委員会交付  

免 許 の 種 類 
大

型 

中

型 

準
中
型 

普

通 

大

二 

中

二 

普

二 

  

使用する普通自動車

の番号標に表示され

ている番号 

  

摘 要   

備考1 申請事由欄には、該当する事由の□内にレ印を記入すること。 

  2 免許の種類欄は、該当する現に受けている免許の種類を表す略語を○で囲むこと。 

  3 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

74



別
記
様
式
第
一
の
三
の
六
（
第
六
条
の
三
の
四
関
係
）

別記様式第一の三の六(第六条の三の四関係) 

(表) 

第        号  

年  月  日  

専用場所駐車標章 

  登録(車両)番号     

   道路交通法第45条の2第1

項 

第1

号 

第2

号 

第3

号 

に該当 

 
公安委員会    印  

 標章車に限り駐車・停車することができる区間・場所に駐車・停車するときは、普通

自動車の前面(前面ガラスがある場合は、その内側)の見やすい箇所に、この面に表示さ

れた事項が前方から見やすいように掲示してください。 

(裏) 

(注意事項) 

1 この標章を他人に譲り渡し、又は貸与しないこと。 

2 この標章は、表面記載の車両以外では使用しないこと。 

3 次の場合は、この標章((2)の場合は発見した標章)を速やかに返納すること。 

 (1) 普通自動車対応免許が取り消され、又は失効したとき。 

 (2) 再交付を受けた場合において、亡失した標章を発見し、又は回復したとき。 

 (3) 妊娠中又は出産後8週以内であることを理由に標章の交付を受けた場合におい

て、当該交付事由に該当しなくなったとき。 

4 この標章の記載事項に変更が生じたときは、遅滞なく届け出ること。 

(被交付者) 

住所                                      

氏名              電話番号その他の連絡先             

免許証の番号 第             号                  

備考 1 記号の色彩は銀色、文字の色彩は黒色、地の色彩は白色とする。 

   2 記号の部分に、表面の画像が光の反射角度に応じて変化する措置を施すものと

する。 

   3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

   4 用紙の大きさは、日本産業規格A列5番とする。 
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
七
（
第
六
条
の
三
の
五
関
係
）

別記様式第一の三の七(第六条の三の五関係) 

高齢運転者等標章記載事項変更届 

年  月  日  

 公安委員会 殿 

住 所   

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日   

電話番号その他の

連 絡 先 
  

標 章 番 号   

標章交付年月日 年  月  日       公安委員会交付 

変 更 の 内 容   

変 更 の 理 由   

摘 要   

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
一
の
三
の
八
（
第
六
条
の
三
の
六
関
係
）

別記様式第一の三の八(第六条の三の六関係) 

高齢運転者等標章再交付申請書 

年  月  日  

 公 安 委 員 会 殿 

住 所   

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日   

電話番号その他の

連 絡 先 
  

標 章 番 号   

標章交付年月日 年  月  日       公安委員会交付 

再交付申請の理由   

摘 要   

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
一
の
四
（
第
六
条
の
五
関
係
）

別記様式第一の四(第六条の五関係) 

   
 
 
 

パーキング・チケット 
 
  発給年月日・時 刻 
 
  19．09．01   15：34 
 
  終 了 時 刻 
 
      16：34 
 
 

公安委員会  

  

備考 1 発給年月日・時刻及び終了時刻は、図示の例により、表示すること。 

   2 用紙の大きさは、縦8.5センチメートル以上、横5.75センチメートル以上とす

る。 
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別
記
様
式
第
一
の
五
（
第
六
条
の
七
関
係
）

別記様式第一の五(第六条の七関係) 

 1 矢印の方向にパーキング・メーターを設置する時間制限駐車区間が在ることを示す

表示板 

 

又は 

 

 2 矢印の方向にパーキング・チケット発給設備を設置する時間制限駐車区間が在るこ

とを示す表示板 

 

又は 

 

 備考 1 図示の「60」、「日曜・休日を除く」及び「8―20」並びに矢印は、例示とす

る。 

    2 円形の記号の部分については、文字(数字を含む。以下別記様式第一の六まで

において同じ。)及び縁の色彩は白色、地の色彩は青色とし、その他の部分につ

いては、文字、矢印及び縁の色彩は青色、地の色彩は白色とする。 

    3 表示板には、反射材料を用い、又は夜間照明装置を備えるものとする。 

    4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    5 道路及び交通の状況により必要がある場合にあつては、図示の寸法の2倍ま

で拡大し、又は図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。 
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別
記
様
式
第
一
の
六
（
第
六
条
の
七
関
係
）

別記様式第一の六(第六条の七関係) 

 

又は 

 

 

 備考 1 図示の「60」及び「8―20」は、例示とする。 

    2 長方形の記号の部分については、文字の色彩は白色、地の色彩は青色とし、

その他の部分については、文字及び縁の色彩は青色、地の色彩は白色とする。 

    3 表示板には、反射材料を用い、又は夜間照明装置を備えるものとする。 

    4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    5 道路及び交通の状況により必要がある場合にあつては、図示の寸法の2倍ま

で拡大し、又は図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。 
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別
記
様
式
第
二
（
第
七
条
関
係
）

別記様式第二(第七条関係) 

受 領 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 警 察 署 長 殿 
 
 

返還を受けた者           

住 所           

氏 名           
 
 
 下記のとおり車両(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返

還

を

受

け

た

車

両 

整 理 番 号   

車 名   

型 式   

塗 色   

番号標に表示さ

れている番号 
  

(返還を受けた金額)   
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別
記
様
式
第
二
の
二
（
第
七
条
関
係
）

別記様式第二の二(第七条関係) 

受 領 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 警 察 署 長 殿 
 
 

返還を受けた者           

住 所           

氏 名           
 
 
 下記のとおり積載物(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

 

載

物 
 

返

還

を

受

け

た

積 

整 理 番 号   

名称又は種類   

形 状   

数 量   

(返還を受けた金額)   
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別
記
様
式
第
二
の
三
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第
七
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関
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）

別記様式第二の三(第七条関係) 

受 領 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 警 察 署 長 殿 
 
 

返還を受けた者           

住 所           

氏 名           
 
 
 下記のとおり損壊物等(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返還を

受けた

損壊物

等 ( 車

両) 

整 理 番 号   

車 名   

型 式   

塗 色   

番号標に表示さ

れている番号 
  

(返還を受けた金額)   
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別
記
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別記様式第二の四(第七条関係) 

受 領 書 

年  月  日  

 警 察 署 長 殿 
 

返還を受けた者           

住 所           

氏 名           

 下記のとおり損壊物等(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返還を
受けた
損壊物
等 ( 車
両の積
載物) 

整 理 番 号   

名称又は種類   

形 状   

数 量   

(返還を受けた金額)   
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五
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）

別記様式第二の五(第七条関係) 

受 領 書 

年  月  日  

 警 察 署 長 殿 
 

返還を受けた者           

住 所           

氏 名           

 下記のとおり損壊物等(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返還を
受けた
損壊物
等 ( そ
の他の
損壊物
等) 

整 理 番 号   

名称又は種類   

形 状   

数 量   

(返還を受けた金額)   
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別
記
様
式
第
三
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第三(第七条の二関係) 

保 管 車 両 一 覧 簿 

整 理

番 号 

保 管 し た 車 両 保管した

車両が駐

車してい

た場所 

移動を始

めた年月

日 時 

保管を始

めた年月

日 時 

保管の場

所 
備 考 

車名 型式 塗色 

番号標に
表示され
ている番
号 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

86



別
記
様
式
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三
の
二
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第三の二(第七条の二関係) 

保 管 積 載 物 一 覧 簿 

整 理

番 号 

保 管 し た 積 載 物 積載物が積載されていた車両 
積載物の保管を

始めた年月日等 

積載物の保

管 の 場 所 
備 考 名 称 又

は 種 類 
形 状 数 量 車 名 型 式 塗 色 

番号標に表
示されてい
る番号 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
三
の
三
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第三の三(第七条の二関係) 

保 管 損 壊 物 等 一 覧 簿 (車 両) 

整理

番号 

保 管 し た 損 壊 物 等 交通事故が発

生したと認め

られる場所 

交通事故が発生

したと認められ

る年月日時 

保管を始めた年

月日時 
保 管 の 場 所 備 考 

車 名 型 式 塗 色 
番号標に表示さ

れている番号 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

備考 1 交通事故が発生したと認められる年月日時の欄は、その年月日時が明らかでないときは、「不明」と記載すること。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
三
の
四
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第三の四(第七条の二関係) 

保 管 損 壊 物 等 一 覧 簿 (車両の積載物) 

整理

番号 

保 管 し た 損 壊 物 等 損 壊 物 等 が 積 載 さ れ て い た 車 両 交通事故が

発生したと

認められる

場所 

交通事故が発

生したと認め

られる年月日

時 

保管を始め

た年月日時 

保管の

場所 
備 考 

名称又

は種類 
形状 数量 車 名 型 式 塗 色 

番号標に表

示されてい

る番号 

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                          

                          

備考 1 交通事故が発生したと認められる年月日時の欄は、その年月日時が明らかでないときは、「不明」と記載すること。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
三
の
五
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第三の五(第七条の二関係) 

保 管 損 壊 物 等 一 覧 簿 (その他の損壊物等) 

整理

番号 

保 管 し た 損 壊 物 等 
交通事故が発生したと

認められる場所 

交通事故が発生したと

認められる年月日時 
保管を始めた年月日時 保管の場所 備 考 

名称又は種類 形 状 数 量 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

備考 1 交通事故が発生したと認められる年月日時の欄は、その年月日時が明らかでないときは、「不明」と記載すること。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
三
の
六
（
第
七
条
の
五
関
係
）

別記様式第三の六(第七条の五関係) 

 

 備考 1 「放置車両確認標章」及び「駐車違反」の文字の書体は、ゴシックとする。 

    2 記号並びに「放置車両確認標章」及び「放置車両」の文字の色彩は赤色、そ

の他の文字の色彩は紺色又は黒色、地の色彩は黄色とする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    4 前面ガラス及び運転者席の側面ガラス以外の見やすい箇所に取り付ける場合

にあつては、図示の縦寸法又は横寸法を3倍まで拡大することができる。 
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別
記
様
式
第
三
の
七
（
第
七
条
の
七
関
係
）

別記様式第三の七(第七条の七関係) 

 
放置違反金公示納付命令書 

 
1 納付命令を受ける者 

  下記の弁明通知書番号の弁明通知書により通知を受けた者 

2 納付命令の内容 

  放置違反金に相当する金額として弁明通知書に記載された金額の放置違反金の納付 

3 納付命令の理由 

  弁明通知書記載の納付命令の原因となる事実 

 上記のとおり道路交通法第51条の4第4項及び同条第10項の規定により命令します。 

 なお、この納付命令を受けた者は、道路交通法第51条の4第11項の規定に基づき、こ

の命令によつて放置違反金を納付したものとみなされます。 

 
令和  年  月  日   

公 安 委 員 会 印   

  

弁明通知書番号 

  

弁明通知書番号 
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別
記
様
式
第
四
（
第
八
条
関
係
）

別記様式第四(第八条関係) 
 

制限外積載 

設備外積載 

荷 台 乗 車 

許 可 申 請 書 

年  月  日  
 
 警 察 署 長 殿 

申請者 
住所             

氏名             

申請者の免許の種類   免 許 証 番 号   

車 両 の 種 類   番号標に表示されている番号   

車 両 の 諸 元 
長 さ 幅 高 さ 最 大 積 載 重 量 

m m m kg 

運 搬 品 名   

制限を超える大きさ

又は重量 

長 さ 幅 高 さ 重 量 

m m m kg 

制限を超える積載の

方法 

前 後 左 右 

m m m m 

設 備 外 積 載 の 場 所 荷 台 に 乗 せ る 人 員 

    

運 転 の 期 間   年  月  日から  年  月  日まで 

運 転 経 路 

出 発 地 経 由 地 目 的 地 

      

通 行 す る 道 路     

第  号 

制 限 外 許 可 証 

 上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 

  条 件     

年  月  日       

警 察 署 長 印   

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
四
の
二
（
第
八
条
の
二
関
係
）

別記様式第四の二(第八条の二関係) 

通 行 指 示 書  (番 号) 

 道路交通法第58条の3第2項の規定により、運転に当たって遵守すべき事項として下記

の事項を指示する。 

運転者 
住 所   

氏 名 年  月  日 生  

指

示

事

項 

車両の通行の

区間及び経路 
  

道路における
危険を防止す
るためにとる
べき必要な措
置 

  

備 考   

番号標に表示され

ている番号 
  

車 両 の 種 類   

積 載 物   

使

用

者 

氏 名   

住 所   

使用の本拠の

位置 
  

交 付 日 時   

交 付 場 所   

交付者 
所 属 

氏 名 
  

 道路交通法第58条の3第2項の規定により通行指示書の交付を受けた車両の運転者は、

同項の規定による命令に係る運転に当たっては、この通行指示書を携帯していなければ

なりません。 

備考 1 使用者の氏名は、使用者が法人であるときは、その名称及び代表者の氏名とす

る。 

   2 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
四
の
三
（
第
八
条
の
三
関
係
）

別記様式第四の三(第八条の三関係) 

再 発 防 止 命 令 書 
 

年  月  日  
 
 
          殿 
 
 

警 察 署 長    印  
 
 
 道路交通法第58条の5第2項の規定により、下記のとおり命令する。 

  

命令を受け

る者 

住 所   

  

氏 名 年  月  日 生  

命令の内容   

命令の理由   

  

備考 1 所定の欄に記載することができないときは、別紙に記載の上、これを添付する

こと。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
五
（
第
八
条
の
五
関
係
）

別記様式第五(第八条の五関係) 

 
制限外牽引の許可申請書 

 
年  月  日  

 公 安 委 員 会 殿 

申請者 
住 所             

氏 名             

申請者の免許の種類   免許証番号   

牽 引 す る 自 動 車 種 類   
番号標に表示されて

いる番号 
  

牽 引 さ れ る 車 両 種 類   台 数 台 

牽 引 の 全 長 m 運 搬 品 名   

牽 引 の 方 法   

牽 引 の 年 月 日 時   年 月 日 時から 年 月 日 時まで 

牽 引 の 経 路 

出 発 地 経 由 地 目 的 地 

      

通 行 す る 道 路   

 
第  号 
 

制限外牽引許可証 
 
 上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 

  条 件     

年   月   日       

公 安 委 員 会 印   

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 
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別
記
様
式
第
五
の
二
（
第
九
条
の
七
関
係
）

別記様式第五の二(第九条の七関係) 
 

 
 
 
 備考 1 縁の色彩は白色、縁線の色彩は黒色、地の左の部分の色彩は黄色、地の右の

部分の色彩は緑色とする。 

    2 地の部分には反射材料を用いるものとする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
二
の
二
（
第
九
条
の
七
関
係
）

別記様式第五の二の二(第九条の七関係) 
 

 
 
 備考 1 アの部分の色彩は黒色、イの部分の色彩は水色、ウの部分の色彩は白色、エ

の部分の色彩は黄緑色、オの部分の色彩は橙色、カの部分の色彩は緑色、キの

部分の色彩は黄色とする。 

    2 エ、オ、カ及びキの部分には反射材料を用いるものとする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

とう 
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別
記
様
式
第
五
の
二
の
三
（
第
九
条
の
七
関
係
）

別記様式第五の二の三(第九条の七関係) 

 
 
 備考 1 縁の色彩は白色、マークの色彩は黄色、地の部分の色彩は緑色とする。 

    2 地の部分には反射材料を用いるものとする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
二
の
四
（
第
九
条
の
七
関
係
）

別記様式第五の二の四(第九条の七関係) 

 
 
 備考 1 縁及びマークの色彩は白色、地の部分の色彩は青色とする。 

    2 地の部分には反射材料を用いるものとする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
三
（
第
九
条
の
十
五
関
係
）

別記様式第五の三(第九条の十五関係) 

 

 
 備考 1 色彩は、記号を赤色、文字及びわくを黒色、地を白色とする。 

    2 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
四
（
第
九
条
の
十
六
関
係
）

別記様式第五の四(第九条の十六関係) 

 
標 章 除 去 申 請 書 

 
 
 

令和  年  月  日  
 
 
 
             公 安 委 員 会 殿 
 
 
 

住所              
申 請 者                 

氏名              

標章が付されている車両

の番号標の番号 
  

運 転 の 禁 止 の 期 間 
令和  年  月  日から 

令和  年  月  日まで 

申 請 の 理 由   

備考 1 申請者の氏名は、申請者が法人であるときは、その名称及び代表者の氏名とす

る。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
五
の
五
（
第
九
条
の
十
七
、
第
九
条
の
十
八
関
係
）

別記様式第五の五(第九条の十七、第九条の十八関係) 

 

 備考 1 図中の「反射部又は蛍光反射部」は、昼間用停止表示器材にあつては、「蛍光

反射部」とする。 

    2 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
六
（
第
九
条
の
十
七
、
第
九
条
の
十
八
関
係
）

別記様式第五の六(第九条の十七、第九条の十八関係) 

 

 備考 1 図中の「非蛍光部」は、夜間用停止表示器材にあつては、「反射部」とする。 

    2 蛍光部の面積は、247平方センチメートル以上とする。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
五
の
七
（
第
九
条
の
十
九
、
第
九
条
の
二
十
三
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
八
（
第
九
条
の
十
九
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
九
（
第
九
条
の
二
十
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
十
（
第
九
条
の
二
十
三
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
十
一
（
第
九
条
の
二
十
五
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
十
二
（
第
九
条
の
三
十
三
関
係
）
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別
記
様
式
第
五
の
十
三
（
第
九
条
の
三
十
五
関
係
）
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別
記
様
式
第
六
（
第
十
条
関
係
）

別記様式第六(第十条関係) 

道路使用許可申請書 
 

年  月  日  
 
 警 察 署 長 殿 
 

住 所             

申請者                 

氏 名             

道路使用の目的   

場所又は区間   

期 間   年  月  日  時から  年  月  日  時まで 

方法又は形態   

添 付 書 類   

現 場

責任者 

住 所   

氏 名   電 話   

第  号 

道 路 使 用 許 可 証 

 上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。 

  条 件     

年   月   日     

警 察 署 長 印  

 備考 1 申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所の所

在地及び代表者の氏名を記載すること。 

    2 方法又は形態の欄には、工事又は作業の方法、使用面積、行事等の参加人員、

通行の形態又は方法等使用について必要な事項を記載すること。 

    3 添付書類の欄には、道路使用の場所、方法等を明らかにした図面その他必要

な書類を添付した場合に、その書類名を記載すること。 

    4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
七
（
第
十
一
条
関
係
）

別記様式第七(第十一条関係) 

  
道 路 使 用 許 可 証

記 載 事 項 変 更 届 
  

年  月  日  
 
 警 察 署 長 殿 
 

住 所             
申請者                 

氏 名             

許 可 証 番 号   

許 可 年 月 日   

変 更 の 内 容   

変 更 の 理 由   

摘 要   
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別
記
様
式
第
八
（
第
十
二
条
関
係
）

別記様式第八(第十二条関係) 

  
道 路 使 用 許 可 証

再 交 付 申 請 書 
  

年  月  日  
 
 警 察 署 長 殿 
 

住 所             
申請者                 

氏 名             

許 可 証 番 号   

許 可 年 月 日   

許

可

内

容 

使用の目的   

場所又は区間   

期 間   年  月  日  時から  年  月  日  時まで 

方法又は形態   

再交付申請の理由   

摘 要   
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別
記
様
式
第
九
（
第
十
三
条
関
係
）

別記様式第九(第十三条関係) 

保 管 工 作 物 等 一 覧 簿 

整 理

番 号 

保管した工作物等 
 保 管 し た 工 作 物 等 が

設 置 さ れ て い た 場 所 

保 管 し た

年 月 日 時 

保管を始め

た年月日時 
保管の場所 備 考 

名称又

は種類 
形 状 数 量 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
九
の
二
（
第
十
三
条
関
係
）

別記様式第九の二(第十三条関係) 

保 管 転 落 積 載 物 等 一 覧 簿 

整理

番号 

保 管 し た 転 落 積 載 物 等 
保管した転落積載物

等が在つた場所 

転落積載物等を除去

した年月日時 

保管を始めた年月日

時 
保管の場所 備 考 

名称又は種類 形 状 数 量 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
（
第
十
四
条
関
係
）

別記様式第十(第十四条関係) 

 
 

受 領 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 警 察 署 長 殿 
 
 

返還を受けた者           
 

住 所             
 

氏 名             
 
 下記のとおり工作物等(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返還を

受けた

工作物

等 

整 理 番 号   

名称又は種類   

形 状   

数 量   

(返還を受けた金額)   
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別
記
様
式
第
十
の
二
（
第
十
四
条
関
係
）

別記様式第十の二(第十四条関係) 

 
 

受 領 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 警 察 署 長 殿 
 
 

返還を受けた者           
 

住 所             
 

氏 名             
 
 下記のとおり転落積載物等(現金)の返還を受けました。 

返 還 を 受 け た 日 時   

返 還 を 受 け た 場 所   

返還を

受けた

転落積

載物等 

整 理 番 号   

名称又は種類   

形 状   

数 量   

(返還を受けた金額)   
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別
記
様
式
第
十
一
（
第
十
六
条
関
係
）

別記様式第十一(第十六条関係) 
1

7
以

上
 

仮 免 許 
 
 
 
 
 
 
 

練 習 中 

  

30 以 上 
 
備考 1 金属、木その他の材料を用い、使用に十分耐えるものとする。 

   2 文字の色彩は黒色、地の色彩は白色とする。 

   3 「仮免許」のそれぞれの文字の大きさは、縦及び横それぞれ4センチメートル

以上、文字の線の太さは0.5センチメートル以上とし、「練習中」のそれぞれの文

字の大きさは、縦8センチメートル以上、横7センチメートル以上、文字の線の太

さは0.8センチメートル以上とする。 

   4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
二
（
第
十
七
条
関
係
）

別記様式第十二(第十七条関係) 

  

  

  

運転免許申請書 

年  月  日  

   公安委員会 殿 

  

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日  

受けよ うとする免許の種 類   

試 験 免 除 の 該 当 事 由   

免許証の記載事項の変更の有無 有   ・   無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

免
許
証
の
写
し 

    

6.
2 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本籍・国籍等   

住 所   

交 付 年  月  日 
  

写 真      年  月  日まで有効 

免許の条件等 

  

1.
0 

    

  2.6 9.0   

備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字すること。 

   2 試験免除の該当事由欄には、法第97条の2第1項若しくは第3項又は令第34条の5に

規定する免除事由を記載すること。 

   3 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記

載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同

欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

   4 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写す

ること。 

   5 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

   6 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
二
の
二
（
第
十
八
条
の
二
の
二
、
第
二
十
九
条
、
第
二
十
九
条
の
二
関
係
）

別記様式第十二の二(第十八条の二の二、第二十九条、第二十九条の二関係) 

質 問 票 

 

 次の事項について、該当する□にレ印を付けて回答してください。 

1 過去5年以内において、病気(病気の治療に伴う症状を含みます。)

を原因として、又は原因は明らかでないが、意識を失ったことが

ある。 

□はい □いいえ 

2 過去5年以内において、病気を原因として、身体の全部又は一部

が、一時的に思い通りに動かせなくなったことがある。 
□はい □いいえ 

3 過去5年以内において、十分な睡眠時間を取っているにもかかわ

らず、日中、活動している最中に眠り込んでしまった回数が週3

回以上となったことがある。 

□はい □いいえ 

4 過去1年以内において、次のいずれかに該当したことがある。 

 ・飲酒を繰り返し、絶えず体にアルコールが入っている状態を3

日以上続けたことが3回以上ある。 

 ・病気の治療のため、医師から飲酒をやめるよう助言を受けてい

るにもかかわらず、飲酒したことが3回以上ある。 

□はい □いいえ 

5 病気を理由として、医師から、運転免許の取得又は運転を控える

よう助言を受けている。 
□はい □いいえ 

    公安委員会 殿                    年  月  日 

 

 上記のとおり回答します。         氏名 

 

 

 (注意事項) 

1 各質問に対して「はい」と回答しても、直ちに運転免許を拒否若しくは保留され、又

は既に受けている運転免許を取り消され若しくは停止されることはありません。 

 (運転免許の可否は、医師の診断を参考に判断されますので、正確に記載してくださ

い。) 

2 虚偽の記載をして提出した方は、1年以下の懲役又は30万円以下の罰金に処せられま

す。 

3 提出しない場合は手続ができません。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
三
（
第
十
八
条
の
二
の
三
関
係
）

別記様式第十三(第十八条の二の三関係) 

  

  

技 能 検 査 申 請 書 
 

年  月  日  
 
 
 公安委員会 殿 
 

  
ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年  月  日  

検査を受けようと

する自動車の種類 
  

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

仮

免

許

証

の

写

し 

    

  

備考 1 免許証の写し欄には、現に受けている仮免許に係る免許証の表側及び裏側を複

写すること。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
三
の
二
（
第
十
八
条
の
二
の
三
関
係
）

別記様式第十三の二(第十八条の二の三関係) 

 
  第      号 
 

検 査 合 格 証 明 書 

  写 真 

  住 所 

   押出し    

  スタンプ    氏 名 

 
年  月  日生   

 
 

 上記の者は、  年  月  日       が行った    自動車に係る検査

において、当該自動車の運転(          )について必要な技能を有する者で

あることを証明する。 
 

年  月  日   
 

公 安 委 員 会 印  

 備考 1 括弧内には、検査において使用した自動車(標準試験車両以外の場合に限

る。)及び講じた補助手段を記入する。 

    2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
三
の
三
（
第
十
八
条
の
三
関
係
）

別記様式第十三の三(第十八条の三関係) 

運転免許 
拒 否 

 
保 留 

処分通知書 

 下記の理由により、  年  月  日付けであなたから申請のあった免 

許を 
与えないこととし、  年  月  日から  年  月  日までの 

    年  月  日から  年  月  日まで保留した 

間を免許を受けることができない期間として指定した 
 

ので通知します。 

年  月  日  
 

公安委員会 印  

  

住 所   

  

氏 名   

申 請 に 係 る

免 許 の 種 類 
  

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
三
の
四
（
第
十
八
条
の
三
関
係
）

別記様式第十三の四(第十八条の三関係) 

運転免許 
取 消 

 
停 止 

処分通知書 

 下記の理由により、あなたの免許 
を取り消し、 
 
の効力を 

   年  月  日 から 

  年間を免許を受けることができない期間として指定した 
 
  日間停止した 

ので通知します。した 

がって、あなたに対する処分の満了日は、免許の効力の仮停止の期間  日間を通算し

て  年  月  日となります。 
 

年  月  日  
 

公安委員会 印  

  

住 所   

  

氏 名   

免 許 証 の 番 号 
第   号            年  月  日 

公安委員会交付  

免 許 の 種 類   

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
三
の
五
（
第
十
八
条
の
五
関
係
）

別記様式第十三の五(第十八条の五関係) 

  

  

限 定 解 除 審 査 申 請 書 
 

年  月  日  
 
 公安委員会  殿 

  

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年    月    日 

限定解除審査を受けようと

する者に係る免許の条件 
  

免許証の記載事項の変更の

有無 
有     ・     無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

免

許

証

の

写

し 
    

  

 備考 1 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の

記載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合

には同欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

    2 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複

写すること。 

    3 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
三
の
六
（
第
十
八
条
の
六
関
係
）
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別
記
様
式
第
十
四
（
第
十
九
条
関
係
）

別記様式第十四(第十九条関係) 
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 備考 1 表側は白色のプラスチック板を、裏側は薄茶色のプラスチック膜を用い、プ

ラスチック板の裏面にプラスチック膜を貼り付けること。 

    2 免許証の有効期間の末日の年の部分については、西暦の次に括弧内に元号を

用いて記載すること。 

    3 種類欄には、現に受けている免許及び受けることとなる免許の種類を表す略

号を、上欄左端から数えて、大型免許については1番目の項に、中型免許につ

いては2番目の項に、準中型免許については3番目の項に、普通免許については

4番目の項に、大型特殊免許については5番目の項に、大型二輪免許については

6番目の項に、普通二輪免許については7番目の項に、下欄左端から数えて、小

型特殊免許については1番目の項に、原付免許については2番目の項に、大型第

二種免許については3番目の項に、中型第二種免許については4番目の項に、普

通第二種免許については5番目の項に、大型特殊第二種免許については6番目の

項に、牽引免許又は牽引第二種免許については7番目の項に、それぞれ記載す

ること。 

    4 表側の余白の部分には、免許を受けた者が法第92条の2第1項の表の備考一の

2に規定する優良運転者である場合にあつては、その旨を記載すること。 

    5 備考欄には、法第93条第2項に規定する事項、法第94条第1項の規定による免

許証の記載事項の変更に係る事項その他必要な事項を記載すること。 

    6 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

けん けん 
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別
記
様
式
第
十
五
（
第
十
九
条
関
係
）

別記様式第十五(第十九条関係) 

(表) 
 11 

  

7
 

 

 

 

第     号 
 

年  月  日交付  
 
 
 

仮 運 転 免 許 証 
 
 
 
 
 

公 安 委 員 会  印  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写 真 

氏 名             
 押 出 し  

 スタンプ 年  月  日生  

 

 

本籍又

は国籍

等 

 

 

住 所  
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(裏) 

 
 

 

 

有 効 期 限 年  月  日  

 

仮免許の種類  

免 許 の 条 件  

備

考 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 事 項 
 
 
 1 常に交通法規を守り、安全運転に努めること。 
 
 2 運転中は、必ずこの仮免許証を携帯すること。 
 
 3 運転は、法令の定める資格を有する者を同乗させ、その指導の下に行うこ

と。 
 
 4 運転中は、自動車の前面と後面に「仮免許練習中」の標識をつけること。 

 

 

 備考 1 用紙は、洋紙とする。 

    2 備考欄には、法第93条第2項の規定による事項、本籍、国籍等又は住所の変

更その他必要な事項を記載する。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
六
（
第
二
十
条
関
係
）

別記様式第十六(第二十条関係) 

運転免許証記載事項変更届 
 

年  月  日  
 
 
 公 安 委 員 会 殿 
 
 

届出者氏名             

変
更
し
た
事
項 

新 

本 籍 ・ 国 籍 等   氏 名   

住 所   

旧 

本 籍 ・ 国 籍 等   氏 名   

住 所   

現

に

受

け

て

い

る

免

許 

交 付 公 安 委 員 会 公 安 委 員 会   

交 付 年 月 日 ・ 番 号 年  月  日  
有効期間

の末日 
  

免 許 証 番 号  第                号 

免
許
年
月
日
・
種
類 

第一種

免 許 
二・小・原 年  月  日 昭

和 

平
成 

令
和 

免 許 の 種 類 
大

型 

中

型 

準
中
型 

普

通 

大

特 

大
自
二 

普
自
二 

小

特 

原

付 

け

引 

大

二 

中

二 

普

二 

大
特
二 

け
引
二 

大
型
仮 

中
型
仮 

準
中
型
仮 

普
通
仮 

第一種

免 許 
そ の 他 年  月  日 昭

和 

平
成 

令
和 

第 二 種 免 許 年  月  日 
昭
和 

平
成 

令
和 

仮 免 許 年  月  日   
平
成 

令
和 

免 許 の 条 件   
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 備考 1 本籍・国籍等欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を記載

すること。 

    2 免許年月日・種類欄は、年月日を記載するほか、該当する年号及び現に受けている

免許の種類を表す略語を○で囲むこと。 

    3 公安委員会の管轄区域を異にしないで住所を変更した場合は、現に受けている免許

欄には交付公安委員会、交付年月日・番号及び免許証番号のみを記載すること。 

    4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
七
（
第
二
十
一
条
関
係
）

別記様式第十七(第二十一条関係) 

  

  

  

運転免許証再交付申請書 

年  月  日  

 公安委員会  殿 

  

氏 名 ・ 生 年 月 日   年  月  日 

本 籍 ・ 国 籍 等   

住 所   

再交付を申請する理由   

免許証の記載事項の

変 更 の 有 無 
有    ・    無 

現

に

受

け

て

い

る

免

許 

交付公安委員会   

交付年月日・番号 
平成 

令和 
年  月  日  

有効期間

の末日 
  

免 許 証 番 号 第        号 

免

許

年

月

日

・

種

類 

第一
種免
許 

二・小・原 年   月   日  昭
和 

平
成 

令
和 

免許の種類 

大

型 

中

型 
準

中

型 

普

通 

大

特 

大

自

二 

普

自

二 

小

特 

原

付 

け

引 

大

二 

中

二 

普

二 

大

特

二 

け

引

二 

大

型

仮 

中

型

仮 

準
中
型
仮 

普

通

仮 

第一
種免
許 

その他 年   月   日  昭
和 

平
成 

令
和 

第 二 種 免 許 年   月   日  昭
和 

平
成 

令
和 

仮 免 許 年   月   日    
平
成 

令
和 

免 許 の 条 件   

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  
    

6
.2

 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本 籍 ・ 国籍 等   

住 所   

交 付 年  月  日  
  

写 真 

     年  月  日まで有効 
 
免許の条件等 

  

1
.0

 

      

  2.6 9.0   
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備考 1 氏名・生年月日、本籍・国籍等及び住所欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で

印字すること。 

   2 本籍・国籍等欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を記載するこ

と。 

   3 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記載事項の変

更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同欄の「無」を、それ

ぞれ○で囲むこと。 

   4 免許年月日・種類欄は、年月日を記載するほか、該当する年号及び現に受けている免許の

種類を表す略語を○で囲むこと。 

   5 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

   6 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
七
の
二
（
第
二
十
八
条
関
係
）

別記様式第十七の二(第二十八条関係) 

 第    号 
 
 
 

運転免許試験成績証明書 

  写 真 

住 所                      
  
押 出 し 

  

  
スタンプ 

  

氏 名                      
 

年  月  日生  
 
 
 
 

 上記の者は、   年  月  日    公安委員会が行った 
 

 免許に係る運転免許試験のうち 

技 能 試 験 

学 科 試 験 

技能試験及び学科試験 

において、道路交通 

 
法施行規則第27条に定める基準に達する成績を得た者であることを証明する。 
 
 

年  月  日   
 
 
 
 

公安委員会 印   

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
七
の
二
の
二
（
第
二
十
八
条
の
三
関
係
）

別記様式第十七の二の二(第二十八条の三関係) 

 
 

再 試 験 通 知 書 
 

年  月  日  
 
 住 所 
 
 
          殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 道路交通法第100条の2第1項に規定する再試験を下記のとおり実施いたしますので通

知します。 

 なお、この通知を受けてから1か月以内に、やむを得ない理由なく再試験を受けない場

合は、再試験に係る免許が取り消されることとなります。 

  

再試験を行う理由 

    

再試験に係る免許

の種類 

  

再 試 験 の 場 所 

  

備 考 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又はおおむね縦10センチメートル、横21セ

ンチメートルとすること。 
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別
記
様
式
第
十
七
の
三
（
第
二
十
八
条
の
四
関
係
）

別記様式第十七の三(第二十八条の四関係) 

  

  

  

再試験受験申込書 

年  月  日  

 公安委員会  殿 

  

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日 

再試験に係る免許の種類   

免許証の記載事項の変更

の有無 
有   ・   無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  
    

    

免

許

証

の

写

し 

    

6
.2

 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本 籍・国籍等   

住 所   

交 付 年  月  日   
写 真 

      年  月  日まで有効 

免許の条件等 

1
.0

 

      

  2.6 9.0   
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 備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字する

こと。 

    2 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の

記載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合

には同欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

    3 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複

写すること。 

    4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 

    5 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
七
の
四
（
第
二
十
八
条
の
五
関
係
）

別記様式第十七の四(第二十八条の五関係) 

試 験 移 送 通 知 書 
 
 

年  月  日  
 
 公 安 委 員 会 殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 
 
 道路交通法第100条の3第1項の規定により、下記の者について試験移送通知書を送付

する。 

  

初心運転者期間の経過時

における住所 
  

  

氏 名   

免 許 証 の 番 号 第   号 年 月 日  公安委員会交付 

再試験に係る免許の種類   

再 試 験 を 行 う 理 由   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 
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別
記
様
式
第
十
八
（
第
二
十
九
条
関
係
）

別記様式第十八(第二十九条関係) 

  

  

  

運転免許証更新申請書 

年  月  日  

   公安委員会 殿 

  ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日  

免許証の記載事項の変更の有無 有   ・   無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

適 性 検 査 の 結 果   

  

免
許
証
の
写
し 

  

6.
2 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本籍・国籍等   

住 所   

交 付 年  月  日 
  

写 真      年  月  日まで有効 

免許の条件等 

  

1.
0 

    

  2.6 9.0   

備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字すること。 

   2 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記

載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同

欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

   3 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写す

ること。 

   4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

   5 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
二
（
第
二
十
九
条
の
二
関
係
）

別記様式第十八の二(第二十九条の二関係) 

  

  

  

特例更新申請書 

年  月  日  

   公安委員会 殿 

  ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日  

免許証の記載事項の変更の有無 有   ・   無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

適 性 検 査 の 結 果   

  

免
許
証
の
写
し 

  

6.
2 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本籍・国籍等   

住 所   

交 付 年  月  日 
  

写 真      年  月  日まで有効 

免許の条件等 

  

1.
0 

    

  2.6 9.0   

備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字すること。 

   2 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記

載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同

欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

   3 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写す

ること。 

   4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

   5 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
三
（
第
二
十
九
条
の
二
の
二
関
係
）

別記様式第十八の三(第二十九条の二の二関係) 

  

  

経 由 申 請 書 

年  月  日  

 公安委員会 殿 

  
ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日  

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  
    

  

適性検査の結果   

  

免
許
証
の
写
し 

  

  

 備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字する

こと。 

    2 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複

写すること。 

    3 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
四
（
第
二
十
九
条
の
二
の
二
関
係
）

別記様式第十八の四(第二十九条の二の二関係) 

  

  

適 性 検 査 結 果 通 知 書 

年  月  日  
 
 公安委員会 殿 

公安委員会 印  
 
 下記の者について、道路交通法第101条の2の2第2項の規定により適性検査を実

施したので、その結果を通知する。 

  

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年   月   日  

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  
    

  

適性検査の結果 

視 力 

左 眼   矯 正 有・無 

  

右 眼   矯 正 有・無 

両 眼   矯 正 有・無 

その他の科目・

特記事項 
  

免
許
証
の
写
し 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
五
（
第
二
十
九
条
の
二
の
四
、
第
三
十
七
条
の
二
関
係
）

別記様式第十八の五(第二十九条の二の四、第三十七条の二関係) 

報 告 書 

1 過去5年以内において、病気(病気の治療に伴う症状を含みます。)

を原因として、又は原因は明らかでないが、意識を失ったことが

ある。 

□はい □いいえ 

2 過去5年以内において、病気を原因として、身体の全部又は一部

が、一時的に思い通りに動かせなくなったことがある。 
□はい □いいえ 

3 過去5年以内において、十分な睡眠時間を取っているにもかかわ

らず、日中、活動している最中に眠り込んでしまった回数が週3

回以上となったことがある。 

□はい □いいえ 

4 過去1年以内において、次のいずれかに該当したことがある。 

 ・飲酒を繰り返し、絶えず体にアルコールが入っている状態を3

日以上続けたことが3回以上ある。 

 ・病気の治療のため、医師から飲酒をやめるよう助言を受けてい

るにもかかわらず、飲酒したことが3回以上ある。 

□はい □いいえ 

5 病気を理由として、医師から、運転免許の取得又は運転を控える

よう助言を受けている。 
□はい □いいえ 

    公安委員会 殿                    年  月  日 

 

 上記のとおり報告します。         氏名 

 

 

 (注意事項) 

1 各質問について、該当する□にレ印を付けて報告してください。 

2 各質問に対して「はい」と報告しても、直ちに運転免許を拒否若しくは保留され、又

は既に受けている運転免許を取り消され若しくは停止されることはありません。 

 (運転免許の可否は、医師の診断を参考に判断されますので、正確に報告してくださ

い。) 

3 虚偽の報告をした方は、1年以下の懲役又は30万円以下の罰金に処せられます。 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
六
（
第
二
十
九
条
の
二
の
五
関
係
）

別記様式第十八の六(第二十九条の二の五関係) 

 

臨時認知機能検査通知書 

 

年  月  日     

 

 住 所 

 

         殿 

 

 

公安委員会 印     

 

 

  道路交通法第101条の7第1項の規定による臨時認知機能検査を下記のとおり実施

いたしますので通知します。 

  なお、この通知を受けてから1か月以内に、やむを得ない理由なく臨時認知機能 

 検査を受けない場合は、運転免許 
が取り消される 

の効力が停止される 
こととなります。 

  
臨時認知機能検査を

行う理由 

    

臨時認知機能検査の

場所 

  

備 考 

  

  

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又はおおむね縦10センチメートル、横21セン

チメートルとすること。 
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別
記
様
式
第
十
八
の
七
（
第
二
十
九
条
の
二
の
六
関
係
）

別記様式第十八の七(第二十九条の二の六関係) 

 

臨時高齢者講習通知書 

 

年  月  日       

 

 住 所 

 

         殿 

 

 

公安委員会 印       

 

 

  道路交通法第101条の7第4項の規定による臨時高齢者講習を下記のとおり実施い

たしますので通知します。 

  なお、この通知を受けてから1か月以内に、やむを得ない理由なく臨時高齢者講 

 習を受けない場合は、運転免許 
が取り消される 

の効力が停止される 
こととなります。 

  
臨時高齢者講習を行

う理由 

    

臨時高齢者講習の場

所 

  

備 考 

  

  

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又はおおむね縦10センチメートル、横21セン

チメートルとすること。 
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別
記
様
式
第
十
九
（
第
二
十
九
条
の
四
関
係
）

別記様式第十九(第二十九条の四関係) 

 
 

処 分 移 送 通 知 書 
 
 

年  月  日  
 
 
 公安委員会  殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 
 道路交通法第103条第3項 

 道路交通法第104条の2の3第5項において準用する第103条第3項の規定により、下記の 

 道路交通法第104条の2の3第8項において準用する第103条第3項 
 
者について処分移送通知書を送付する。 

  

住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 第  号    年  月  日  公安委員会交付 

免 許 の 種 類   

理 由   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
二
（
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
の
五
関
係
）

別記様式第十九の二(第三十条、第三十七条の五関係) 

  

仮 
停止 

禁止 
処分通知書 

  

 下記の理由により、あなたの 
免許の効力 

自動車等の運転 
を    年  月  日から   

  年  月  日まで仮 
停止 

禁止 
したので通知します。 

 なお、この処分については、処分を受けた日から起算して5日以内に、本職に対し、弁

明をすることができます。また、弁明は、代理人をもつて行うことができ、弁明の際に

は有利な証拠を提出することができます。 
 
 

年  月  日  
 

警 察 署 長 印  
 

  

住 所 

本 邦 に お け る 住 所 
  

  

氏 名   

免許証 

国際運転免許証等 
の番号 

第  号    年  月  日 

           公安委員会交付 

免許 

運転することが

できる自動車等 

の種類 
 

  

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 

150



別
記
様
式
第
十
九
の
三
（
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
七
条
の
五
関
係
）

別記様式第十九の三(第三十条の二、第三十七条の五関係) 

  

仮 
停 止 

禁 止 
通 知 書 

年  月  日  
 
 
 公 安 委 員 会 殿 
 
 

警 察 署 長 印  

 道路交通法 

第103条の2第4項 

第107条の5第10項において準用する第103条の2第4

項 

の規定により、 

下記の者について仮 
停止 

禁止 
通知書を送付する。 

  

住 所 

本 邦 に お け る 住 所 
  

  

氏 名   

免許証 

国際運転免許証等 
の番号 

第  号    年  月  日 

           公安委員会交付 

免許 

運転することが

できる自動車等 

の種類 
 

  

仮 
停 止 

禁 止 
の 理 由   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
二
（
第
三
十
条
の
三
関
係
）

別記様式第十九の三の二(第三十条の三関係) 

 
処 分 移 送 通 知 書 

 
年  月  日  

 
 公 安 委 員 会 殿 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 道路交通法第104条の2の2第3項の規定により、下記の者について処分移送通知書を送

付する。 

  

住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 
第  号    年  月  日 

              公安委員会交付 

処分に係る免許

の種類 
  

理 由   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
二
の
二
（
第
三
十
条
の
三
の
二
関
係
）
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
三
（
第
三
十
条
の
四
関
係
）

別記様式第十九の三の三(第三十条の四関係) 

  

運転免許 
取 消 

 
停 止 

処分書 

  

 下記の理由により、あなたの免許 
を取り消し、 
 
の効力を 

年   月   日から 

  年間を免許を受けることができない期間として指定し 
 
  日間停止し 

ます。 

 したがって、あなたに対する処分の満了日は、免許の効力の仮停止の期間  日間を

通算して  年  月  日となります。 
 
 

年    月    日  
 

公 安 委 員 会 印  

  

住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 
第  号    年  月  日 

              公安委員会交付 

免 許 の 種 類   

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
四
（
第
三
十
条
の
四
関
係
）

別記様式第十九の三の四(第三十条の四関係) 

運転免許取消処分書 

 道路交通法 

第104条の2の2第1項 
 
第104条の2の2第2項(第4

項) 

の規定により、下記のとおりあなたの免許 

を取り消します。 
 
 

年    月    日  
 

公 安 委 員 会 印  

  

住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 
第  号    年  月  日 

              公安委員会交付 

再試験に係る

免 許 の 種 類 
  

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
四
の
二
（
第
三
十
条
の
四
関
係
）
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
五
（
第
三
十
条
の
五
関
係
）

別記様式第十九の三の五(第三十条の五関係) 

  
  

出 頭 命 令 書 
  

 道路交通法第104条の3第2項の規定により、あなたに下記のとおり出頭を命じ

ます。 

命 令 日 時 年  月  日  午 
前 
 
後 

 時  分 

出 頭 日 時 年  月  日  午 
前 
 
後 

 時  分 

出 頭 場 所   

命令者の所属、

階級及び氏名 

 
印  

 
氏名 

生年

月日 
年  月  日生( 歳)  職業 

  

本籍   

住所   

免許証 

第         号 

平・令  年  月  日     公安委員会交付 

  

備考 本籍欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を記載すること。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
六
（
第
三
十
条
の
七
関
係
）

別記様式第十九の三の六(第三十条の七関係) 

免 許 証 保 管 証 ( 番 号 ) 

  

交 付 日 時 年  月  日  午 
前 
 
後 

 時  分 

  

出 頭 日 時 年  月  日  午 
前 
 
後 

 時  分 

出 頭 場 所   

交付者の所属、

階級及び氏名 

  
印  

氏名 生年

月日 
年  月  日生( 歳)  職

業 

  

本籍   

住所   

免許証 
第         号 

平・令  年  月  日       公安委員会交付 

免
許
年
月
日 

第一

種免

許 

二・小・原 昭・平・令  年  月  日 

そ の 他 昭・平・令  年  月  日 

第 二 種 免 許 昭・平・令  年  月  日 

免 許 の 種 類 

有無                               

種

類 

大

型 

中

型 

準

中

型 

普

通 

大

特 

大

自

二 

普

自

二 

小

特 

原

付 

け

引 

大

二 

中

二 

普

二 

大

特

二 

け

引

二 

免 許 の 条 件   

備考 

1 この保管証の有効期間は、あなたが出頭日時として指定された日時(あなたが指

定された日時までに指定された場所に出頭したときは、その出頭した時)までの間

となります。 

2 この保管証は、有効期間中は運転免許証とみなされるものですから、運転する

ときは、必ず携帯していなければなりません。 

3 この保管証の有効期間が満了したときは、直ちに警察官に返納しなければなり

ません。 
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 備考 1 本籍欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を記載す

ること。 

    2 免許の種類欄の略語の意味は、別表第2に定めるとおりとする。 

    3 免許の種類欄の有無の欄には、現に受けている免許の種類を表す略語の上部

に「1」を、その他の略語の上部に「0」をそれぞれ記載すること。 

    4 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
七
（
第
三
十
条
の
八
関
係
）

別記様式第十九の三の七(第三十条の八関係) 

 
出 頭 命 令 通 知 書 

 
 
 

年  月  日   
 
 
 公安委員会  殿 
 
 

所 属                 
 

階 級  氏名          印  
 
 
 道路交通法第104条の3第4項の規定により、下記のとおり通知します。 

 

住 所  

 

氏 名  

免許証の番号 
第  号    年  月  日 

              公安委員会交付 

出 頭 日 時 年  月  日  午 
前 
 
後 

 時  分 

出 頭 場 所  

免許証保管の

有 無 
有        無 

 

備考 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 

160



別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
八
（
第
三
十
条
の
九
関
係
）

別記様式第十九の三の八(第三十条の九関係) 

  

  

  

運 転 免 許 取 消 申 請 書 

年  月  日  

 公安委員会  殿 

  

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日 年    月    日  

取消しを申請する免許の

種類 
  

※受けたい他の免許の種

類 
  

免許証の記載事項の変更

の有無 
有    ・    無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  
    

    

免

許

証

の

写

し 

    

6
.2

 

  

氏名・生年月日   年  月  日 

  

本 籍・国籍等   

住 所   

交 付 年  月  日    
写 真 

      年  月  日まで有効 

免許の条件等 
 

  

1
.0

 

      

  2.6 9.0   

  備考 1 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は5号活字で印字す

ること。 

     2 ※印の欄には、受けたい他の免許の種類がある場合に、その免許の種類を

記載すること。 

     3 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証

の記載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない

場合には同欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

     4 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を

複写すること。 

     5 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

     6 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
九
（
第
三
十
条
の
九
関
係
）

別記様式第十九の三の九(第三十条の九関係) 

申請による運転免許の取消通知書 
 
 
 あなたの申請に基づき、道路交通法第104条の4第2項の規定により、     年 

 月  日付けであなたの免許を取り消したので通知します。 
 
 

年  月  日   
 
 

公安委員会    印  

  

住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 
第     号              年  月  日 

公安委員会交付  

免 許 の 種 類   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
三
の
十
（
第
三
十
条
の
十
一
関
係
）

別記様式第十九の三の十(第三十条の十一関係) 
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 備考 1 表側は白色のプラスチック板を、裏側は薄茶色のプラスチック膜を用い、プ

ラスチック板の裏面にプラスチック膜を貼り付けること。 

    2 種類欄には、運転経歴証明書の交付を受けた者が取消しを受けた免許又はそ

の者の失効した免許の種類を表す略号を、上欄左端から数えて、大型免許につ

いては1番目の項に、中型免許については2番目の項に、準中型免許については

3番目の項に、普通免許については4番目の項に、大型特殊免許については5番

目の項に、大型二輪免許については6番目の項に、普通二輪免許については7番

目の項に、下欄左端から数えて、小型特殊免許については1番目の項に、原付

免許については2番目の項に、大型第二種免許については3番目の項に、中型第

二種免許については4番目の項に、普通第二種免許については5番目の項に、大

型特殊第二種免許については6番目の項に、牽引免許又は牽引第二種免許につ

いては7番目の項に、それぞれ記載すること。 

    3 備考欄には、運転経歴証明書の記載事項の変更に係る事項その他必要な事項

を記載すること。 

    4 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

けん けん 
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別
記
様
式
第
十
九
の
四
（
第
三
十
一
条
の
四
関
係
）

別記様式第十九の四(第三十一条の四関係) 

 
 

仮運転免許取消し処分通知書 
 
 
 下記の理由により、あなたの免許を取り消したので通知します。 
 
 

令和  年  月  日   
 
 

公 安 委 員 会 印  

  
住 所   

  

氏 名   

免許証の番号 
第            号 

平・令  年  月  日        公安委員会交付 

免 許 の 種 類   

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
四
の
二
（
第
三
十
一
条
の
五
関
係
）

別記様式第十九の四の二(第三十一条の五関係) 
 

(表) 

 
自動車教習所の届出書 

年  月  日   

   公安委員会 殿 

 道路交通法第98条第2項の規定により届出をします。 

届出者の氏名又は名称及び住所      

 

(ふ り が な)   

自動車教習所の名称   

自動車教習所の所在地 
〒(   ) 

(   )   局    番 

設

置

者 

(ふ り が な)   

氏 名 又 は 名 称   

住 所 
 

〒(   ) 

(   )   局    番 

個

人 

本籍・国籍等   

生 年 月 日 年   月   日生 

法

人

に

あ

つ

て

は

、

そ

の

役

員 
代

表

者 

(ふりがな)   

氏 名   

住 所   

本籍・国籍

等 
  

生 年 月 日 年   月   日生 

(ふりがな)   

氏 名   

住 所   

本籍・国籍等   

生 年 月 日 年   月   日生 
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(裏) 

設

置

者 

法

人

に

あ

つ

て

は

、

そ

の

役

員 

(ふりがな)   

氏 名   

住 所   

本籍・国籍等   

生 年 月 日 年   月   日生 

(ふりがな)   

氏 名   

住 所   

本籍・国籍等   

生 年 月 日 年   月   日生 

(ふりがな)   

氏 名   

住 所   

本籍・国籍等   

生 年 月 日 年   月   日生 

管

理

者 
(ふりがな)   

氏 名   

住 所 
 

〒(   ) 

(   )   局    番 

本 籍 ・ 国 籍 等   

生 年 月 日 年   月   日生 

備考 1 本籍・国籍等欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を

記載すること。 

   2 設置者が個人の場合には個人の欄に、法人の場合には法人の欄にそれぞれ記載

すること。 

   3 所定の欄に記載できないときは、別紙に記載の上、これを添付すること。 

   4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
五
（
第
三
十
四
条
の
二
関
係
）

別記様式第十九の五(第三十四条の二関係) 

 
 第  号 
 

卒 業 証 明 書 

  

写 真  住 所 
 
 
 氏 名 

  
押 出 し 

  

  スタンプ   

年  月  日生  
 
 上記の者は、  年  月  日本  における   免許に係る所定の教習を修了

し、卒業した者であることを証明する。 
 
 

年  月  日  
 
 

所在地             
 
 

公安委員会指定    
 

名 称             
 

管理者          印  

備考 1 写真は、卒業前6月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の長さ3.0

センチメートル、横の長さ2.4センチメートルのものとする。 

   2 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
十
九
の
六
（
第
三
十
四
条
の
二
関
係
）

別記様式第十九の六(第三十四条の二関係) 

 
 第  号 
 

修 了 証 明 書 
 
 
  住 所 
 
  氏 名 
 
 

年  月  日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日本    において所定の教習を修了し、仮免

許を受けて運転することができる程度の技能及び知識の水準に達した者であることを証

明する。 

 
 
 

年  月  日  
 

所 在 地             
 

公安委員会指定      
 

名 称             
 

管 理 者          印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
（
第
三
十
五
条
関
係
）

別記様式第二十(第三十五条関係) 
 

 
指定自動車教習所の指定申請書 

 
 

年  月  日  
 
 
 
  公安委員会殿 
 
 
 

住 所             

申請者                 

氏 名             

指定を受けようとす

る教習所の名称及び

所在地 

  

  

指定を受けようとす

る教習に係る免許の

種類 

  

管

理

者 

本籍・国籍等   

住 所   

氏 名 

年  月  日生  

添 付 書 類   

備考 1 申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所の所在

地及び代表者の氏名を記載すること。 

   2 添付書類欄には、添付する書類名を記載すること。 
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別
記
様
式
第
二
十
一
（
第
三
十
七
条
関
係
）

別記様式第二十一(第三十七条関係) 
 

 
 
 第  号 
 
 
 

指 定 書 
 
 
 

名 称             
 

所在地             
 
 
 
  道路交通法第99条第1項の規定により       に係る指定自動車教習所とし

て指定する。 
 
 

年  月  日  
 
 
 
 

公 安 委 員 会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
一
の
二
（
第
三
十
七
条
関
係
）

別記様式第二十一の二(第三十七条関係) 
 

 
指 定 取 消 通 知 書 

 
 

年  月  日  
 
 
 
  住 所 
 
 
          殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 
 
  下記の理由により       の指定自動車教習所としての指定を取り消したの

で通知します。 

  
指 定 番 号 

    

理 由 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
（
第
三
十
七
条
関
係
）

別記様式第二十二(第三十七条関係) 

  

措 置 

監 督 
命令書 

年  月  日  
 
 住所 

          殿 
 

公安委員会 印  

 道路交通法第99条の
7 

第1項 

第2項 
の規定により、指定自動車教習所 

  

          について下記の 
措置をとることを命ずる。 

とおり命令する。 

  
  

指 定 番 号 

    

措 置

命 令 内 容 

  

理 由 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
二
（
第
三
十
七
条
関
係
）

別記様式第二十二の二(第三十七条関係) 
 
  

卒業証明書・修了証明書 
発 行 禁 止 

発行禁止延長 
処分通知書 

 
年  月  日  

 
 住所 

          殿 
 

公 安 委 員 会 印  

 下記の理由により、 
  が   年  月  日から  年  月  日までの期 

  に対する  年  月  日付けの卒業証明書・修了証明 

  

間内における教習に基づき卒業証明書・修了証明書を発行することを禁止した 

書の発行禁止処分に係る期間を   年  月  日まで延長した 
ので通知 

します。 

  

指 定 番 号 

    

理 由 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
三
（
第
三
十
七
条
の
二
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の三(第三十七条の二の二関係) 
 

 
 

措 置 命 令 書 
 
 

年  月  日  
 
 
          殿 
 
 

公安委員会 印  
 
 道路交通法第107条の4第3項の規定により、あなたの自動車等の運転に関し下記の措

置をとることを命ずる。 

  

措 置 

    

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
四
（
第
三
十
七
条
の
三
関
係
）

別記様式第二十二の四(第三十七条の三関係) 
 

 
 

処 分 移 送 通 知 書 
 

年  月  日  
 
 
 公 安 委 員 会 殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 
 道路交通法第107条の5第9項において準用する第103条第3項の規定により、下記の者

について処分移送通知書を送付する。 

  
本 邦 に お け る

住 所 
  

  

氏 名   

国際運転免許証等

の 番 号 
 第   号    年  月  日 

運転することが

できる自動車等

の 種 類 

  

理 由   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
五
（
第
三
十
七
条
の
四
関
係
）

別記様式第二十二の五(第三十七条の四関係) 
 
  5 

7
 

 
運 転 禁 止 処 分 票 

 この 
国際運転免許証 

外国運転免許証 
の所持者は、日本国における自動車等の運転を次の期 

間次の理由により禁止された。 

  

期 間 

    

理 由 

  

 
年  月  日  

 
公 安 委 員 会 印  

   備考 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
（
第
三
十
七
条
の
五
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の六(第三十七条の五の二関係) 
 

 
 

自動車等の運転禁止処分書 
 
 下記の理由により、あなたの自動車等の運転を    年  月  日から    

年  月  日まで(  日間)、ただし、自動車等の運転の仮禁止の期間  日間を前

記処分の期間に通算し、   年  月  日まで(  日間)禁止します。 

 

年  月  日  

公安委員会 印  

  

本邦における住所   

  

氏 名   

国際運転免許証等の

番号 
 第  号  年  月  日 

運転することができ

る自動車等の種類 
  

理 由   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又は縦25センチメートル、横12センチメー

トルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
二
（
第
三
十
七
条
の
五
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の六の二(第三十七条の五の二関係) 
 

 
 

出 頭 命 令 書 
SUMMONS 

 
 

年    月    日  
year   month  day  

 
 
 住 所 
 Address in Japan 
 
 
 氏 名 
          (Surname)(First name)(Middle name) 
 
 
 交付者の所属・階級及び氏名                        印 
 This summons is Issued by 
 
 
  In accordance with the provision of paragraph 2，Article 104－3 and paragraph 11，

Article 107－5 of the Road Traffic Law， 
 
 
 出 頭 場 所 
 you shall appear at 
 
 
 出 頭 日 時      年    月    日    時 
          on      year   month   day   hours. 

備考 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
三
（
第
三
十
七
条
の
五
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の六の三(第三十七条の五の二関係) 
 
  (表) 

  
11 

7
 

  
   

NOTICE 
 
 1． When you appear on or before the designated date, this D

eposit Certificate loses effect as of the time you appear. 
 2． This Deposit Certificate shall be regarded as your inter-nation

al driving permit during its term of validity while you are in Japa
n. You are required to carry this Deposit Certi-ficate with you, 
when you drive a motor vehicle. 

 3． After the term of validity of this Deposit Certificate has elapse
d, you must return it to a police officer. 

  

  
    

   
 
 
 
 

保 管 証 
 

DRIVER’S PERMIT 
DEPOSIT CERTIFICATE 
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(裏) 

  

  

国 際 運 転 免 許 証 の 番 号 
International Driving 
Permit Number 
発 給 機 関 
Issued by 
発 給 地 
Issued at 
発 給 年 月 日 
Issued on 

第    号 
 
 
 
 
 
 

年   月   日  
year  month  day    

本 邦 に お け る 住 所 
Address in Japan 

  

氏 名 
 

生 年 月 日 
Date of Birth 

 
(Surname)(First name)(Middle name) 

年   月   日  
year  month  day  

  
  

  

運 転 す る こ と が で き る 自 動 車 等 の 種 類 
Type of Vehicles for which the Permit is valid 

  

A B C D E 

交付者の所属・階級及び氏名 
This Deposit Certificate is Issued 
by 
交 付 日 時 
Issued on 

 
 

印  

年  月  日  時   分  
year month day   hours   

出 頭 場 所 
You shall appear at 
有 効 期 限 (出頭日時 ) 
This Deposit Certificate is valid 
through 

 
 

年   月   日   時  

year  month  day hours.  
 

  

備考 1 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

   2 運転することができる自動車等の種類欄には、運転することができない自動車

等の種類に×印を記載すること。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
六
の
四
（
第
三
十
七
条
の
五
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の六の四(第三十七条の五の二関係) 
 
  (表) 

  
11 

7
 

  
   

NOTICE 
 
 1． When you appear on or before the designated date, this De

posit Certificate loses effect as of the time you appear. 
 2． This Deposit Certificate shall be regarded as your foreign drivin

g permit during its term of validity while yon are in Japan. You
 are required to carry this Deposit Certificate with you, when y
ou drive a motor vehicle. 

 3． After the term of validity of this Deposit Certificate has elapse
d, you must return it to a police officer. 

  

  
    

   
 
 
 
 

保 管 証 
 

DRIVER’S PERMIT 
DEPOSIT CERTIFICATE 
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(裏) 

  

  

外 国 運 転 免 許 証 の 番 号 
Foreign Driving Permit Number 
発 給 機 関 
Issued by 
発 給 地 
Issued at 
発 給 年 月 日 
Issued on 

第    号 
 
 
 
 
 

年   月   日  
year  month  day  

  

本 邦 に お け る 住 所 
Address in Japan 

  

氏 名 
 

生 年 月 日 
Date of Birth 

 
(Surname)(First name)(Middle name) 

年   月   日  
year  month  day  

  
  

  

運 転 す る こ と が で き る 自 動 車 等 の 種 類 
Type of Vehicles for which the Permit is valid 

  

 

交付者の所属・階級及び氏名 
This Deposit Certificate is Issued 
by 
交 付 日 時 
Issued on 

 
 

印  

年  月  日  時  分  
year month day hours    

出 頭 場 所 
You shall appear at 
有 効 期 限 (出頭日時 ) 
This Deposit Certificate is valid 
through 

 
 

年   月   日   時  

year  month  day hours.  
 

  

備考 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別記様式第二十二の六の五(第三十七条の五の二関係) 

 
 

出 頭 命 令 通 知 書 
 

年  月  日   
 
  公安委員会 殿 
 
 

所 属              
 

階 級    氏 名    印  
 
 道路交通法第107条の5第11項において準用する同法第104条の3第4項の規定により、

下記のとおり通知します。 

  

住 所   

  

氏 名   

国際運転免許証等の

番号 
第   号   年  月  日 

出 頭 日 時 年  月  日 午 
前 

後 
  時  分 

出 頭 場 所   

免許証保管の有無 有               無 

  

備考 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 
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別記様式第二十二の七(第三十七条の七関係) 

(表 紙) 
  9.7 10.6 10.5 

1
4

.8
 

     
日 本 国 

 
JAPAN 

 
国 際 自 動 車 交 通 

  INTERNATIONAL MOT
OR TRAFFIC 

  

 
国 際 運 転 免 許 証 

  INTERNATIONAL DRIVIN
G PERMIT 

  

 
1949年9月19日の道路交通に関する条約 

  CONVENTION ON ROAD TRA
FFIC OF 19 SEPTEMBER 194
9 

  

 
 発 給 地 
 Issued at              
 
 発給年月日 
 Date of Issue           
 
 

公安委員会 

スタンプ 
 
 

公 安 委 員 会  
     PUBLIC SAFETY COMMISSIO
N 
 
(署名) 

 (3ページ) (2ページ) (1ページ) 
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(裏) 
 10.5. 10.6 9.7 

1
4

.8
 

 
 この運転免許証は、すべての締約国の領域(これを発給する締約国の領

域を除く。)において、発給の日から一年間、この運転免許証の最終ペー

ジにおいて特定する種類の車両の運転について有効とする。 
  This permit is valid in the territory of all the Contracting States with the 

exception of the territory of the Contracting State where issued, for the 
period of one year from the date of  issue,for the driving of vehicles 
included in the category or  categories mentioned on the last page of this 
permit. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この運転免許証は、その所持者が自己の旅行する各国において施行され

ている居住又は職業に関する法令を遵守する義務にいかなる影響をも及ぼ

さないものとする。 
 It is understood that this permit shall in no way affect the obligation of the 
holder to conform strictly to the laws and regulations relating to residence or 
to the exercise of a profession which are in force in each country through 
which he travels. 
 

運転者に関する事項 
 
 
 
 
 この運転免許証で運転することができる車両 

姓 1  

名 2  

出 生 地 3  

生年月日 4  

住 所 5  

 1                       
 
 2                       
 
 3                       
 
 4                       
 
 5                       

 二輪の自動車(側車付きのものを含む。)、身体障害者用車両及び

空車状態における重量が400キログラム(900ポンド)をこえない三

輪の自動車 

A 

 

乗用に供され、運転者席のほかに8人分をこえない座席を有する

自動車又は貨物輸送の用に供され、許容最大重量が3,500キログ

ラム(7,700ポンド)をこえない自動車。この種類の自動車には、
軽

量の被牽引車を連結することができる。 

B 
 A 

シ ー ル 

又 は 

スタンプ 

 

 

写 真 

 

貨物輸送の用に供され、許容最大重量が3,500キログラム(7,700
ポ

ンド)をこえる自動車。この種類の自動車には、軽量の被牽引車

を連結することができる。 

C B 
シ ー ル 

又 は 

スタンプ 乗用に供され、運転者席のほかに8人分をこえる座席を有する自

動車。この種類の自動車には、軽量の被牽引車を連結することが

できる。 

D 
C 
シ ー ル 

又 は 

スタンプ 
運転者が免許を受けたB、C又はDの自動車に軽量の被牽引車以外

の被牽引車を連結した車両 
E 

  車両の「許容最大重量」とは、運行することができる状態にある車両の重

量及びその最大積載量の和をいう。 

  「最大積載量」とは、車両の登録国の権限のある当局が宣言した積載物の

重量の限度をいう。 

  「軽量の被牽引車」とは、許容最大重量が750キログラム(1,650ポンド)を

こえない被牽引車をいう。 

D 
シ ー ル 

又 は 

スタンプ  
押出し 

 

E 
シ ー ル 

又 は 

スタンプ 

  スタンプ   

                
除 外 

 この運転免許証の所持者は、      (国名)におけ

る運転を次の理由により禁止される。 
                           

除 外 
 

(Ⅰ―Ⅷの国) 

所持者の署名 

除 外 

(国名) 

当局のシ

ール又は

スタンプ 

                     
場 所                  

年月日                  

    署 名 

Ⅰ           Ⅴ           

Ⅱ           Ⅵ           

Ⅲ           Ⅶ           

Ⅳ           Ⅷ            上の欄がすでに使用されているときは、他の除外欄を使

用するものとする。 

 (表紙 1ページの裏) (表紙 2ページの裏) (表紙 3ページの裏) 

備考 1 表紙は灰色の厚紙とし、追補ページは白色の洋紙とする。 

   2 表紙2ページの裏及び表紙3ページの裏は、フランス語で作成する。 

   3 表紙2ページの裏の本文を日本語、英語、スペイン語、ロシア語、中国語及びアラビア語で作成した追補ページを表紙1ページの裏と表紙2ページの裏との内側の折目と一致するようにつづり込む。 

   4 記入事項は、ローマ字つづり又は英語で記載する。 

   5 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 

けん 
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別記様式第二十二の八(第三十七条の九関係) 
 
  

  

国外運転免許証交付申請書 
 

年  月  日  
 
  公安委員会  殿 

  

国外運転免許証の申請区

分 
  

出 生 地   

ふ り が な   

氏 名   

生 年 月 日          年    月    日 

免許証の記載事項の変更

の有無 
有     ・     無 

  
(この線から下には記載しないこと。) 

  

    

  

免

許

証

の

写

し 

    

  

備考 1 国外運転免許証の申請区分欄には、別記様式第二十二の七の表紙2ページの裏

の表の区分に従い、A、B、C、D又はEを記載する。 

   2 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記

載事項の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には

同欄の「無」を、それぞれ○で囲むこと。 

   3 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写

すること。 

   4 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の九(第三十八条関係) 
 
  

安全運転管理者 

副安全運転管理者 
講習通知書 

 
 

年  月  日  
 
 
          殿 

安全運転管理者 

副安全運転管理者 
名 

公 安 委 員 会 印  

 道路交通法第108条の2第1項第1号に掲げる 
安全運転管理者 

副安全運転管理者 
に対する講習を 

下記のとおり実施いたしますので通知します。 

  

日 時   

  

場 所   

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十(第三十八条関係) 
 
  
 

指定自動車教習所職員講習通知書 
 
 

年  月  日  
 
 
 名 称 
 
 管 理 者    殿 
 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 
 道路交通法第108条の2第1項第9号に掲げる指定自動車教習所の職員に対する講習を下

記のとおり実施いたしますので通知します。 

  

日 時   

  

場 所   

講習を受

ける職員 
  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の二(第三十八条関係) 
 

 
第   号 
 

大型車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
 
   氏 名 
 
 

年    月    日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第4号に掲げる講習

(大型車講習)を終了した者であることを証明する。 
 
 
 
 

年    月    日  
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の二の二(第三十八条関係) 

 
第   号 
 
 

中型車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
   氏 名 
 

年  月  日生  
 
 上記の者は、  年  月  日道路交通法第108条の2第1項第4号に掲げる講習(中

型車講習)を終了した者であることを証明する。 
 

年  月  日  
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の二の三(第三十八条関係) 

 

 

 

 

 

 第   号 

 

 

 

準 中 型 車 講 習 終 了 証 明 書 

 

 

 

  住 所 

  氏 名 

 

年   月   日生  

 

 

 上記の者は、      年    月    日道路交通法第108条の2第1項第4号

に掲げる講習(準中型車講習)を終了した者であることを証明する。 

 

 

年   月   日 

 

 

 

公安委員会 印 

 

 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の二の四(第三十八条関係) 

 
第   号 
 
 

普通車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
   氏 名 
 

年  月  日生  
 
 上記の者は、  年  月  日道路交通法第108条の2第1項第4号に掲げる講習(普

通車講習)を終了した者であることを証明する。 
 

年  月  日  
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の三(第三十八条関係) 

 
第   号 
 

大型二輪車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
 
   氏 名 
 
 

年    月    日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第5号に掲げる講習

(大型二輪車講習)を終了した者であることを証明する。 
 
 
 
 

年    月    日  
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の三の二(第三十八条関係) 

第   号 
 
 

普通二輪車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
   氏 名 
 
 

年  月  日生  
 
 
 上記の者は、  年  月  日道路交通法第108条の2第1項第5号に掲げる講習(普

通二輪車講習)を終了した者であることを証明する。 

 
 

年  月  日  
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の四(第三十八条関係) 

第   号 
 
 

原付講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
 
   氏 名 
 
 

年    月    日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第6号に掲げる講習

を終了した者であることを証明する。 

 
 
 

年    月    日  
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の五(第三十八条関係) 

第   号 
 
 

大型旅客車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
 
   氏 名 
 
 

年    月    日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第7号に掲げる講習

(大型旅客車講習)を終了した者であることを証明する。 

 
 
 

年    月    日  
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の五の二(第三十八条関係) 

 
 第  号 
 
 

中型旅客車講習終了証明書 
 
 
  住 所 
 
  氏 名 
 
 

年  月  日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第7号に掲げる講習

(中型旅客車講習)を終了した者であることを証明する。 

 
 
 

年  月  日  
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の五の三(第三十八条関係) 

第   号 
 
 

普通旅客車講習終了証明書 
 
 
   住 所 
 
   氏 名 
 
 

年  月  日生  
 
 
 上記の者は、  年  月  日道路交通法第108条の2第1項第7号に掲げる講習(普

通旅客車講習)を終了した者であることを証明する。 

 
 

年  月  日  
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の六(第三十八条関係) 

 

 第    号 
 
 

応急救護処置講習(一)終了証明書 
 
 
       住 所 
 
       氏 名 
 
 

年    月    日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第8号に掲げる講習

(応急救護処置講習(一))を終了した者であることを証明する。 

 
 

年   月   日  
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別記様式第二十二の十の六の二(第三十八条関係) 

 
 第  号 
 
 

応急救護処置講習(二)終了証明書 
 
 
  住 所 
 
  氏 名 
 
 

年  月  日生  
 
 
 上記の者は、    年  月  日道路交通法第108条の2第1項第8号に掲げる講習

(応急救護処置講習(二))を終了した者であることを証明する。 

 
 
 
 

年  月  日  
 
 
 
 

公安委員会 印  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 

201



別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
の
七
（
第
三
十
八
条
関
係
）

 

202



別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
（
第
三
十
八
条
の
四
関
係
）

別記様式第二十二の十一(第三十八条の四関係) 

初 心 運 転 者 講 習 通 知 書 
 

年  月  日  
 
 住 所 
 
          殿 
 

公 安 委 員 会 印  
 
 道路交通法第108条の2第1項第10号に掲げる初心運転者講習を下記のとおり実施いた

しますので通知します。 

 なお、初心運転者講習は、この通知を受けてから1か月以内に限って受けることができ

ます。やむを得ない理由なく初心運転者講習を受けない場合は、再試験を受けなければ

ならないこととなります。 

  

初心運転者講

習を行う理由 
  

  

初心運転者講

習に係る免許

の種類 

  

初心運転者講

習の場所 
  

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又はおおむね縦10センチメートル横21セン

チメートルとする。 
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四
の
二
関
係
）

別記様式第二十二の十一の二(第三十八条の四の二関係) 

違反者講習通知書 
 
 

年  月  日  
 
 
 住 所 
 
          殿 
 
 

公安委員会 印  
 
 道路交通法第108条の2第1項第13号に掲げる違反者講習を下記のとおり実施いたしま

すので通知します。 

 なお、違反者講習は、この通知を受けてから1か月以内に限って受けることができま

す。やむを得ない理由なく違反者講習を受けない場合は、運転免許の効力の停止を受け

ることとなります。 

  

違反者講習を

行う理由 
  

  

違反者講習の

日時、場所 
  

備 考   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番又はおおむね縦10センチメートル横21セン

チメートルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
二
の
二
（
第
三
十
八
条
の
四
の
二
の
二
関
係
）
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
三
（
第
三
十
八
条
の
四
の
四
関
係
）
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
一
の
四
（
第
三
十
八
条
の
四
の
四
関
係
）

別記様式第二十二の十一の四(第三十八条の四の四関係) 

自転車運転者講習受講命令書 

 

年   月   日  

 

           殿 

 

 

公安委員会 印   

 

 

  道路交通法第108条の3の5第2項の規定により、下記の期間内に自転車運転者講習を受

けるべきことを命令する。 

  

命 令 を

受 け る 者 

住 所 
    

氏 名 年   月   日生 

期 間 年  月  日から   年  月  日まで   

命 令 の 理 由 

  

備 考 

  

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
二
（
第
三
十
八
条
の
五
関
係
）

別記様式第二十二の十二(第三十八条の五関係) 

道路交通法令違反通知書 
 
 

年  月  日  
 
 
          殿 
 
 

公安委員会    印  
 
 次の運転者に係る道路交通法令違反は、車両等の使用者の業務に関してなされたもの

であると認められるので、道路交通法第108条の34の規定により通知します。 

  

運

転

者 

住 所   

  

氏 名 
年  月  日 生  

番号標に表示されてい

る番号 
  

違

反

内

容 

違反・事故の種別   

日 時   

場 所   

備 考   

取 扱 所 属   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
二
の
十
三
（
第
三
十
八
条
の
五
関
係
）

別記様式第二十二の十三(第三十八条の五関係) 

道路交通法令違反通知書 
 
 

年  月  日  
 
 
          殿 
 
 

公安委員会    印  
 
 次の運転者に係る道路交通法令違反は、車両等の使用者の業務に関してなされたもの

であると認められるので、道路交通法第108条の34の規定により通知します。 

  

運

転

者 

住 所   

  

氏 名 
年  月  日 生  

番号標に表示されてい

る番号 
  

使
用
者 

住 所   

氏 名   

違

反

内

容 

違反・事故の種別   

日 時   

場 所   

備 考   

取 扱 所 属   

  

備考 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
三
（
第
三
十
八
条
の
六
関
係
）

別記様式第二十三(第三十八条の六関係) 

             免 許 証 保 管 証    (番号) 

交 付 日 時 令和   年   月   日 午 
前 

後 
   時   分 

交付者の所属、

階級及び氏名 
印   

氏名 生年月日 年  月  日生(  歳) 職
業 

  出 頭 

本 籍   日時 場

所 

住 所   

  
  

免 許 証 

第                   号 

平・令    年    月    日 公安委員会交付 

    

  

    

有 効 期 限 令和    年    月    日 備考 

1 この保管証は、有

効期間中は運転免許

証とみなされるもの

ですから、運転する

ときは、必ず携帯し

ていなければなりま

せん。 

2 運転免許証は、あ

なたが指定された日

時及び場所に出頭し

たときに、この保管

証と引換えに返還し

ます。 

免

許

年

月

日 

第一

種免

許 

二・小・

原 
昭・平・令   年   月   日 

その他 昭・平・令   年   月   日 

第 二 種 免 許 昭・平・令   年   月   日 

免 許 の 種 類 

有
無 

                              

種

類 

大

型 

中

型 

準
中
型 

普

通 

大

特 

大
自
二 

普
自
二 

小

特 

原

付 

け

引 

大

二 

中

二 

普

二 

大
特
二 

け
引
二 

免 許 の 条 件   
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 備考 1 本籍欄には、日本の国籍を有する者は本籍を、その他の者は国籍等を記載すること。 

    2 免許の種類欄の略語の意味は、別表第2に定めるとおりとする。 

    3 免許の種類欄の有無の欄には、現に受けている免許の種類を表す略語の上部に「1」

を、その他の略語の上部に「0」をそれぞれ記載すること。 
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別
記
様
式
第
二
十
四
（
第
三
十
八
条
の
六
関
係
）

別記様式第二十四(第三十八条の六関係) 

(表) 
 11 

7
 

 

 

N O T I C E 

1． This Deposit Certificate shall be regarded as your international driving

 permit during its term of validity while you are in Japan. 

 You are required to carry it with you,when you drive a motor ve

hicle. 

2． Your original international driving permit shall be returned to you in

 exchange for this Deposit Certificate when you appear at the time a

nd place designated. 

3． After the designated date has elapsed,you may request at any tim

e for the return of your international driving permit. 

 

 

 

 

 
 

保 管 証 

DRIVER’S PERMIT 

DEPOSIT CERTIFICATE 
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(裏) 

 

 

 

有 効 期 間 
This Deposit Certificate is 
valid through 

年    月    日  

year   month   day  

国際運転免許証の番号 
International Driving Permit 
Number 
発 給 機 関 
Issued by 
発 給 地 
Issued at 
発 給 年 月 日 
Issued on 

 第    号 
 
 
 
 
 
 

年    月    日  
year   month   day  

本 邦 に お け る 住 所 
Address in Japan 

 

氏 名 
 

生 年 月 日 
Date of Birth 

 
(Surname) (First name)(Middle name) 

年    月    日  
year   month   day  

 

 

 

 

運転することができる自動車等の種類 
Type of Vehicles for which the Permit is valid 

A B C D E 

交付者の所属・階級及び

氏 名 
This Deposit Certificate is Iss
ued by 
交 付 日 時 
Issued on 

 

印  
 

年   月   日   時   分 
year  month  day    hours  

出 頭 場 所 
You shall appear at 
日 時 
         on 

 
 

年  月  日  時  
year month day hours. 

 

 備考 1 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 

    2 運転することができる自動車等の種類欄には、運転することができない自動

車等の種類に×印を記載すること。 
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別
記
様
式
第
二
十
四
の
二
（
第
三
十
八
条
の
六
関
係
）

別記様式第二十四の二(第三十八条の六関係) 

(表) 
 11 

7
 

 

 

N O T I C E 

1． This Deposit Certificate shall be regarded as your foreign drivin

g permit during its term of validity while you are in Japan. Yo

u are required to carry it with you, when you drive a mot

or vehicle. 

2． Your original foreign driving permit shall be returned to y

ou in exchange for this Deposit Certificate when you appear 

at the time and place designated. 

3． After the designated date has elapsed, you may request at

 any time for the return of your foreign driving permit. 

 

 

 

 

 
 

保 管 証 

DRIVER’S PERMIT 

DEPOSIT CERTIFICATE 
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(裏) 

 

 

 

有 効 期 間 
This Deposit Certificate is 
valid through 

年    月    日  

year   month   day  

外国運転免許証の番号 
Foreign Driving Permit N
umber 
発 給 機 関 
Issued by 
発 給 地 
Issued at 
発 給 年 月 日 
Issued on 

 第    号 
 
 
 
 
 
 

年    月    日  
year   month   day  

本 邦 に お け る 住 所 
Address in Japan 

 

氏 名 
 

生 年 月 日 
Date of Birth 

 
(Surname) (First name)(Middle name) 

年    月    日  
year   month   day  

 

 

 

 

運転することができる自動車等の種類 
Type of Vehicles for which the Permit is valid 

 

交付者の所属・階級及び

氏 名 
This Deposit Certificate is Iss
ued by 
交 付 日 時 
Issued on 

 

印  
 

年  月  日  時  分 
year  month  day    hours  

出 頭 場 所 
You shall appear at 
日 時 
         on 

 
 

年  月  日  時  
year month day hours. 

 

 備考 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
四
の
三
（
第
三
十
八
条
の
八
関
係
）

別記様式第二十四の三(第三十八条の八関係) 

特定交通情報提供事業届出書(新規・変更) 

年  月  日  

 国家公安委員会 殿 

届出者             

 道路交通法第109条の3第1項の規定により次のとおり届出をします。 

届 出 者 
〒  ― 
 

(  )  局   番  

事業の開始年月日      年  月  日 

交 通 情 報 を

提 供 す る 道 路 
  

交 通 情 報 の

収 集 の 方 法 
  

予 測 の 方 法   

交 通 情 報 の

提 供 の 方 法 
  

提供する交通情報

の 種 類及 び 内容 

道路における交通の混雑の状態 

目的地に到達するまでに要する時間 
を予測するもの 

  

第三者提供の概要   

 備考 1 届出者の欄には、個人にあつては氏名及び住所を、法人にあつては名称、代

表者の氏名及び主たる事務所の所在地を記載すること。 

    2 第三者提供の概要の欄には、提供先が届出者により提供された交通情報を用

いて交通情報を提供する事業を行う場合に、当該提供先の氏名及び住所(法人に

あつては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地)、交通情報を提

供する道路、交通情報の提供の方法並びに提供する交通情報の種類及び内容を

記載すること。 

    3 所定の欄に記載できないときは、別紙に記載の上、これを添付すること。 

    4 届出をした事項を変更するときは、変更があつた事項に関してのみ記載する

こと。 

    5 不要の文字は、横線で消すこと。 

    6 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。 
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別
記
様
式
第
二
十
五
（
第
四
十
条
関
係
）

別記様式第二十五(第四十条関係) 

  

  

            交 通 反 則 告 知 書 (番号) 

  

告 知 日 時 令和  年  月  日午 
前 

後 
   時   分 

告知者の所属、階

級等及び氏名 
印   

(1) 
反則者

氏 名 

生年月日 年  月  日生(  歳) 
職
業 

  
(8) 

出頭 

本 籍   
日時 

場

所 

住 所   

 
 

月 
 

日
午 

免 許 証 
第             号 裏

面
記
載
の
と
お
り
。 

平・令  年  月  日   公安委員会交付 

保 護 者

又 は

勤 務 先 

住
所 

電        
前後 

氏
名 (  歳) 

職
業 

続
柄  

時 

(2) 
反則車両 

  

登録(車両)番号               号 

(3) 
反則日時 

令和  年  月  日午 
前 

後 
  時  分ごろ  免許証

保 管 
 
有・無 

少 (4) 
反則場所 

  
男・女 

反
則
事
項
・
罰
条 

  

(6) 
反則行為の種別 

車両等の種類 
(○印のもの) 

反 則 行 為 の 種 類 (7) 反則金相当額 

大型車  普通車 

二輪車  原付車 

重被牽引車    

  円 

 道路交通法第126条の規定により上記のとおり告知します。 

  

備考 1 下部の空白の部分には、別記様式第23の下部を記載する。 

   2 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。

けん 
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(裏) 

  
  交通反則通告制度に関する説明   

仮納付の期限、場所、方法及び公示通告の場所 

出頭場所 
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別
記
様
式
第
二
十
六
（
第
四
十
一
条
関
係
）

別記様式第二十六(第四十一条関係) 

  

  

            交 通 反 則 通 告 書(告知書番号) 

  

告 知 年 月 日 令和   年   月   日 

告知者の所属、階
級等及び氏名 

  

(1) 
反則者

氏 名 

生年月日 年  月  日生(  歳) 職
業 

  
(8) 
納付 

本 籍   方

法 

場

所 住 所   

免 許 証 
 第                 号 別

添
納
付
書
に
よ
る
こ
と
。 

別
添
納
付
書
記
載
の
と
お
り
。 

平・令  年  月  日   公安委員会交付 

保 護 者

又 は

勤 務 先 

住
所 

電        

氏
名 (  歳) 

職
業 

続
柄 

(2) 
反則車両 

  

登録(車両)番号                号 

(3) 
反則日時 

令和  年  月  日午 
前 
後 

  時  分ごろ 

少 (4) 
反則場所 

  
男・女 

 

項
・
罰
条 

 

反
則
事 

  

(6) 
反則行為の種別 

車両等の種類 
(○印のもの) 

反則行為の種類 (7) 反 則 金 額 

大型車  普通車 

二輪車  原付車 

重被牽引車    

  円 

(9) 
納付すべき金額 

          円 

(10) 
納 付 期 限 

令和    年    月    日 

(11) 
通 告 年 月 日 

令和    年    月    日 

 上記(2)(3)(4)(5)(6)の理由により道路交通法第127条第 1 項の規定に基づき(9)

の金額の納付を通告します。             (第2項後段) 

警 察 本 部 長       

(警 視 総 監)    印  

(方面本部長)       

  

備考 用紙の大きさは、縦25センチメートル、横12センチメートルとする。 

けん 
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別
記
様
式
第
二
十
七
（
第
四
十
二
条
関
係
）

別記様式第二十七(第四十二条関係) 

  

  

交通反則告知是正通知書 

  

(1) 
氏 名 

  

(2) 
生年月日及び住所 

  

(3) 
告知書の番号及び

告 知 年 月 日 
  

(4) 
 
通 知 内 容   

(5) 
 
通 知 理 由   

 上記のとおり道路交通法第127条第2項前段の規定により通知します。 
 

令和  年  月  日   
 
 
 
 
 
 
 
 

警 察 本 部 長       

(警 視 総 監)    印  

(方面本部長)       

  

備考 用紙の大きさは、縦17センチメートル、横12センチメートルとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
八
（
第
四
十
三
条
関
係
）

別記様式第二十八(第四十三条関係) 

第
一
片 

  

  交  納付書・領収証書  国 庫 金 

  

  (番 号) 

  

一般会計 
内 閣 府 主 管 

( 番 号 ) 

  

(注意) 

1 金額欄の数字の訂正はできませ

ん。 

2 この納付書は3枚1組となってい

ますから3枚とも納付場所に提出し

て下さい。 

  

住 所 
 
                    

                    

氏 名 
 
                  殿 

(取扱庁名(番 号)) 

金額 
万 千 百 十 円 

  上記の金額を領

収しました。   現 金 納 付   

 
有価証券又は収入

印紙による納付は

できません。 

(領収日付印) 

納付区分 仮 本 指   

  
納 付 場 所 

日本銀行本支店、代理店又は歳

入代理店   
告 知

通 告

指 示 

令和  年  月  日 
納 付 期 限 令和  年  月  日限り 

  納付期限後に納付することはできません。 

 

第
二
片 

  

  

交   領 収 控  国 庫 金 

  

(年 度)   (番 号) 

  

一般会計 
内 閣 府 主 管 

( 番 号 ) 
住 所 
 
                    

                    

氏 名 
 
                  殿 

(取扱庁名(番 号)) 

金 額 
万 千 百 十 円 

  

上記の金額を領

収しました。 

(領収日付印) 

  

納 付 場 所 
日本銀行本支店、代理店又は歳

入代理店 

納 付 期 限 令和  年  月  日限り 
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第
三
片 

  

  交  領収済通知書  国 庫 金 

  

(年 度)   (番 号) 

  

一般会計 
内 閣 府 主 管 

( 番 号 ) 

  

納 付 者 通 知 票 

  

住 所 
 
                    

                    

氏 名 
 
                  殿 

  (番 号) 

通 知 令和  年  月  日 (取扱庁名(番 号)) 

金 額 万 千 百 十 円 金額 
万 千 百 十 円 

納付期限 令和  年  月  日 

  

上記の金額を領

収しました。 
領 収 令和  年  月  日   

納付区分 仮 本 指 
納付場所 

日本銀行本支店、代理店又は歳

入代理店 

(領収日付印) 

告 知

通 告

指 示 

令和  年  月  日 
納 付 期 限 令和  年  月  日限り 

  

(

宛
先) 

(歳入徴収官又は歳入徴収官代理官職氏名並びに所属庁名及び所在地) 

 
備考 1 各片は、左端をのり付けその他の方法により接続するものとする。 

   2 各片に共通する事項(あらかじめ印刷する事項を除く。)は、複写により記入するものとする。 

   3 第1片の「交」を赤色とし、「納付期限」欄及び「現金納付」を赤枠で囲み、「現金納付」を太字体とする。 

   4 「納付区分」欄の「仮」は告知する場合に、「本」は通告する場合に、「指」は家庭裁判所の指示を受けた者に交付する場合にそれ

ぞれ○で囲むものとする。 

   5 納付書を再発行するときは、各片上欄左肩に再○○(○○は警察署名等)を押印するものとする。 

   6 各片の右最上欄の番号及び第3片の納付者通知票の番号は、告知書の番号(指示に係る納付の場合にあつては指示書の番号)と同一と

する。 

   7 用紙の大きさは、各片とも、おおむね縦9センチメートル、横21センチメートルとする。 

   8 日本産業規格X0012(情報処理用語(データ媒体、記憶装置及び関連装置))に規定する非衝撃式印字装置により印字するときは、1及

び2にかかわらず、左から納付書・領収証書、領収控及び領収済通知書の順に連続して接続した各片に共通する事項を印字する方法

によることができる。この場合には、7にかかわらず、3片を連続して接続した用紙の大きさは、おおむね縦11センチメートル、横23

センチメートルとする。 

   9 上記各号に掲げるもののほか、歳入徴収官事務規程(昭和27年大蔵省令第141号)別紙第4号書式の備考によるものとする。 
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別
記
様
式
第
二
十
九
（
第
四
十
五
条
関
係
）

別記様式第二十九(第四十五条関係) 

交通反則公示通告書 

1 反則者 

  下記の告知年月日に下記の告知書番号の告知書により告知を受けた者 

2 通告内容 

  告知書(7)記載の金額の反則金の納付 

3 通告理由 

 (1) 反則行為となるべき事実 

   告知書(2)(3)(4)(5)記載のとおり。 

 (2) 反則行為の種別 

   告知書(6)記載のとおり。 

 上記のとおり道路交通法第127条第1項前段及び第129条第2項の規定により通告しま

す。 

 なお、この通告を受けた者は、道路交通法第129条第3項の規定に基づき、この通告に

よつて反則金を納付した者とみなされます。 
 

令和  年  月  日   

警 察 本 部 長       

(警 視 総 監)    印  

(方面本部長)       

  

告 知 年 月 日 告 知 書 番 号 告 知 年 月 日 告 知 書 番 号 

  

        

        

        

        

        

  

  

        

  
        

        

        

  
 

223



別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

信
号
機
の

構
造
及
び

灯
器
の
高

さ

縦型

中
央
柱
式

備
考

一
　
道
路
の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
き
又
は
主
と
し
て
歩
行
者
の
た
め
に
設
け
る
信
号
機
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
歩
行
者
専
用
信
号
機
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
可
搬
式
の

信
号
機
を
設
け
る
と
き
は
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
上
記
の
図
示
の
長
さ
の
単
位
は
、
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

　

側
柱
式

　

懸
垂
式

横
型

灯
器
の
構

造

縦型

赤
、
黄
及

び
青
の
三

色
を
備
え

る
も
の

備
考

一
　
信
号
表
示
面
が
円
形
と
な
つ
て
い
る
信
号
機
の
当
該
信
号
表
示
面
の
直
径
は
、
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
歩
行
者
専
用
信

号
機
又
は
可
搬
式
の
信
号
機
に
あ
つ
て
は
、
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
信
号
表
示
面
が
正
方
形
と
な
つ
て
い
る
信
号
機
は
、
歩
行
者
専
用
信
号
機
の
み
に
用
い
る
も
の
と
し
、
当
該
信
号
表
示
面
の
一
辺
の
長
さ
は
、
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
す
る
。

三
　
背
面
板
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
図
柄
は
幅
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
し
ま
模
様
と
し
、
そ
の
色
彩
は
緑
と
白
又
は
黄
と
黒
と
す
る
。

赤
及
び
青

の
二
色
を

備
え
る
も

の

横型

赤
、
黄
及

び
青
の
三

色
を
備
え

る
も
の

赤
及
び
青

の
二
色
を

備
え
る
も

の
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点
滅
型

別
表
第
一
の
二
（
第
四
条
関
係
）

灯
火
の
矢
印
の
種
類

灯
火
の
矢
印
の
形
状

車
両
等
が
直
進
（
令
第
二
条
第
一
項
の
多
通
行
帯
道
路
等
通
行
一
般
原
動
機
付
自
転
車
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
又
は
軽
車
両
が
右
折
し
よ
う
と
し
て
右
折
す
る
地
点
ま
で
直
進
し
、
そ
の
地
点
に
お
い
て
右

折
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の

車
両
等
が
左
折
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の

車
両
等
（
令
第
二
条
第
一
項
の
多
通
行
帯
道
路
等
通
行
一
般
原
動
機
付
自
転
車
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
及
び
軽
車
両
を
除
く
。
）
が
右
折
し
、
又
は
転
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の

備
考
　
灯
火
の
矢
印
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
形
状
に
よ
り
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
道
路
の
形
状
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
（
第
十
九
条
関
係
）

略
語

意
味

大
型

大
型
自
動
車
免
許

中
型

中
型
自
動
車
免
許

準
中
型

準
中
型
自
動
車
免
許

普
通

普
通
自
動
車
免
許

大
特

大
型
特
殊
自
動
車
免
許

大
自
二

大
型
自
動
二
輪
車
免
許

普
自
二

普
通
自
動
二
輪
車
免
許

小
特

小
型
特
殊
自
動
車
免
許

原
付

原
動
機
付
自
転
車
免
許

大
二

大
型
自
動
車
第
二
種
免
許

中
二

中
型
自
動
車
第
二
種
免
許

普
二

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許

大
特
二

大
型
特
殊
自
動
車
第
二
種
免
許

け
引

け
ん牽

引
免
許

け
引
二

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

引
・
引
二

け
ん牽

引
免
許
及
び

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

二
・
小
・
原

大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車
免
許
、
小
型
特
殊
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許

大
型
車

大
型
自
動
車
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マ
イ
ク
ロ
バ
ス

乗
車
定
員
が
一
一
人
以
上
二
九
人
以
下
の
専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
大
型
自
動
車

中
型
車

中
型
自
動
車

中
型
車
（
８
ｔ
）

中
型
自
動
車
（
車
両
総
重
量
八
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
、
最
大
積
載
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
乗
車
定
員
一
〇
人
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

準
中
型
車

準
中
型
自
動
車

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
準
中
型
自
動
車
（
車
両
総
重
量
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
最
大
積
載
量
三
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

普
通
車

普
通
自
動
車

大
特
車

大
型
特
殊
自
動
車

大
型
二
輪

大
型
自
動
二
輪
車

普
通
二
輪

普
通
自
動
二
輪
車

小
型
二
輪

総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
一
二
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
一
・
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
原
動
機
を
有
す
る
普
通
自
動
二
輪
車

二
輪
車

大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車

軽
車
（
六
六
〇
）

長
さ
が
三
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
六
六
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

軽
車
（
五
五
〇
）

長
さ
が
三
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
五
五
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

軽
車
（
三
六
〇
）

長
さ
が
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
総
排
気
量
が
〇
・
三
六
〇
リ
ツ
ト

ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

ミ
ニ
カ
ー

総
排
気
量
に
つ
い
て
は
〇
・
〇
五
〇
リ
ッ
ト
ル
以
下
、
定
格
出
力
に
つ
い
て
は
〇
・
六
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
原
動
機
を
有
す
る
普
通
自
動
車

小
特
車

小
型
特
殊
自
動
車

原
付
車

一
般
原
動
機
付
自
転
車

自
三
車

前
一
輪
に
よ
り
操
向
す
る
三
輪
の
普
通
自
動
車

小
四
車

長
さ
が
四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
が
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
普
通
自
動
車
（
内
燃
機
関
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
総
排
気
量
が
二
・
〇
〇
リ
ツ
ト
ル
以

下
の
も
の
、
内
燃
機
関
以
外
を
原
動
機
と
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
定
格
出
力
が
七
・
五
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

乗
用
車

専
ら
人
を
運
搬
す
る
構
造
の
自
動
車

貨
物
車

専
ら
貨
物
を
運
搬
す
る
構
造
の
自
動
車

Ａ
Ｔ
車

Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
自
動
車
等

サ
ポ
ー
ト
カ
ー

第
十
八
条
の
六
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
普
通
自
動
車

カ
タ
ピ
ラ
車

カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
自
動
車
（
車
輪
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）

農
耕
車

農
耕
作
業
用
自
動
車

旅
客
車

旅
客
自
動
車

総
重
量

車
両
総
重
量

積
載
量

最
大
積
載
量

排
気
量

総
排
気
量

定
員

乗
車
定
員

ｍ

メ
ー
ト
ル

ｔ

ト
ン

ｌ

リ
ツ
ト
ル

眼
鏡
等

視
力
（
深
視
力
を
含
む
。
）
を
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
の
視
力
の
項
に
定
め
る
基
準
以
上
に
矯
正
す
る
眼
鏡
等
を
使
用
す
る
こ
と
。

補
聴
器

大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
、
普
通
自
動
車
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
を
運
転
中
は
、
聴
力
を
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
の
聴
力
の
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
以
上
に
補
う
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ

と
。

特
定
後
写
鏡
等

準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
を
運
転
中
は
、
特
定
後
写
鏡
等
を
使
用
す
る
こ
と
。

義
手

自
動
車
等
を
運
転
中
は
、
運
転
操
作
上
有
効
な
義
手
を
使
用
す
る
こ
と
。

義
足

自
動
車
等
を
運
転
中
は
、
運
転
操
作
上
有
効
な
義
足
を
使
用
す
る
こ
と
。

優
良

優
良
運
転
者
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別
表
第
二
の
二
（
第
三
十
条
の
十
一
関
係
）

略
語

意
味

大
型

大
型
自
動
車
免
許

中
型

中
型
自
動
車
免
許

準
中
型

準
中
型
自
動
車
免
許

普
通

普
通
自
動
車
免
許

大
特

大
型
特
殊
自
動
車
免
許

大
自
二

大
型
自
動
二
輪
車
免
許

普
自
二

普
通
自
動
二
輪
車
免
許

小
特

小
型
特
殊
自
動
車
免
許

原
付

原
動
機
付
自
転
車
免
許

大
二

大
型
自
動
車
第
二
種
免
許

中
二

中
型
自
動
車
第
二
種
免
許

普
二

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許

大
特
二

大
型
特
殊
自
動
車
第
二
種
免
許

け
引

け
ん牽

引
免
許

け
引
二

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

引
・
引
二

け
ん牽

引
免
許
及
び

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

二
・
小
・
原

大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車
免
許
、
小
型
特
殊
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許

別
表
第
三
（
第
三
十
二
条
関
係
）

一
　
コ
ー
ス
の
種
類
に
関
す
る
基
準

教
習
に
係
る
免
許
の
種
類

基
準

大
型
免
許

周
回
コ
ー
ス
、
幹
線
コ
ー
ス
、
坂
道
コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー
ス
、
曲
線
コ
ー
ス
及
び
方
向
変
換
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

中
型
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

準
中
型
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

普
通
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

大
型
特
殊
免
許

大
型
特
殊
自
動
車
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

大
型
二
輪
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
（
方
向
変
換
コ
ー
ス
を
除
く
。
）
、
直
線
狭
路
コ
ー
ス
、
連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
及
び
波
状
路
コ
ー
ス
を
有
す

る
こ
と
。

普
通
二
輪
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
（
方
向
変
換
コ
ー
ス
を
除
く
。
）
、
直
線
狭
路
コ
ー
ス
及
び
連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
（
小
型
限
定
普
通
二
輪
免

許
に
つ
い
て
は
、
連
続
進
路
転
換
コ
ー
ス
を
除
く
。
）
を
有
す
る
こ
と
。

け
ん牽

引
免
許

け
ん牽

引
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

大
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
及
び
鋭
角
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

中
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
及
び
鋭
角
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

普
通
第
二
種
免
許

大
型
免
許
の
項
に
規
定
す
る
コ
ー
ス
及
び
鋭
角
コ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

備
考
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
つ
い
て
は
、
曲
線
コ
ー
ス
（
中
型
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
曲
線
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
大
型
免
許
又
は
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習

に
用
い
る
コ
ー
ス
の
形
状
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
コ
ー
ス
の
基
準
」
と
い
う
。
）
を
満
た
し
て
い
る
曲
線
コ
ー
ス
で
あ
つ
て
、
二
の
表
の
備
考
の
二
の
規
定
に
よ
り
中
型
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に

限
り
、
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
曲
線
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
大
型
免
許
又
は
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
曲
線
コ
ー
ス
で
あ
つ
て
、
二
の
表
の
備
考
の
三
の
規
定
に
よ

り
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
に
障
害
物
を
設
け
た
も
の
を
走
行
す
る
こ
と
に
よ
り
屈
折
コ
ー
ス
を
走
行
す
る
の
と
同
等
の
教
習
効
果
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
場
合
に
は
、
屈
折

コ
ー
ス
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
コ
ー
ス
の
形
状
及
び
構
造
に
関
す
る
基
準

コ

ー

ス

の

種
類

基
準
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周

回

コ

ー

ス

一
　
お
お
む
ね
長
円
形
で
、
八
〇
メ
ー
ト
ル
（
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
距
離
を
直
線
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
を
有
し
、
幅
八
メ
ー
ト

ル
（
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
七
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
総
延
長
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

幹

線

コ

ー

ス

一
　
お
お
む
ね
直
線
で
、
周
回
コ
ー
ス
と
連
絡
し
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
コ
ー
ス
が
相
互
に
十
字
形
に
交
差
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
一
以
上
の
コ
ー
ス
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

坂

道

コ

ー

ス

一
　
二
以
上
の
坂
道
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
幅
は
、
七
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
こ
う
配
の
起
点
か
ら
頂
上
ま
で
の
高
さ
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
（
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
一
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
こ
う
配
は
、
緩
坂
路
に
お
い
て
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
、
急
坂
路
に
お
い
て
一
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
で
あ
る
こ
と
。

五
　
頂
上
平
た
ん
部
の
長
さ
は
、
四
メ
ー
ト
ル
（
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

屈

折

コ

ー

ス

一
　
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

　

　

　

　

　

教
習
に
係
る

免
許
の
種
類

大
型
免
許

大
型
第
二
種
免
許

中
型
免
許
及
び
中
型
第
二
種

免
許

準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
及
び
普
通
第
二

種
免
許

大
型
二
輪
免

許
及
び
普
通

二
輪
免
許

　

図
示
の
記
号

　幅

Ａ

五
メ
ー
ト
ル

四
・
五
メ
ー
ト
ル

四
・
五
メ
ー
ト
ル

三
・
五
メ
ー
ト
ル

二
メ
ー
ト
ル

曲
角
間
の
長
さ

Ｂ

二
〇
メ
ー
ト
ル
一
五
メ
ー
ト
ル

一
五
メ
ー
ト
ル

一
二
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト

ル

出
入
口
部
の
長
さ

Ｃ

六

メ

ー

ト

ル

以
上

六
メ
ー
ト
ル
以
上

六
メ
ー
ト
ル
以
上

四
メ
ー
ト
ル
以
上

三
メ
ー
ト
ル

以
上

す
み
切
り
半
径

Ｄ

二

・

五

メ

ー

ト
ル

二
・
五
メ
ー
ト
ル

一
・
五
メ
ー
ト
ル

一
メ
ー
ト
ル

一
メ
ー
ト
ル

備
考

一
　
す
み
切
り
半
径
と
は
、
曲
角
部
の
内
側
を
円
形
に
切
つ
た
場
合
の
、
そ
の
円
の
半
径
を
い
う
。

二
　
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
立
体
障
害
物
を
コ
ー
ス
の
内
側
に
接
し
て
一
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
二
十
四
個
設
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
立
体
障
害
物
は
、
高
さ
が
お
お
む
ね
〇
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
円
す
い
形
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

曲

線

コ

ー

ス

一
　
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

　

　

　

　

　

教
習
に
係
る

免
許
の
種
類

大
型
免
許
及
び
大
型
第
二

種
免
許

中
型
免
許
及
び
中
型
第
二
種
免
許

準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
及
び
普
通
第
二

種
免
許

大
型
二
輪
免
許
及
び
普
通
二

輪
免
許

　

図
示
の
記
号

　幅

Ａ

五
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

三
・
五
メ
ー
ト
ル

二
メ
ー
ト
ル

半
径

Ｂ

一
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト
ル

七
・
五
メ
ー
ト
ル

五
・
五
メ
ー
ト
ル

弧
の
長
さ

Ｃ

円
周
の
八
分
の
三

円
周
の
八
分
の
三

円
周
の
八
分
の
三

円
周
の
八
分
の
三

備
考
　
半
径
は
、
図
示
の
Ｃ
を
円
周
の
一
部
と
す
る
円
の
半
径
を
い
い
、
弧
の
長
さ
は
、
そ
の
円
の
円
周
の
八
分
の
三
の
長
さ
と
す
る
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

方

向

変

換

コ

ー

ス

一
　
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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教
習
に
係
る

免
許
の
種
類

大
型
免
許

大
型
第
二
種
免
許

中
型
免
許
及
び
中
型
第
二
種
免
許

準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
及

び
普
通
第
二
種
免
許

　

図
示
の
記
号

　幅

Ａ

六
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

三
・
五
メ
ー
ト
ル

Ｂ

五
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

三
・
五
メ
ー
ト
ル

奥
行

Ｃ

一
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト
ル

八
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

出
入
口
部
の
長
さ

Ｄ

一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

八
メ
ー
ト
ル
以
上

五
メ
ー
ト
ル
以
上

す
み
切
り
半
径

Ｅ

二
・
五
メ
ー
ト
ル

二
・
五
メ
ー
ト
ル

一
・
五
メ
ー
ト
ル

一
メ
ー
ト
ル

備
考

一
　
す
み
切
り
半
径
と
は
、
曲
角
部
を
円
形
に
切
つ
た
場
合
の
、
そ
の
円
の
半
径
を
い
う
。

二
　
図
の
上
側
及
び
下
側
の
い
ず
れ
の
出
入
口
部
か
ら
も
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
上
側
の
出
入
口
部
か
ら
だ
け
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
と
下
側
の
出
入
口
部
か
ら
だ

け
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
の
双
方
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
大
型
免
許
に
係
る
教
習
に
用
い
る
コ
ー
ス
に
あ
つ
て
は
、
図
示
の
Ａ
を
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
図
示
の
Ｅ
は
、
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

直

線

狭

路

コ

ー

ス

次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

　

　

　

区
分

図
示
の
記
号

寸
法

　

幅

Ａ

〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下

高
さ

Ｂ

〇
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
以
上

〇
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
下

平
た
ん
部
分
の
長
さ

Ｃ

一
三
メ
ー
ト
ル
以
上

一
五
メ
ー
ト
ル
以
下

傾
斜
部
の
長
さ

Ｄ

〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下

　

連

続

進

路

転

換

コ

ー

ス

一
　
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

　

　

　

区
分

図
示
の
記
号

寸
法

　

入
口
及
び
出
口
の
幅

Ａ

二
メ
ー
ト
ル
以
上

三
メ
ー
ト
ル
以
下

立
体
障
害
物
間
の
距
離

Ｂ

四
メ
ー
ト
ル
以
上

六
メ
ー
ト
ル
以
下

Ｃ

二
六
メ
ー
ト
ル
以
上

二
八
メ
ー
ト
ル
以
下

備
考
　
コ
ー
ス
中
央
に
高
さ
が
お
お
む
ね
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
立
体
障
害
物
を
五
個
設
け
、
コ
ー
ス
の
入
口
及
び
出
口
に
高
さ
が
お
お
む
ね
〇
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
立
体
障
害
物
を
そ
れ
ぞ
れ
二
個
設
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

波

状

路

コ

ー
ス

一
　
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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区
分

図
示
の
記
号

寸
法

　

長
さ

Ａ

九
・
五
メ
ー
ト
ル

幅

Ｂ

〇
・
七
メ
ー
ト
ル

突
起
部
の
間
隔

Ｃ

一
・
三
メ
ー
ト
ル

突
起
部
の
間
隔

Ｄ

一
・
〇
メ
ー
ト
ル

突
起
部
の
間
隔

Ｅ

一
・
一
五
メ
ー
ト
ル

突
起
部
の
幅

Ｆ

〇
・
一
四
メ
ー
ト
ル

突
起
部
上
部
の
幅

Ｇ

〇
・
〇
六
メ
ー
ト
ル

突
起
部
の
高
さ

Ｈ

〇
・
〇
五
メ
ー
ト
ル

傾
斜
部
ま
で
の
高
さ

Ｉ

〇
・
〇
一
メ
ー
ト
ル

傾
斜
部
の
角
度

Ｊ

四
十
五
度

備
考
　
コ
ー
ス
の
側
端
は
、
白
色
の
線
又
は
金
属
製
の
枠
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

鋭

角

コ

ー

ス

一
　
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

　

　

　

　

　

教
習
に
係
る

免
許
の
種
類

大
型
第
二
種
免
許

中
型
第
二
種
免
許

普
通
第
二
種
免
許

　

図
示
の
記
号

　幅

Ａ

五
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

三
・
五
メ
ー
ト
ル

切
取
線
の
長
さ

Ｂ

一
メ
ー
ト
ル

〇
・
五
メ
ー
ト
ル

〇
・
一
メ
ー
ト
ル

角
度

Ｃ

六
十
度

六
十
度

六
十
度

備
考

一
　
切
取
線
の
長
さ
と
は
、
コ
ー
ス
の
内
側
の
曲
角
部
を
直
線
に
切
つ
た
時
に
生
じ
る
切
取
線
の
長
さ
を
い
う
。

二
　
コ
ー
ス
の
外
側
の
曲
角
部
に
つ
い
て
は
、
教
習
に
使
用
す
る
自
動
車
の
構
造
及
び
性
能
に
応
じ
、
コ
ー
ス
の
内
側
の
曲
角
部
の
切
取
線
と
平
行
に
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

大

型

特

殊

自

動

車

コ

ー
ス

教
習
に
使
用
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
の
構
造
及
び
性
能
に
応
じ
た
形
状
を
有
す
る
こ
と
。

け
ん牽

引

コ

ー

ス

教
習
に
使
用
す
る

け
ん牽

引
自
動
車
（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
重
被

け
ん牽

引
車
を

け
ん牽

引
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
構
造
及
び
性
能
に
応
じ
た
形
状
を
有
す
る
こ
と
。

備
考

一
　
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
を
行
う
場
合
に
お
け
る
コ
ー
ス
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
障
害
物
の
設
置
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
措
置
を
講
じ
た
コ
ー
ス
を
走
行
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
コ
ー
ス
の
基
準
を
満
た
す
コ
ー
ス
を
走
行
す

る
こ
と
に
よ
る
の
と
同
等
の
教
習
効
果
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
場
合
に
は
、
方
向
変
換
コ
ー
ス
に
係
る
コ
ー
ス
の
基
準
は
、
大
型
免
許
に
係
る
教
習
の
コ
ー
ス
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

二
　
一
の
規
定
は
、
中
型
免
許
に
係
る
教
習
の
コ
ー
ス
の
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
「
大
型
第
二
種
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
中
型
免
許
」
と
、
「
方
向
変
換
コ
ー
ス
」
と
あ
る
の
は
「
屈
折
コ
ー
ス
又
は
曲
線
コ
ー

ス
若
し
く
は
方
向
変
換
コ
ー
ス
」
と
、
「
大
型
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
大
型
第
二
種
免
許
又
は
大
型
免
許
若
し
く
は
大
型
第
二
種
免
許
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
　
一
の
規
定
は
、
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
の
コ
ー
ス
の
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
「
大
型
第
二
種
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
中
型
第
二
種
免
許
」
と
、
「
方
向
変
換
コ
ー
ス
」
と
あ
る
の
は
「
屈
折
コ
ー
ス

若
し
く
は
鋭
角
コ
ー
ス
又
は
曲
線
コ
ー
ス
若
し
く
は
方
向
変
換
コ
ー
ス
」
と
、
「
大
型
免
許
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
大
型
第
二
種
免
許
又
は
大
型
免
許
若
し
く
は
大
型
第
二
種
免
許
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四
　
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
車
を
自
衛
隊
用
自
動
車
に
限
る
大
型
免
許
に
係
る
教
習
を
行
う
場
合
に
お
け
る
コ
ー
ス
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
中
型
免
許
に
係
る
教
習
の
コ
ー
ス
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
（
第
三
十
三
条
関
係
）

一
　
技
能
教
習
の
教
習
時
間
の
基
準
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教
習
に
係
る
免
許
の
種
類

現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
無
及
び
種
類

教
習
時
間
（
時
限
数
）

基
本
操
作
及
び
基
本

走
行

応
用
走
行
計

大
型
免
許

な
し

２
６

２
７

５
３

中
型
免
許

５

９

１
４

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

８

１
２

２
０

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
２

１
２

２
４

準
中
型
免
許

１
０

１
３

２
３

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
１

１
５

２
６

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
５

１
５

３
０

普
通
免
許

１
２

１
８

３
０

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

１
６

１
８

３
４

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
８

２
７

４
５

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
６

２
７

５
３

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

２
４

２
７

５
１

中
型
第
二
種
免
許

５

９

１
４

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

８

１
２

２
０

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
２

１
２

２
４

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
２

１
４

２
６

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
６

１
４

３
０

普
通
第
二
種
免
許

１
２

１
４

２
６

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

１
６

１
４

３
０

中
型
免
許

な
し

２
１

１
８

３
９

準
中
型
免
許

５

４

９

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

５

６

１
１

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

９

６

１
５

普
通
免
許

７

８

１
５

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

１
１

８

１
９

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
３

１
８

３
１

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
１

１
８

３
９

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

１
９

１
８

３
７

普
通
第
二
種
免
許

７

４

１
１

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

１
１

４

１
５

準
中
型
免
許

な
し

１
８

２
３

４
１

普
通
免
許

４

９

１
３

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

８

９

１
７

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
３

１
８

３
１

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
８

２
３

４
１

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

１
６

２
３

３
９

普
通
第
二
種
免
許

４

５

９

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

８

５

１
３

普
通
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許
を
除
く
。
）

な
し

１
５

１
９

３
４

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
１

１
５

２
６

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
５

１
９

３
４
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大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

１
３

１
９

３
２

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

な
し

１
２

１
９

３
１

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

８

１
５

２
３

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
２

１
９

３
１

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

１
０

１
９

２
９

大
型
特
殊
免
許
（
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
を
除
く
。
）

な
し

６

６

１
２

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
３

３

６

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

５

５

１
０

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許

な
し

１
０

１
０

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
５

５

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

８

８

大
型
二
輪
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
大
型
二
輪
免
許
を
除
く
。
）

な
し

１
６

２
０

３
６

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
１
４

１
７

３
１

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
４

１
７

３
１

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
６

２
０

３
６

普
通
二
輪
免
許

５

７

１
２

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
（
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
除
く
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

９

７

１
６

小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
（
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
除
く
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

９

１
１

２
０

Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

１
３

１
１

２
４

Ａ
Ｔ
限
定
大
型
二
輪
免
許

な
し

９

２
０

２
９

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
７

１
７

２
４

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

７

１
７

２
４

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

９

２
０

２
９

普
通
二
輪
免
許

３

６

９

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許

４

６

１
０

小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

６

１
１

１
７

Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

７

１
１

１
８

普
通
二
輪
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
、
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
及

び
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
除
く
。
）

な
し

９

１
０

１
９

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
９

８

１
７

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

９

８

１
７

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

９

１
０

１
９

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許

な
し

５

１
０

１
５

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
５

８

１
３

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

５

８

１
３

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

５

１
０

１
５

小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

な
し

６

６

１
２

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
５

５

１
０

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

５

５

１
０

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

６

６

１
２

Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

な
し

３

６

９

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
３

５

８

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

３

５

８

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

３

６

９
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け
ん牽

引
免
許

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
、
普

通
第
二
種
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

５

７

１
２

大
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許

８

１
０

１
８

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
限
定
大
型
免
許

１
０

１
４

２
４

中
型
免
許

１
０

１
４

２
４

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
２

１
７

２
９

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
６

１
７

３
３

準
中
型
免
許

１
３

１
７

３
０

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
５

１
９

３
４

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
９

１
９

３
８

普
通
免
許

１
５

１
９

３
４

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

１
９

１
９

３
８

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
３

２
９

５
２

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

３
１

２
９

６
０

中
型
第
二
種
免
許

５

９

１
４

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

８

１
２

２
０

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
２

１
２

２
４

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
２

１
４

２
６

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許

１
６

１
４

３
０

普
通
第
二
種
免
許

１
５

１
４

２
９

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

１
９

１
４

３
３

中
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
０

１
３

２
３

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
４

１
３

２
７

準
中
型
免
許

１
１

１
３

２
４

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
２

１
６

２
８

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
６

１
６

３
２

普
通
免
許

１
２

１
６

２
８

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

１
６

１
６

３
２

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
２

２
６

４
８

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

３
０

２
６

５
６

普
通
第
二
種
免
許

７

４

１
１

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

１
１

４

１
５

普
通
第
二
種
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）

大
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

８

１
０

１
８

Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

１
２

１
０

２
２

準
中
型
免
許

８

１
０

１
８

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

８

１
０

１
８

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

１
２

１
０

２
２

普
通
免
許

８

１
３

２
１

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

１
２

１
３

２
５

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
０

２
６

４
６
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カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
４

３
０

５
４

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許

大
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
免
許

８

１
０

１
８

中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許
又
は
Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許

８

１
０

１
８

準
中
型
免
許

８

１
０

１
８

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

８

１
０

１
８

Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許

８

１
０

１
８

普
通
免
許

８

１
３

２
１

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許

８

１
３

２
１

大
型
特
殊
免
許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

１
７

２
６

４
３

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許

２
１

３
０

５
１

備
考

１
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
教
習
時
間
は
、
１
教
習
時
限
に
つ
き
５
０
分
と
す
る
。

２
　
こ
の
表
に
定
め
る
教
習
時
間
の
時
限
数
は
、
教
習
を
受
け
る
者
の
技
能
の
修
得
状
況
に
応
じ
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
な
し
と
は
、
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
無
及
び
種
類
の
項
に
掲
げ
る
免
許
の
い
ず
れ
を
も
現
に
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。

４
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許
又
は
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
を
車
両
総
重
量
８
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
、
最
大
積
載
量
５

，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
乗
車
定
員
１
０
人
以
下
の
中
型
自
動
車
に
限
る
中
型
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許
を
い
う
。

５
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許
又
は
Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
並
び
に
準
中
型
自
動
車
及
び
普
通
自
動
車
を
、
Ａ
Ｔ
機

構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
車
両
総
重
量
８
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
、
最
大
積
載
量
５
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
乗
車
定
員
１
０
人
以
下
の
中
型
自
動
車
並
び
に
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り

ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
準
中
型
自
動
車
及
び
普
通
自
動
車
に
限
る
中
型
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許
を
い
う
。

６
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
中
型
自
動
車
を
車
両
総
重
量
５
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
最
大
積
載
量
３
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
準
中
型
自
動
車

に
限
る
準
中
型
免
許
を
い
う
。

７
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
中
型
自
動
車
及
び
普
通
自
動
車
を
、
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
車
両
総
重
量
５
，
０

０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
最
大
積
載
量
３
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
準
中
型
自
動
車
並
び
に
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
普
通
自
動
車
に
限
る
準
中
型
免
許
を
い
う
。

８
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
が
な
く
、
か
つ
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
中
型
自
動
車
を
車
両
総
重
量
５
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び

最
大
積
載
量
３
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
準
中
型
自
動
車
に
限
る
中
型
第
二
種
免
許
を
い
う
。

９
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
中
型
自
動
車
が
な
く
、
か
つ
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
準
中
型
自
動
車
及
び
普
通
自
動
車
を
、
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て

お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
車
両
総
重
量
５
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
及
び
最
大
積
載
量
３
，
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
準
中
型
自
動
車
並
び
に
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
普

通
自
動
車
に
限
る
中
型
第
二
種
免
許
を
い
う
。

１
０
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
免
許
又
は
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
第
二
種
免
許
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
車
を
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
普
通
自
動
車
に
限
る

普
通
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
い
う
。

１
１
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
又
は
カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
特
殊
自
動
車
を
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
に
限
る
大
型
特
殊
免

許
又
は
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
を
い
う
。

１
２
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
限
定
大
型
二
輪
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
を
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自

動
二
輪
車
に
限
る
大
型
二
輪
免
許
を
い
う
。

１
３
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
普
通
自
動
二
輪
車
を
Ａ
Ｔ
機
構
が
と
ら
れ
て
お
り
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
装
置
を
有
し
な
い
普
通
自
動
二
輪
車
に
限
る
普
通
二
輪
免
許
を
い
う
。

１
４
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
限
定
大
型
免
許
と
は
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
自
動
車
を
乗
車
定
員
１
１
人
以
上
２
９
人
以
下
の
大
型
乗
用
自
動
車
に
限
る
大
型
免
許
を
い
う
。

１
５
　
教
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
２
以
上
の
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
規
定
す
る
教
習
時
間
の
時
限
数
の
う
ち
最
も
短
い
も
の
を
そ
の
者
の
教
習
時
間
の
時
限
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
型

免
許
、
中
型
免
許
又
は
準
中
型
免
許
を
受
け
、
か
つ
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
者
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
限
定
大
型
免
許
、
中
型
免
許
又
は
準
中
型
免
許
を
受
け
、
か
つ
、
中
型
第
二
種
免
許

（
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
者
、
Ａ
Ｔ
中
型
車
（
８
ｔ
）
限
定
中
型
免
許
又
は
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
を
受
け
、
か
つ
、
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
（
Ａ

Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
者
及
び
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
を
受
け
、
か
つ
、
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

普
通
第
二
種
免
許
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
大
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
の
教
習
時
間
に
つ
い
て
は
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
又
は
準
中
型
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
規
定
す
る
応
用
走
行
の
時
限

数
か
ら
、
現
に
受
け
て
い
る
当
該
免
許
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
時
限
を
減
じ
た
時
限
数
と
す
る
。

二
　
学
科
教
習
の
教
習
時
間
の
基
準
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教
習
に
係
る
免
許
の

種
類

現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
無
及
び
種
類

教
習
時
間
（
時
限
数
）

学
科
（
一
）

学
科
（
二
）

計

大
型
免
許

な
し

１
０

１
６

２
６

中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
（
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
及
び
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
を
除
く
。
）
、
中
型
第
二
種

免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

０

０

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
、
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

０

１

１

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

４

４

中
型
免
許

な
し

１
０

１
６

２
６

準
中
型
免
許
（
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
及
び
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
を
除
く
。
）
又
は
普
通
第
二
種
免
許

０

０

準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
、
Ａ
Ｔ
準
中
型
車
（
５
ｔ
）
限
定
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

０

１

１

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

４

４

準
中
型
免
許

な
し

１
０

１
７

２
７

普
通
免
許

０

１

１

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

５

５

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

０

３

３

普
通
第
二
種
免
許

０

０

普
通
免
許

な
し

１
０

１
６

２
６

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

５

５

大
型
二
輪
免
許
又
は
普
通
二
輪
免
許

０

２

２

大
型
特
殊
免
許

な
し

１
０

１
２

２
２

カ
タ
ピ
ラ
限
定
大
型
特
殊
免
許
に
係
る
教
習
の
場
合

２
２

２
２

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
、
普
通
二
輪
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
、
普
通
第
二

種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

０

大
型
二
輪
免
許

な
し

１
０

１
６

２
６

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

０

１

１

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

４

４

普
通
二
輪
免
許

０

０

普
通
二
輪
免
許

な
し

１
０

１
６

２
６

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

０

１

１

大
型
特
殊
免
許
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

０

４

４

け
ん牽

引
免
許

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
特
殊
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
、
普
通
第
二
種
免
許
又
は
大
型

特
殊
第
二
種
免
許

０

０

大
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許

７

１
２

１
９

大
型
特
殊
免
許

７

１
３

２
０

中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

０

０

大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

１

８

９

中
型
第
二
種
免
許

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許

７

１
２

１
９

大
型
特
殊
免
許

７

１
３

２
０

普
通
第
二
種
免
許

０

０

大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

１

８

９

普
通
第
二
種
免
許

大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許

７

１
２

１
９

大
型
特
殊
免
許

７

１
３

２
０

大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許

１

８

９

備
考
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１
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
教
習
時
間
は
、
１
教
習
時
限
に
つ
き
５
０
分
と
す
る
。

２
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
な
し
と
は
、
教
習
に
係
る
免
許
の
種
類
に
応
じ
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
無
及
び
種
類
の
項
に
掲
げ
る
免
許
の
い
ず
れ
を
も
現
に
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。

３
　
学
科
（
一
）
は
、
応
用
走
行
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
の
教
習
と
し
、
学
科
（
二
）
は
、
自
動
車
の
運
転
に
必
要
な
知
識
の
教
習
の
う
ち
学
科
（
一
）
の
内
容
を
除
い
た
も
の
に
つ
い
て
の
教
習
と
す
る
。

４
　
教
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
２
以
上
の
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
規
定
す
る
教
習
時
間
の
時
限
数
の
う
ち
最
も
短
い
も
の
を
そ
の
者
の
教
習
時
間
の
時
限
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
型
免

許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
又
は
普
通
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
、
か
つ
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許

に
係
る
教
習
の
教
習
時
間
に
つ
い
て
は
、
大
型
特
殊
第
二
種
免
許
又
は

け
ん牽

引
第
二
種
免
許
の
別
に
応
じ
、
現
に
当
該
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
規
定
す
る
学
科
（
二
）
の
時
限
数
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
時
限
を
減
じ
た
時
限
数
と
す

る
。

５
　
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
若
し
く
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
学
科
（
二
）
（
現
に
普
通
自
動
車
又
は
普
通
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く

。
）
又
は
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
学
科
（
二
）
（
大
型
第
二
種
免
許
又
は
中
型
第
二
種
免
許
に
係
る
教
習
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
に
中
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
普
通
第
二
種
免

許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
応
急
救
護
処
置
教
習
を
そ
れ
ぞ
れ
３
時
限
又
は
６
時
限
行
う
も
の
と
す
る
。

６
　
５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
三
十
三
条
の
五
の
三
第
一
項
第
二
号
ニ
又
は
ホ
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
応
急
救
護
処
置
教
習
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許

、
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
若
し
く
は
普
通
二
輪
免
許
に
係
る
学
科
（
二
）
の
教
習
時
間
又
は
大
型
第
二
種
免
許
、
中
型
第
二
種
免
許
若
し
く
は
普
通
第
二
種
免
許
に
係
る
学
科
（
二
）
の
教
習
時
間
は
、
こ
の
表
に
規
定
す
る
時
限

数
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
時
限
又
は
６
時
限
を
減
じ
た
時
限
数
と
す
る
。
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別
図
（
第
五
条
の
二
関
係
）

別図(第五条の二関係) 

 

 備考 1 取手部については、目が見えない者(目が見えない者に準ずる者を含む。)が

把持する部分(盲導犬の使用時において、当該者が確実に把持することができ、

かつ、取手部から容易に外れない構造のものに限る。)を更に別に取り付けるこ

とができる。 

    2 胴輪部のうち盲導犬の両前肢の間を通す部分については、備えないことがで

きる。 

    3 図示の長さの単位は、センチメートルとする。 
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